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解剖学第一講座
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解剖学第二講座

〈研究概要〉

橋核には他の小脳前核にみられない特徴として，コリン作動性入力が豊富なことを見出した．本研究

では8～10週齢のddY雄性マウスを用いて，橋核におけるコリン作動性線維の局在を，小胞膜アセチルコ

リントランスポーター（VAChT）抗体を用いて免疫組織化学的に解析した．橋核では多数の瘤状線維が

VAChT免疫陽性を示した．光顕ならびに電顕観察を行い，三次元構築法を用いて詳細分布をマッピング

した．つぎにこれらの瘤状線維を供給するVAChT免疫陽性ニューロンを脳内に特定した．実験には，片

側の橋核にWGA-HRPを予め注入したマウスを用い，WGA-HRPで逆行性に標識されたVAChT免疫陽性

ニューロンを検出した．橋核におけるVAChT免疫陽性線維の分布に関しては，吻側から尾側までを通し

て辺縁領域（特に内側，腹側）に高密度に認められた．電顕像ではVAChT免疫陽性産物はシナプス小胞

のほか瘤状終末の内部の管腔状小器官に局在した．VAChT免疫陽性の軸索終末は pleomorphic synaptic

vesicleを有し，樹状突起に対してsymmetrical synapseを形成していた．橋核に線維を送るVAChT免疫陽

性ニューロンは脚橋被蓋核と背外側被蓋核にいずれも両側性に分布した．以上より脚橋被蓋核と背外側

被蓋核のニューロンが直接，皮質―橋―小脳路を介する運動経路を抑制的に制御することがはじめて形

態学的に示された．橋核ニューロンには抑制性ムスカリン性受容体m2サブタイプが豊富に存在すること

から，今回見出したコリン入力は，橋小脳路を介する脳幹機能の発現と病態の調節に重要な影響を与え

るものと考えられる．
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生理学第一講座

〈研究概要〉

1）内向き整流Kチャネルの整流特性発現の分子機構

内向き整流Kチャネルの整流特性はおもに細胞内ポリアミンとMgによる電位依存性ブロックによる．

内向き整流Kチャネル（Kir2.1）の 2番目の膜貫通部位（M2）のアスパラギン酸（D172）はこれらのブ

ロッカーの結合部位である．私達の以前の研究（Oishi et al. J Physiol 510: 675–683, 1998）から，さらに

外側にMgの結合部位が予測された．その候補の 1つである S165の変異体チャネル（S165L）を作成し，

単一チャネル電流を記録したが，コンダクタンスが10 pS前後と小さく，単一チャネルレベルでの外向き

電流の解析が困難であった．今まで Kir2.1に関する単一チャネル電流の検討は細胞外（電極内）K濃度

150 mMで行ってきたが，K濃度を30 mMに減らして，内因性開閉機構と細胞内ポリアミンによる抑制を

検討している．

2）海馬における抑制性シナプス伝達の修飾

急性スライス標品を用い，ラット海馬からパッチクランプ法で測定した GABAA受容体電流の性質を，

蛍光色素を用いたカルシウム濃度計測を併用しながら解析している．最初に，抑制性電流の細胞内 Ca2+

動員による修飾について追究し，GABAA電流はATPその他のアゴニスト刺激後の細胞内Ca2+濃度上昇に

よっては影響されず，カフェイン投与のみにより細胞内Ca2+濃度上昇非依存的に抑制されることを見出

した．その後，電気的あるいは薬理学的刺激が抑制性シナプス電流に及ぼす影響の観測を行っている．

GABAA自発電流は，シナプス後細胞の脱分極によっては一貫した増強・抑制を示さなかったが，テタヌ

ス刺激後に増強した．また代謝型グルタミン酸受容体刺激によっても，自発電流の増強がみられる．現

在，これらの修飾の機序についてさらに研究を進めている．

3）膵臓導管細胞における内向き整流性Kチャネルの局在

膵臓は重炭酸イオンに富む膵液を分泌し，十二指腸に流入する胃酸を中和する．膵臓導管細胞のKチャ

ネルは重炭酸イオン輸送の駆動力の維持に必須である．我々はラット膵臓導管細胞に内向き整流性Kチャ

ネル（Kir）の機能発現を認めていた．Kir2.1，Kir2.2およびKir2.4蛋白は膵臓導管細胞の基底外側膜に，

Kir1.1およびKir4.2は管腔側膜に局在することを蛍光抗体染色法により認めた．これらの分布はKirが重

炭酸イオン上皮膜輸送に役割を果たすことを示唆する．

4）ミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素膜貫通部位の小胞体残留シグナル

C末端アンカー型膜タンパク質のミクロゾーム型アルデヒド脱水素酵素（ALDH）はC末端側の膜貫通

部位（TMD, 17アミノ酸残基）と細胞質ドメインに小胞体残留シグナルを有する．前年度はTMD内の比

較的疎水性の低いアミノ酸残基が小胞体残留に関与することを明らかにした．今回，小胞体残留に関与

するTMD内のアミノ酸残基の詳細な解析を緑色蛍光タンパク質（GFP）とALDHのTMDとのキメラを

用いて試みた．TMD内の種々のアミノ酸残基をLeuに置換したGFPキメラ変異体をCHO細胞に発現させ

たところ，TMDの11または14の位置にあるAlaをLeuに置換した変異体はゴルジ体に局在することがわ

かった．以上の結果から，これらのAlaが小胞体残留に関与すると考えられる．
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生理学第二講座

〈研究概要〉

当教室では神経生理学的なアプローチにより運動，認知機能の解明をめざしている．主に（1）神経変

性疾患の病態の分子レベルでの解明と，それに伴って生じる異常脳波についての電気生理学的解析を行

うこと（2）行動課題を行うサルを用いて電気生理学的，薬理行動学的実験を行い，報酬探索行動の神経

メカニズムと社会的関係の神経メカニズムを明らかにすることを目標としている．
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運動機能．第123回関西医科大学学内学術集談

会，守口

17.玄番央恵（2007）認知機能の改善と運動．第

21回日本体力医学会近畿地方会総会，枚方

著　書

1. Gemba H (2007) Cortical field potentials and

cognitive functions. Complex Medical Engineer-

ing (Wu-JL, Ito K, Tobimatsu S, Nishida T,

Fukuyama H eds) Springer, Tokyo

2. 玄番央恵（2007）唾液分泌試験．自律神経機

能検査　第4版，文光堂，東京

医化学講座
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〈研究概要〉

〈新しい骨髄移植方法を開発するまで〉

骨髄移植は，1968年，私のアメリカの先生の故Dr. Good（2006年，5月に食道癌で死亡）によって，重

症複合免疫不全症（T細胞もB細胞も欠除）の乳児に姉の骨髄を移植し，成功したのが世界で最初の例で

す．その後，シアトルのFred Hutchinson Cancer Research CenterのThomas（1990年に骨髄移植でノーベ

ル賞を受賞）教授らによって現在の移植方法が確立されました．

骨髄移植は，白血病や再生不良性貧血などの治療法として目覚ましい治療効果を挙げています．

現在，骨髄移植の対象となっている疾患は，主として①白血病や重症の再生不良性貧血等の血液疾患

②先天性免疫不全症③先天性代謝疾患④自己免疫疾患などです．

私共は，厚生労働省指定の難病（118疾患）の大半が，病因に自己免疫現象がなんらかの形で関与して

おり，同種骨髄移植で治療できることを，動物実験で明らかにしてきました．

骨髄移植とは，文字通り骨の髄，すなわち骨の中心部に存在する血液細胞をドナー（提供者）より採

取して，点滴でレシピエント（患者）の静脈内に入れる治療方法です．その際，移植する細胞が拒絶さ

れないようにレシピエントの免疫担当細胞や造血系の細胞を放射線で死滅させておきます．移植に必要

な細胞は「造血幹細胞」と呼ばれ，これは血液を産生する源となる細胞で，半永久的に自己再生能力（自

分で自分を作る能力）を有しています．

分裂した幹細胞の片方の細胞は元の幹細胞に戻りますが，もう一方の細胞は多分化能を有しているた

め，すべての血球系の細胞へと増殖分化します．従って，理論的には，一個の幹細胞を移植すれば良い

ことになります．

骨髄の中には，このように，血液系の細胞（赤血球，白血球，血小板など）を造る元になる細胞，す

なわち「造血幹細胞」と，身体の骨格を形成する細胞（筋肉，骨，軟骨，結合織など）を造る元になる

細胞，すなわち「間葉系幹細胞」が存在します．

「造血幹細胞」は“種”に，「間葉系幹細胞」は“畑”にたとえられますが，最近，これらの細胞は，

一部，相互に変換できることもわかってきました．また，種が良く育つためには，種と畑の相性が存在

すること，従って骨髄移植の際，種だけを移植するのではなくて，畑もドナー側に置き換えると移植の

成功率が高まることが明らかになってきました．さらに，骨髄の中に存在する種と畑をうまく利用する

と，からだの中の傷害部位（病変部）を修復できる可能性も出てきました．今，盛んに叫ばれている再

生医療がそれです．若い時の自分の骨髄細胞（臍帯血でも可）を凍結保存しておけば，病気の際に利用

できるのです．

ES細胞や骨髄中に存在する「造血幹細胞」，「間葉系幹細胞」から身体を構成している，あらゆる細胞

（神経細胞，心筋細胞，肝細胞等）へと in vitro並びに in vivoで分化誘導が可能であることが証明されつつ

あります．このES細胞や「造血幹細胞」，「間葉系幹細胞」を用いて，臓器を完全に再生しようとする試

みも開始されていますが，傷害された臓器の部分的な再生，修復は可能であっても，心臓や腎臓のよう

な臓器を丸ごと作製することは，無理ではないかと考えます．

一方，血管の新生を目的として，閉塞した動脈の周辺に，自分の骨髄細胞を注射し，側副路を形成し，
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治療しようとする試みが開始され，かなりの効果が得られています．しかしながら，これも対症治療に

過ぎず，例えば，動脈の閉塞の原疾患（動脈硬化症など）を根本的に治療しない限り再発は免れません．

これと同じような発想の治療方法が自己免疫疾患に対する自家骨髄移植または自己末梢血幹細胞の移

植です．私達は，24年前，自己免疫疾患が「造血幹細胞」の異常により，発症してくることを種々のモ

デルマウスを用いて証明し，正常の骨髄を移植することによって治療できることを見出しました1),2)．ヒ

トにおけるアロの骨髄移植は移植片対宿主病（GvHD）等の種々の問題があるため，自分の「造血幹細

胞」を移植して，とりあえず一時しのぎをしようという考えです．当然ながら，移植後5年以内に再発す

る例が報告されて来ております．従って，安全で有効なアロの骨髄移植方法の開発が，長い間，待たれ

ていました．

最近，私達は同種骨髄移植の新しい方法を開発しました．この方法は，従来の骨髄移植の方法を根本

的に代えるもので，画期的な方法と自負しています．骨髄細胞は従来，腸骨より100個所以上，骨髄穿刺

針を刺して吸引により採取していますが（図 1），私達の開発した方法は，灌流により骨髄細胞を採取す

るものです（図 2）．この新しい方法では，末梢血が混入しないため，骨髄細胞が純粋に採取可能です．

この採取した骨髄細胞の中には「造血幹細胞」以外に「間葉系幹細胞」も含まれており，これらの細胞

を移植することによって，あらゆる細胞への分化誘導が in vivoで可能となるものと考えられます．また，

従来の骨髄移植のように，これらの細胞を静脈内へ注入しますと，図1のように肺にほとんどが trapされ

ますが，これらの細胞を直接，骨髄内へ注入（文字通りの”骨髄移植”）をしますと，生着率が高まりま

す．この骨髄内骨髄移植は，「造血幹細胞」（種）と骨髄の環境の構成細胞である「間葉系幹細胞」（畑）

を効率良く，骨髄内へ戻すことが可能で，従って，造血系の回復も速やかです．

このように“種”（造血幹細胞）も“畑”（間葉系幹細胞）も正常のものと置換する，この新しい骨髄

移植方法は，加齢と共に発症してくる骨粗鬆症，肺気腫，糖尿病，動脈硬化症，アルツハイマー病等の

根本治療につながる可能性を秘めています．実際，私達は，モデル動物を用いて，肺気腫や骨粗鬆症が

治療できることを明らかにしています．さらにこの新しい骨髄移植方法を臓器移植と併用すると，免疫

抑制剤を使用しなくても拒絶反応が予防できます．現在，ヒトへの応用を視野に入れ，実験用カニクイ

ザルを用いて安全性と有効性を確認しています．この方法がヒトへ応用されるようになれば，骨髄移植，

臓器移植，再生治療，遺伝子治療の上に革命をもたらすものと確信しています．この方法がヒトへ応用

され，難病という言葉がこの世から消え去る日が一日も早く来ることを願っています．

図1．従来の骨髄移植の方法

（吸引法＋静脈内骨髄移植）

図2．新しい骨髄移植の方法

（灌流法＋骨髄内骨髄移植）
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病理学第二講座

〈研究概要〉

I．高齢妊娠ラットの乳癌発生におよぼす影響

若齢初産婦は未産婦に比して乳癌の発生の抑制をみるが，逆に35歳以上の初回妊娠は，未産婦よりも

乳癌の危険性を増す．しかし，実験的に高齢ラットにおける妊娠の乳癌発生におよぼす影響については

未だ検討をみない．ひとつには動物を高齢で妊娠させる困難さがあげられるが，我々は妊娠期ホルモン

環境を短期有効なエストロゲンとプロゲステロン（E/P）製剤により作出することにより検討した．すな

わち，7週齢雌Lewisラットに 50 mg/kg・N-methyl-N-nitrosourea（MNU）を腹腔内投与し，24週齢時に

3週間有効な徐放性E/P製剤投与ラットと非投与ラットの2群を作製し，≧1 cm乳癌をみた個体を適宣屠

殺し，48週齢時に実験を終了した．その結果≧1 cm乳癌の発生率はE/P投与群では60%とE/P非投与群

の44%より上昇し，潜状期間は短縮（28.7対34.6週）し，微小乳癌も含めた全乳癌発生率で比較すると，

E/P投与群では非投与群に比してラット当たりの乳癌個数は有意に増加した（1.8対0.8）．加うるに，E/P

投与ラットに出現した≧1 cm乳癌は，有意にホルモン受容体（ER/PgR）陽性率が低く，コメド壊死をみ

るものが多く，予後不良が示唆された．若年ラットの妊娠あるいは短期 E/P投与による乳癌の抑制はく
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り返し再現されているが，今回高齢ラットに対する短期 E/P投与による乳癌発生率の上昇をみとめ，出

現した乳癌がヒトと同様に予後不良を示唆するホルモン非依存性のものが多く，かつコメド壊死を頻回

にみたことはヒトに類似した有用なモデルと考える（原著 -11）．

II．PARP阻害剤である3-aminobenzamideによるMNU誘発視細胞アポトーシスの制御

ニコチン酸アミドは多彩な薬理作用を有するが，我々はニコチン酸アミドが poly(ADP-ribose)poly-

merase（PARP）阻害剤として作用し，MNU誘発視細胞アポトーシスを完全に抑制することを実証した

（Uehara et al., 2006）．そこで，特異的なPARP阻害剤である3-aminobenzamideによる網膜傷害抑制効果に

つき，投与量，投与時期ならびにその機構につき検討した．50週齢雌Sprague-Dawleyラットに60 mg/kg・

MNUを単回腹腔内投与し，50, 30, 10, 5, 1，あるいは 0 mg/kg・3-aminobenzamideを同時に皮下投与した

ところ，用量依存性に網膜傷害を抑制し，30 あるいは 50 mg/kg 投与で有意な抑制をみた．次に 3-

aminobenzamideをMNU投与の12時間前，0, 4, 6，あるいは12時間後に皮下投与したところ，網膜傷害抑

制はMNUとの同時投与においてのみ認められた．さらに効果をみた50 mg/kg・3-aminobenzamideをMNU

と同時投与してNF-kBの変動を 3-aminobenzamide非投与群と比較すると，3-aminobenzamide非投与群で

はMNUの傷害に平行してp（リン酸化）-NF-kB値の低下をみるのに対し，3-aminobenzamide投与により，

p-NF-kB値の保持をみたことは，病態制御にはNF-kB値の持続的リン酸化の関与が示唆された(原著-3)．

III．MNU誘発白内障におけるPARP阻害剤の有効性

MNU誘発網膜変性症に対してニコチン酸アミドや 3-aminobenzamideが有効であったため，同じMNU

刺激により惹起される白内障に対するニコチン酸アミドや 3-aminobenzamideの有効性につき検討した．

すなわち，15日齢の雌雄のSprague-Dawleyラットに70 mg/kg・MNUを単回腹腔内投与して50 mg/kg・3-

aminobenzamideあるいは 1000 mg/kg・ニコチン酸アミドを同時投与した．ところが，これら PARP阻害

剤はむしろ白内障の程度を増悪することが判明し，同一の刺激に起因する細胞傷害に対しても，異なる

細胞間ではPARP阻害剤の作用は異なることが判明した(原著-5)．
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（2007）MNU誘発白内障に対するPARP阻害剤

の有効性．第96回日本病理学会，大阪

13.松岡洋一郎，深町勝巳，上原範久，圦　貴司，

津田洋幸，螺良愛郎（2007）妊娠・出産によ

る乳腺発癌抑制についての基礎的研究．第 96

回日本病理学会，大阪

14.上原範久，松岡洋一郎，螺良愛郎（2007）過
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理学会，大阪
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病理解剖

〈研究業績〉
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Kusaba T, Tatsumi T, Matsubara H (2007)

Central role of calcium-dependent tyrosine kinase

PYK2 in endothelial nitric oxide synthase-

mediated angiogenic response and vascular

function. Circulation  116: 1041–51

症例報告

1. 重松明男，足立　靖，小柳津治樹，松本憲明，

桐山直子，向出裕美，今村雅寛，福原資郎，池

原　進（2007）同種骨髄移植後に，水痘帯状

疱疹ウイルス感染症から血栓性微小血管障害

を発症したと考えられた 1剖検例．診断病理

24: 348–354

2. 坂口雄沢，槇　政彦，足立　靖，山本奈恵，植

村芳子，川喜多繁誠，鷹巣晃昌，岡崎和一，松
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立　靖，坂井田紀子，植村芳子，松田公志

（2007）内分泌療法中に小細胞癌に脱分化した

前立腺癌の1例．泌尿器科紀要　53: 665–669

学会発表

1. 山東香織，濱口記久子，坂井仁美，田口香利，

岡野公明，本里智子，岡本　久，坂井田紀子，

植村芳子，鷹巣晃昌（2007）胆汁細胞診で認

めた悪性リンパ腫の2症例．第46回日本臨床細

胞学会秋期大会，仙台

2. 坂井仁美，山東香織，田口香利，岡野公明，濱

口記久子，坂井田紀子，植村芳子，鷹巣晃昌

（2007）診断に苦慮した肺硬化性血管腫の1例．

第48回日本臨床細胞学会総会（春期大会），千

葉

3. 光山俊行，田橋賢也，島谷昌明，森　茂生，岡

崎　敬，井上肇一，谷口奈穂，藤本正博，坂

井田紀子，関　寿人，岡崎和一（2007）十二

指腸原発悪性リンパ腫の一例．第 78回日本消

化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

4. 桐山直子，足立　靖，向出裕美，重松明男，池

原　進（2007）（NZWxBXSB）F1 マウス（W/

BF1）は LPSに感受性である．第 96回日本病

理学会総会，大阪

5. 向出裕美，足立　靖，重松明男，桐山直子，上

山泰男，池原　進（2007）ヒト大腸癌細胞に

おける FKBP51の発現．第 96回日本病理学会

総会，大阪

6. 重松明男，足立　靖，竹谷　茂，桐山直子，向

出裕美，池原　進（2007）ヒト正常細胞にお

けるサイトグロビンの発現の検討．第 96回日
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本病理学会総会，大阪

7. 向出裕美，足立　靖，鈴木康弘，南野桂三，岩

崎真佳，中野景司，小池保志，桐山直子，重

松明男，上山泰男，池原　進（2007）悪性腫

瘍に対する新しい免疫療法－骨髄内骨髄移植

（IBM-BMT）とdonor lymphocyte infusion（DLI）

とドナー骨髄由来樹状細胞を用いて－　第

107回日本外科学会定期学術集会，大阪

8. 圦　貴司，足立　靖，鷹巣晃昌，田中喜壽，松

波光代，赤松孝子，四方伸明，螺良愛郎（2007）

原発及び再発部より採取された唾液腺導管癌

の穿刺吸引細胞像．（ポスター）第48回臨床細

胞学会総会春期大会，千葉

9. Seiji Yanai, Yasushi Adachi, Ming Shi, Susumu

Ikehara (2007) Intra-bone marrow injection of

dendritic cells for treatment of malignant tumor

in mice. 第 37回日本免疫学会総会・学術集会，

東京

10. Ming Shi, Yasushi Adachi, Seiji Yanai, Susumu

Ikehara (2007) FKBP51, which is expressed in

both normal epithelial cells and adenocarcinoma

cells in the colon, suppresses proliferation of

colorectal adenocarcinoma. 第 37回日本免疫学

会総会・学術集会，東京

11. Yasushi Adachi, Ming Shi, Seiji Yanai, Susumu

Ikehara (2007) High sensitivity of (NZWxBXSB)

F1mice to lipopolysaccharide (LPS) is attribut-

able to high-production of TNF-α by increased

number of dendritic cells. 第 37回日本免疫学会

総会・学術集会，東京

12.加藤順子，中澤孝夫，村田健司，藤本真由美，

倉和美，溝上友美，保坂直樹，早瀬ヨネ子，桜

井孝規，足立　靖（2007）転移巣の細胞診断

と組織診断の組み合わせで確定された肺癌の

1症例．第46回臨床細胞学会秋期大会，仙台

13.足立　靖，圦　貴司，松波光代，田中喜壽，中

本　剛，溝上友美，鷹巣晃昌 (2007)  細胞診と

セルブロックを用いた免疫染色で診断を確定

した形質細胞腫の一例．第 46回臨床細胞学会

秋期大会，仙台

微生物学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Gohda J, Irisawa M, Tanaka Y, Sato S, Ohtani K,

Fujisawa J and Inoue J (2007) HTLV-1 Tax-

induced NFkappaB activation is independent of
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Biophys Res Commun 357: 225–230

2. Sekimoto G, Matsuzaki K, Yoshida K, Mori S,

Murata M, Seki T, Matsui H, Fujisawa J and

Okazaki K (2007) Reversible Smad-dependent
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3. Sugiura K, Taketani S, Yoshimura T, Nishino T,

Nishino N, Fujisawa J, Hisha H, Inaba T and

Ikehara S (2007) Effect of hepatocyte growth
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progenitor cells in transgenic-severe combined

immunodeficiency mice. Cytokine 37: 218–226

4. Wang X, Hisha H, Cui W, Song C, Mizokami T,

Okazaki S, Li Q, Feng W, Kato J, Jiang S, Fan H

and Ikehara S (2007) The characteristics of

hematopoietic stem cells from autoimmune-

prone mice and the role of neural cell adhesion

molecules in abnormal proliferation of these cells

in MRL/lpr mice. Haematologica 92: 300–307

5. Matsuzaki K, Murata M, Yoshida K, Sekimoto G,

Uemura Y, Sakaida N, Kaibori M, Kamiyama Y,

Nishizawa M, Fujisawa J, Okazaki K and Seki T

(2007) Chronic inflammation associated with

hepatitis C virus infection perturbs hepatic

transforming growth factor beta signaling, pro-

moting cirrhosis and hepatocellular carcinoma.

Hepatology 46: 48–57

6. Yasui K, Miyazaki T, Matsuyama N, Kojima Y,

Furuta RA, Fujisawa J, Tani Y, Shibata H, Sato S,

Kato T, Ikeda H and Hirayama F (2007)

Establishment of cell lines stably expressing

HNA-1a, -1b, and -2a antigen with low back-

ground reactivity in flow cytometric analysis.

Transfusion 47: 478–485
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7. 保井一太，宮崎　孔，松山宣樹，小島芳隆，古

田里佳，藤澤順一，谷　慶彦，柴田弘俊，佐
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細胞治療会誌　53: 558–565
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1. Jiang S-W, Inada T, Furuta RA and Fujisawa J-I

(2007) Possible involvement of TORC2 in the

transcriptional suppression of HTLV-1 in vivo.

第 13回国際ヒトレトロウイルス HTLV会議 ,

Hakone

2. Miwa M, Kawazu Y, Konishi T, Shiokawa K,

Nitta T, Yagami K-I, Sugimura H, Fujisawa J-I

and Tanaka M (2007) HTLV-1 infection greatly
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lymphoma in mice. 第13回国際ヒトレトロウイ

ルスHTLV会議 , Hakone

3. Tanaka M, Shiokawa K, Konishi T, Kawazu Y,

Tsuda H, Fujisawa J-I and Miwa M (2007) Effect

of Lactoferrin on HTLV-1 infection. 第13回国際

ヒトレトロウイルスHTLV会議 , Hakone

4. 山田真生，河津祐介，田中正和，藤澤順一，三

輪正直（2007）DNA damageにおける中心体増

幅を起こす経路の特定．第 30回日本分子生物

学会年会・第80回日本生化学会大会合同大会，

横浜

5. 蒋　時文，稲田武文，藤澤順一（2007）HTLV-

1の個体内発現制御における低酸素シグナル

の関与．第30回日本分子生物学会年会・第80

回日本生化学会大会合同大会，横浜

6. 河津祐介，田中正和，小西智子，長谷川翔，鄭

真美，椙村春彦，藤澤順一，三輪正直（2007）

HTLV-1感染マウスで放射線照射における腫

瘍発生のメカニズムについて．第 55回日本ウ

イルス学会学術集会，札幌

7. 手塚健太，田中正和，孫　鬢蓮，植月太一，藤

澤順一，三輪正直（2007）HTLV-1感染系にお

けるノイラミン酸の役割について．第 55回日
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8. 小西智子，田中正和，河津祐介，鄭　真美，長

谷川翔，藤澤順一，三輪正直（2007）HTLV-1

感染マウスにおける感染細胞のクローン増殖

生について．第 55回日本ウイルス学会学術集

会，札幌

9. 蒋　時文，藤澤順一（2007）HTLV-1の個体内

発現制御における転写補助因子TORCの関与．

第55回日本ウイルス学会学術集会，札幌

10.長谷川翔，田中正和，河津祐介，三輪正直，藤

澤順一（2007）In vivoイメージングを用いた

Tax発現細胞の個体内動態解析．第55回日本ウ

イルス学会学術集会，札幌

11.鄭　真美，田中正和，小西智子，河津祐介，長

谷川翔，津田洋幸，藤澤順一，三輪正直（2007）

HTLV-1感染におけるラクトフェリンの効果

について．第55回日本ウイルス学会学術集会，

札幌

12.田中浩司，田中正和，酒井博幸，藤澤順一，三

輪正直（2007）Friend-MLVにおける組み込み

過程での宿主DNA修復系（PARP-1及びPARP-

2）の関与について．第55回日本ウイルス学会

学術集会，札幌

13.田中正和，塩川くみ，鄭　真美，小西智子，河

津祐介，津田洋幸，藤澤順一，三輪正直（2007）

HTLV-1感染におけるラクトフェリンの効果

について．第66回日本癌学会学術総会，横浜

14.藤澤順一，蒋　時文，稲田武文（2007）HTLV-

1 の個体内発現制御における転写補助因子
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横浜

15.三島伸介，三宅真理，浅井　悌，加藤康幸，金

川修造，濱田篤郎，角田隆文，藤澤順一，西

山利正（2007）旅行者下痢症の疫学調査．大

阪感染症流行予測調査会，大阪
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衛生学講座

〈研究概要〉

衛生学講座は大学院医学研究科で幹細胞生物学を担当している．このため幹細胞生物学に基づいて，

主としてヒトの骨髄あるいは臍帯血に由来する組織幹細胞を用いるトランスレーショナルリサーチの展

開を目指している．さらに，これらの基礎的研究成果を近い将来に細胞治療・再生医療に応用すること

で予防医学に貢献したいと考えている．

1）ヒト臍帯血由来CD34抗原陰性造血幹細胞の同定とその幹細胞特性の解明

最近，私達の研究グループは，独自に開発した骨髄腔内直接移植（IBMI）法を応用することにより，

非常に効率的なヒト未分化造血幹細胞（HSC）の同定法であるSCID-repopulating cell（SRC）測定系を開

発した．本法を用いることにより，ヒト臍帯血中に極めて少数存在するCD34抗原陰性造血幹細胞（CD34–

HSC）の確実な同定に世界に先駆けて成功した（Blood 101: 2924–2931, 2003）．さらに，この CD34–SRC

が，in vivoにおける高い自己複製能と増殖能・遊走能を保持していることを明らかにしている（Int J

Hematol 79: 328–333, 2004）．重要な発見は，従来，未分化なHSCに作用すると報告されていたstem cell

factor, flt3 ligand等のチロシンキナーゼ受容体である c-kit, flt3が，われわれが同定したCD34–SRCには発

現していないことを明らかにしたことである（Blood 106(11): 235a, 2005）．以上の研究により，現時点で

ヒトの最も未分化な HSCの免疫特性は，Lin–CD45lowCD34–c-kit–flt3–と考えられた（Stem cells 25: 1348–

1355, 2007; J Autoimmunity 30: 136–144, 2008）．

その後の研究で，従来未分化HSCとされていたCD34+CD38–HSCとCD34–HSCの未分化性についてNOG

マウスを用いる長期骨髄再構築実験系で検討した．その結果，われわれが同定した CD34–HSCがより未

分化なHSCであることが明らかにされた（投稿中）．

2）ヒト骨髄あるいは臍帯血に由来する組織幹細胞（TCSC）の同定とその機能解析

ヒト骨髄あるいは臍帯血中には，HSCだけでなく間葉系幹細胞（MSC），あるいは多能性をもつ既知，

未知のTCSCが存在している．われわれは，磁気ビーズ法やFACSを駆使することにより，ヒトの骨髄や

臍帯血中に存在する多能性の TCSCの同定・純化法の開発・確立に取り組んできた．その過程で，ヒト

臍帯血由来単核細胞を type I コラーゲン処理した培養皿中で EGM2培地を加えて 1～ 2週間培養し，

cobblestone様の late EPC（OEC）のコロニーを同定した．本細胞は，CD31, KDR, CD34抗原陽性でDil-

Ac-LDL-uptake, UEA-1 lectin結合能を示したことから OECと確認された．現在，VEGF, IL-8等に対する

migration能の解析や，matrigel中での tube formation等の機能解析を行っている（投稿中）．

3）骨髄腔内直接移植法による新規マウス造血幹細胞の探索

ヒト臍帯血Lin–CD34–細胞（CD34–SRC）は，強いSCID-repopulating cell（SRC）活性を有しCD34+SRC

を産生することから，今後の移植・再生医療の素材として有望である．CD34–SRCは CD34+SRCと異な

り，経静脈的移植（Tail vein injection: TVI）法ではなく，骨髄腔内直接移植（Intra-bone marrow injection:

IBMI）法によってのみマウス骨髄に生着する．この様な特性を持つマウス造血幹細胞（HSC）の存在は

過去に報告されていない．われわれは，IBMI法によってマウス骨髄に生着するHSCの存在を探索すると

ともに，その特性を明らかにすることにより，希少な集団であるヒト CD34–SRCの特性解明に役立てる

ことを目指している．具体的には，ヒトSRCの経静脈的骨髄生着の責任因子としてSDF-1やSCFなどが

考えられ，これらの因子による直接的影響の及ばないHSCを，IBMI法を用いることによって見出すこと

が出来るかどうか検討している．
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4）内分泌攪乱化学物質に関する研究

環境中に存在するエストロゲンと類似の作用を持つ化学物質の活性測定およびエストロゲン受容体を

介した内分泌攪乱作用について研究を行った．特に，我々が日常的に摂取している食品中に含まれる植

物エストロゲンの内分泌攪乱作用の可能性およびその影響を明らかにするために，ホルモン応答性配列

を含むレポータープラスミドを導入した動物細胞および酵母を用いた転写活性測定系を併用して，種々

の植物由来食品に含まれる天然化学物質（植物エストロゲン）のエストロゲン活性の検索を試みた．こ

の目的に最適な試料として，種々のハーブを単独あるいは混合で含む，市販ハーブティーに着目し，ハー

ブティー抽出液中のエストロゲン活性について分析を行った．その結果，ハーブティーのエタノール抽

出液中に含まれる植物エストロゲンとして甘草を同定したが，通常のハーブティー摂取法である熱水抽

出液中には甘草由来のエストロゲン活性は認められず，熱水抽出液中に含まれる植物エストロゲンとし

てはペパーミントが最大のエストロゲン活性を示すことを見出し，Eur Food Research & Technol（225:

913–920, 2007）に発表した．

〈研究業績〉

原　著

1. Anderson K, Rusterholz C, Månsson R, Jensen

CT, Bacos K, Zandi S, Sasaki Y, Nerlov C,

Sigvardsson M and Jacobsen SE (2007) Ectopic

expression of PAX5 promotes maintenance of

biphenotypic myeloid progenitors coexpressing

myeloid and B-cell lineage-associated genes.

Blood 109: 3697–3705

2. Ueda Y, Itoh T, Fuji N, Harada S, Fujiki H,

Shimizu K, Shiozaki A, Iwamoto A, Shimizu T,

Mazda O, Kimura T, Sonoda Y, Taniwaki M and

Yamagishi H (2007) Successful induction of

clinically competent dendritic cells from granulo-

cyte colony-stimulating factor-mobilized mono-

cytes for cancer vaccine therapy. Cancer

Immunol Immunother 56: 381–389

3. Kohno H, Kouda K, Tokunaga R and Sonoda Y

(2007) Detection of estrogenic activity in herbal

teas by in vitro reporter assays. Eur Food Res

Technol 225: 913–920

4. Harada S, Kimura T, Fujiki H, Nakagawa H,

Ueda Y, Itoh T, Yamagishi H and Sonoda Y

(2007) Flt3 ligand promotes myeloid dendritic

cell differentiation of human hematopoietic pro-

genitor cells: possible application for cancer

immunotherapy. Int J Oncol 30: 1461–1468

5. Kimura T, Asada R, Wang J, Kimura T, Morioka

M, Matsui K, Kobayashi K, Henmi K, Imai S,

Kita M, Tsuji T, Sasaki Y, Ikehara S and Sonoda

Y (2007) Identification of long-term repopulating

potential of human cord blood-derived CD34-flt3-

severe combined immunodeficiency-repopulat-

ing cells by intra-bone marrow injection. Stem

Cells 25: 1348–1355

学会発表

1. 木村貴文，浅田留美子，木村　卓，松岡由和，

長谷　真，佐々木豊，薗田精昭（2007）ヒト

CD34抗原陰性造血幹細胞の in vivo増殖分化動

態とその未分化性の解明．第 69回日本血液学

会総会，横浜

2. 原田佐智夫，木村貴文，伊藤　剛，上田祐二，

薗田精昭（2007）Flt3リガンドによるヒトPBSC

由来DC前駆細胞の増幅とその機能解析．第17

回日本サイトメトリー学会総会，浦安

3. 木村貴文，浅田留美子，木村　卓，二宗みの

り，長谷　真，佐々木豊，薗田精昭（2007）ヒ

トCD34抗原陰性未分化造血幹細胞の幹細胞特

性の解明．第 17回日本サイトメトリー学会総

会，浦安

4. 薗田精昭（2007）ヒト造血幹細胞の本体はど

こまで解明されたのか―骨髄内骨髄移植の臨

床的意義―．第 15回奈良県造血細胞移植研究

会，奈良

5. 河野比良夫，石原敬康，薗田精昭，甲田勝康

（2007）食餌制限 :絶食によるストレス関連遺

伝子の発現誘導．日本衛生学会，大阪

6. 兼子裕人，木村貴文，薗田精昭，松本洋典，野

村憲一，堀池重夫，横田昇平，谷脇雅史，大

川原康夫（2007）低悪性度リンパ腫に対する

in vivo purging を用いた自己末梢血幹細胞移
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植．第29回日本造血細胞移植学会総会，福岡

7. 木村貴文，浅田留美子，木村　卓，長谷　真，

佐々木豊，薗田精昭（2007）ヒトCD34抗原陰

性造血幹細胞の未分化性について．第5回幹細

胞シンポジウム，淡路

公衆衛生学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Yoshida M, Sano K, Ishiyuki E, Nishiyama T and

Fukunaga K (2007) Assessment of nutritional

availability of selenium in selenium-enriched

pumpkin. Biomed Res Trace Elements 19: 391–

394

2. Yoshida M, Okada T, Namikawa Y, Matsuzaki Y,

Nishiyama T and Fukunaga K (2007) Evaluation

of nutritional availability and anti-tumor activity

of selenium contained in selenium-enriched

kaiware radish sprouts. Biosci Biotechnol Bio-

chem 71: 2198–2205

3. Shibata SB, Osumi Y, Yagi M, Kanda S,

Kawamoto K, Kuriyama H, Nishiyama T and

Yamashita T (2007) Administration of amitrip-

tyline attenuates noise-induced hearing loss via

glial cell line-derived neurotrophic factor

(GDNF) induction. Brain Res 1144: 74–81

4. Moriya H, Kuniminato T, Hosokawa M, Fuku-

naga K, Nishiyama T and Miyashita K (2007)

Oxidative stability of salmon and herring roe

lipids and their dietary effect on plasma choles-

terol levels of rats. Fish Sci 73: 668–674

5. Okihashi M, Kitagawa Y, Obana H, Tanaka Y,

Yamagishi Y, Sugitate K, Saito K, Kubota M,

Kanai M, Ueda Y, Harada S and Kimura Y (2007)

Rapid multiresidue method for determination of

more 300 pesticide residues in food. Food 1:

101–110

6. Okihashi M, Takatori S, Kitagawa Y and Tanaka

Y (2007) Simultaneous analysis of 260 pesticide

residues in agricultural products by gas chro-

matograph-tandem mass spectrometer. J AOAC

Int 90: 1165–1179

7. Ito K, Kimura Y, Tajika A, Fuchioka S, Iwasaka T

and Nishiyama T (2007) Ultrasonographic

changes of the knee joint cartilage associated

with physical characterization in middle-aged

women: 6-month observational survey. J Phys

Ther Sci 19: 277–282

8. Ogata N, Matsuoka M, Matsuyama K, Shima C,

Tajika A, Nishiyama T, Wada M, Jo N, Higuchi A,

Minamino K, Matsunaga H, Takeda T and

Matsumura M (2007) Plasma concentration of

pigment epithelium-derived factor in patients

with diabentic retinopathy. J Clin Endocrinol

Metab 92: 1176–1179

9. 堀伸二郎（2007）農薬ポジティブリスト制度

施行と食品添加物への影響．Foods & food

ingredients journal of Japan 212: 496–508

10.堀伸二郎（2007）油症　40 年の歩み．食衛誌

48: J223–J228

11.柿本幸子，高取　聡，北川幹也，吉光真人，北

川陽子，岡本　葉，起橋雅浩，小西良昌，尾

花裕孝，村田　弘，住本建夫，田中之雄，福

島成彦，堀伸二郎（2007）国産野菜および果

実中の残留農薬の汚染実態―平成 13年度～平

成18年度―．大阪公衛研報　45: 37–42

12.北川陽子，起橋雅浩，尾花裕孝，阿久津和彦，

柿本幸子，岡本　葉，高取　聡，小西良昌，村

田　弘，住本建夫，堀伸二郎，田中之雄（2007）

輸入農産物中の残留農薬の調査結果（平成 11

年度～平成18年度）．大阪公衛研報　45: 29–36

13.柴田清児ブルース，八木正夫，大隅泰則，神

田靖士，西山利正，河本光平，朝子幹也，栗

山博道，山下敏夫（2007）アミトリプチリン

の音響外傷に対する内耳保護作用．頭頸自律

神　21: 19–21

14.三宅眞理，田近亜蘭，保津真一郎，西山利正

（2007）アクチグラフから評価した介護施設入

居者と独居高齢者の睡眠・覚醒リズム．日健

医会誌　16: 60–61

15.津久井要，古賀才博，本多瑞枝（2007）海外
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赴任者のメンタルヘルスに及ぼす諸要因に関

する質問紙による検討．日職災医会誌　55: 別

202

16.上田照子，荒井由美子，西山利正（2007）在

宅要介護高齢者を介護する息子による虐待に

関する研究．老年社会科学　29: 37–47

17. Ishida T, Yamamoto K, Amano H, Nishiyama T,

Fukunaga K, Phounsavath S, Phanmanivona V

(2007) Study on the Character of Mebendazole

Tablets Available in IndoChina Peninsula. Clin

Parasitol 17(1): 117–121

18.高取　聡，岡本　葉，北川陽子，柿本幸子，村

田　弘，住本建夫，起橋雅浩，田中之雄（2007）

農産物中の残留農薬検査に用いる新規一斉分

析法．大阪公衛研報　45: 67–78

19.岡本　葉，高取　聡，起橋雅浩，柿本幸子，阿

久津和彦，北川陽子，尾花裕孝，村田　弘，住

本建夫，田中之雄（2007）1993～2006年度に

実施した柑橘類中における防かび剤の残留実

態調査．大阪公衛研報　45: 23–28

20.三島伸介，三宅眞理，浅井　悌，加藤康幸，金

川修造，濱田篤郎，角田隆文，藤澤順一，西

山利正（2007）旅行者下痢症の疫学調査．平

成 18年度大阪感染症流行予測調査会報告書

第42報 : 11–15

総　説

1. 三宅眞理（2007）「こころとからだの健康長寿」

ダイバージィナルセラピー（3）．E.E.O.A. Topics

27: 7–8

2. 西山利正（2007）旅行医学／渡航医学．Medico

38: 95–99

3. 西山利正（2007）海外渡航と感染症予防―予

防接種・予防内服―．O.H.P. News　49: 17–19

4. 古賀才博（2007）［病気をもちながらどこまで

働けるか―疾病と就労の臨床判断―」感染症

インフルエンザ．臨病理レビュー　139: 147–

159

症例報告

1. 山中滋木，堀尾　武，植村芳子，石田高明，西

山利正（2007）マンソン孤虫症の1例．皮の科

　6: 38–43

学会発表

1. Koga T, Fukushima S, Nishiyama T and Hamada

A (2007) Survey of influenza pandemic prepared-

ness plans among Japanese companies. 10th

Conference of the International Society of Travel

Medicine, Canada

2. Fukunaga K, Nishiyama T, Hosomi R, Arai H and

Yoshida M (2007) Effect of fish oil and protein on

azoxymethane-induced preneoplastic lesions in

the mouse colon. 6th JOCS-JOCS Joint Meeting,

Canada

3. Lamaningao P, Sone K, Sugiura Y, Akkhavong S,

Bilakoun S and Nishiyama T (2007) An interim

report for learning from “Health Notebook” on

heakth seeking behavior at villages in Lao PDR.

The 22nd Annual Meeting of Japan Association

for Health, Osaka

4. Shibata S, Osumi Y, Yagi M, Kanda S, Kawamoto

K, Kuriyama H, Nishiyama T and Yamashita T

(2007) Administration of amitriptyline attenuates

noise-induced hearing loss via glial cell line-

derived neurotrophic factor (GDNF) inducation.

第30回ARO midwinter meeting, Denver

5. 田近亜蘭，西山利正，木下利彦（2007）予約

制導入前後の外来初診患者の比較．第 20回総

合病院精神医学会，北海道

6. 大岡久司，神田靖士，鈴木裕子，美島健二，斉

藤一郎，西山利正（2007）聴覚伝導路におけ

る組織幹細胞の同定．第 30回日本分子生物学

会年会・第80回日本生物学会大会，横浜

7. 古賀才博（2007）海外勤務者の健康管理―そ

の現状と問題点―．第17回日本産業衛生学会 ,

産業医・産業看護全国協議会，東京

8. 三宅眞理，田近亜蘭，保津真一郎，西山利正

（2007）アクチグラフTMから評価した介護施

設入居者と独居高齢者の睡眠・覚醒リズム．第

17回日本健康医学会総会，東京

9. 古賀才博，西山利正，濱田篤郎（2007）上海，

蘇州，青島へ進出している日系企業のインフ

ルエンザ対策に関する調査．第 48回日本熱帯

医学会大会，大分

10.黒田真里子，天野博之，三島伸介，Lamaningao

Pheophet，古賀康史，Phanmanivong Viengsavanh，

西山利正（2007）Lao PDP Khammouane県にお
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ける疾病状況調査．第 48回日本熱帯医学会大

会，大分

11.三島伸介，神田靖士，Phounsavath Sommone，

Sylavanh Phannasinh，Phanmanivong Viengsavanh，

天野博之，西山利正（2007）ラオス人民民主

共和国における活動性結核のスクリーニング

検査有効性の検討．第 48回日本熱帯医学会大

会，大分

12.林猪都子，神田靖士，石田高明，西山利正

（2007）ヒト回虫と潰瘍性大腸炎（UC）に関す

る研究（3）―ヒト回虫と小腸におけるMucin12

の局在部位の検討―．第 48回日本熱帯医学会

大会，大分

13.上田照子，荒井由美子，西山利正（2007）在

宅要介護高齢者における息子による虐待に関

する研究．第66回日本公衆衛生学会総会，松山

14.仁木　稔，西山利正（2007）中華人民共和国

大連市における在留邦人の心身医学的状況．

第66回日本公衆衛生学会総会，松山

15.重永哲也，寺澤真二，伏原　忍，大野健介，松

川明博，堀伸二郎（2007）食品サンプルの違

いによる農薬一斉分析への影響．第 94回日本

食品衛生学会学術講演会，静岡

16.大岡久司，神田靖士，鈴木裕子，西山利正，山

下敏夫（2007）聴覚伝導路における組織幹細

胞の同定．第25回頭頸部自律神経研究会，大阪

17.吉本陽二（2007）痛みと日常生活動作，睡眠

障害，罹病期間，抑うつ，不安との関連につ

いて．第42回日本理学療法学術大会，新潟

18.樋口由美，長野　聖，淵岡　聡，奥田邦晴，林

義孝（2007）身体機能，生活機能，転倒リス

クに対する身体的および認知機能のトレーニ

ング効果．第42回日本理学療法学術大会，新潟

19.古賀才博，田近亜蘭，西山利正，濱田篤郎

（2007）米国および中国に赴任した日本人勤務

者と国内勤務者の健康診断データの比較検

討．第80回日本産業衛生学会，大阪

20.起橋雅浩，高取　聡，北川陽子，田中之雄

（2007）食品中の残留農薬分析におけるGC/MS/

MSの活用．日本食品衛生学会第93回学術講演

会，東京

21.堀伸二郎（2007）有機ハロゲン化学物質

（PCDD/DFs, PBDEs）の食事を介したヒトへの

リスク評価．日本薬学会第127年会，富山

22.三島伸介，西山利正（2007）北京医療事情．第

14回びわ湖国際医療フォーラム，大津

23.西山利正（2007）狂犬病の予防ワクチンと治

療．第14回びわ湖国際医療フォーラム，大津

24.高橋信佳，三宅眞理，田嶋佐和子，仁木　稔，

日根かがり，木下藤寿，木村　穣，西山利正

（2007）「行動変容追求型」ヘルスツーリズム

の効果の検討　和歌山県「熊野健康村・熊野

で健康ウォーキング」の取り組み．第 14回日

本行動医学会学術総会，三重

著　書

1. 田近亜蘭，仁木　稔（2007）海外赴任者とそ

の配偶者の精神的問題．海外赴任者とその家

族のメンタルヘルス（西山利正監修）1–36頁，

社団法人　日本在外企業協会海外安全セン

ター，東京

2. 西山利正（2007）4．原虫症，寄生虫症　鉤虫

症（十二指腸虫症）．今日の治療指針2007年度

版（山口徹，北原光夫，福井次矢編），49, 182–

183頁，医学書院，東京

3. 三宅眞理（2007）ダイバジョナル・セラピー．

自己を語る身体表現（谷　祝子編）250–265頁，

冬弓舎，京都

法医学講座

〈研究概要〉

（1）ミトコンドリアDNA rRNA遺伝子の解析による動物種判定法の開発

法科学鑑定で重要な人獣鑑別（動物種判定）法として，ユニバーサルプライマーを用いたミトコンド

リアDNAの12S・16S rRNA領域の解析法の確立について検討した．各動物種250種（脊索動物150種，棘

皮動物5種，節足動物65種，軟体動物29種，刺胞動物1種）の組織から抽出したDNAを試料として検討

したところ，12S領域では脊索動物に，16S領域では脊索動物に加えて多くの他の動物種の遺伝子を検出
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して識別することが可能だった．

（2）胃内容を用いたTriage検査の有用性の検討

尿を対象とした濫用薬物簡易検査キットの Triageは簡単かつ短時間で実施できることから法医学分野

や臨床現場で薬物検査に多用されている．しかし急性中毒の初期では薬物の尿中濃度が検出下限値に達

しておらず偽陰性となる場合もある．実際の薬物経口摂取で，尿で陰性，胃内容で陽性となった事例が

あり，胃内容を用いる Triage検査の有用性を報告した．胃内容や血清を試料に用いる上での注意点とし

て，薬物抽出操作を行わないと偽陽性になる可能性があることも判明した．

（3）尿糖によるアルコール産生の可能性の検討

アルコール検査は法医学実務上重要であるが，検査結果の評価上の留意点として死後の拡散や分解，

腐敗による死後産生がある．それ以外に糖尿病患者の尿中から飲酒によらない高濃度のアルコールが検

出された事例があり，尿糖が存在する場合は腐敗とは別に膀胱内でアルコール発酵が起こる可能性があ

ることを実験的に証明した．

（4）p-ヒドロキシメタンフェタミンの抽出法と分析法の検討

覚せい剤メタンフェタミンの代謝物である p-ヒドロキシメタンフェタミン（p-OHMA）を指標とした

覚せい剤濫用検査法の開発のために，NaCl-アセトニトリル抽出法によるp-OHMAの抽出効率について検

討した．p-OHMAはアセトニトリル相に45％，水相に55％移行し，高速液体クロマトグラフ分析では水

相，ガスクロマトグラフ質量分析ではアセトニトリル相を試料として用いると簡便であった．アセトニ

トリル相に飽和NaCl水溶液を加えて再抽出すると夾雑物質の除去に効果が認められた．また，高速液体

クロマトグラフ（電気化学検出器または紫外吸光度検出器）を用いて簡便かつ特異的に分析可能である

かを検討したところ，分析条件として加電圧＋1,000 mVまたは波長220 nmが最適で，検出限界は5 μl注

入した場合にそれぞれ 2 ng/mlと 0.12 μg/mlで，直線性のある検量線が得られた．電気化学検出器では特

異的に p-OHMAを検出することが可能だった．p-OHMAは覚せい剤取締法で規制されていないため，覚

せい剤研究の許可を得ていない機関や設備が整っていない施設でも覚せい剤を間接的に分析でき，社会

的にも有意義な研究と思われる．

（5）脳波自動解析システムの脊髄自動反射を認めた脳死症例への応用

脳死症例で脊髄自動反射が認められる場合があり，外観からは脳死か否か判定が困難となる．従来か

ら脳死患者に試行してきた脳波自動解析システムを脊髄自動反射が疑われる症例の解析に導入したとこ

ろ，各部位の脳波が平坦であると判定され，客観的に脳死と診断することが可能であった．

（6）膀胱壁を用いた凝集素解離試験によるABO式血液型判定

ヒト由来ポリクローナル抗体が市販されていないために従来行われてきた毛髪からの血液型判定が困

難となり，動物由来のポリクロ―ナル抗体を用いて爪および脳硬膜でABO式血液型判定を実施している

が，脳硬膜と同様に比較的腐敗しにくい膀胱壁もABO式血液型判定の試料として使用可能であることを

確認し，実際の剖検例に応用している．

（7）溺死判定のためのプランクトン検査法における食品の影響

溺死例で，胃内容中から検出されたプランクトンが食品由来である可能性が疑われた事例があった．

そこでイリコ，チリメンジャコ，シジミなどの水産物を分析したところ，プランクトンが含有されてい

ることを確認し，プランクトン検査で留意すべきであることを報告した．
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総会，秋田
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分子遺伝学部門

〈研究概要〉

接着分子インテグリンは免疫細胞の血管内皮，抗原提示細胞，細胞外マトリックス等への接着を媒介

し，リンパ球のホーミング，抗原認識，細胞移動に重要な役割を果たしている．リンパ球インテグリン

は刺激に応じてダイナミックに接着性が変化することが特徴である．この接着制御には低分子量 Gタン

パク質Rap1とそのエフェクター分子RAPLが関与していることを明らかにしてきた．このシグナル伝達

は細胞極性と連動して，LFA-1の空間的制御を行っている点が特徴として挙げられる．Rap1-RAPLシグ

ナルによるインテグリン接着の分子機構の解明と，このシグナル改変によって免疫細胞の動態，増殖，

分化，機能がどのような影響をうけるか，また，炎症アレルギー，自己免疫疾患などの免疫病との関連

を調べることが主要なテーマである．

最近の研究成果：

Rap1とそのエフェクター分子RAPLによるインテグリン制御機構を明らかにするために，RAPL会合分

子を酵母 two-hybrid法を用いて，Ste20-likeキナーゼに属するMst1を同定した．Mst1はRAPLのcoiled-coil

領域に結合し，キナーゼ活性が増強する．会合とキナーゼ活性は活性化型 Rap1によって亢進し，また，

Tリンパ球をケモカイン，抗原架橋刺激すると，Mst1が活性化するのに対して，RAPL欠損Tリンパ球で

は活性化が著しく減少することから，Mst1はRAPL依存的に活性化することが判明した．Mst1を過剰発
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現させると先端膜とuropodが生じ，LFA-1が先端膜に集積し，接着がキナーゼ活性依存的に亢進する．リ

ンパ球のMst1をknockdownするとこれらの効果が阻害された．Rap1-RAPLシグナルによるLFA-1接着と

細胞極性にMst1が重要であることが明らかになった．

RAPL欠損マウスはリンパ球ホーミング機能障害によって，リンパ節のT,Bリンパ球数が低下している．

リンパ球接着カスケードにおけるRap1-RAPLの機能を灌流下血管内皮接着系，生体内顕微鏡を用いて調

べた．Rap1はケモカインによって誘導されるLFA-1, α4β7を介する停止接着に重要であり，RAPLは停止

接着以降におこる強固な接着に必要であった．LFA-1のβ2細胞内領域が停止接着を制御し，αL鎖が強固

な接着に必要であった．Rap1-RAPLシグナルはこれらの領域を介して，リンパ球の血管内皮接着を制御

している．さらに 2光子レーザー顕微鏡を用いて，リンパ節組織内のリンパ球移動を解析したところ，

RAPL欠損T, Bリンパ球は移動速度が遅く，移動距離が低下していたことから，組織内移動にRAPLが重

要であることがわかった（投稿中）．以上の研究により，Rap1-RAPLシグナルはMst1を介して，リンパ

球の細胞極性と LFA-1の局在を調節し，血管内皮接着と組織内移動に重要な役割を果たしていることが

明らかになった．現在，RAPL, Mst1の遺伝子改変マウスを用いて，リンパ球の増殖，分化への影響，自

己免疫との関連を解析しており，インテグリン制御と細胞増殖・分化との協調的制御のメカニズムや自

己免疫，リンホーマ発症に関与することを明らかにしつつある．
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内科学第一講座

〈研究概要〉

樹状細胞は生体に広く分布し，抗原特異的に T細胞を活性化，免疫応答を誘導する抗原提示細胞であ

り，近年免疫ネットワークを多方面から統御する細胞として注目を浴びている．樹状細胞は，自然免疫

賦活剤として，抗腫瘍免疫療法の臨床試験も開始されてるが，臨床疾患における樹状細胞の側面からの

免疫学的アプローチは HIV感染症等ごく限られた疾患においてのみなされており，樹状細胞と各臨床疾

患との関わり，特に免疫異常を来す病態においての樹状細胞の関わりは未解明のままである．

樹状細胞は，その単離が難しいこと，生体内各組織における分布細胞密度が必ずしも高くないことな

どにより，ヒトにおいては正常状態での解析も十分になされていなかった．しかしながら，我々が確立

した方法により末梢血を循環する樹状細胞をそのままの状態で解析することが可能になり，これらを用

いて，我々は，免疫異常を呈する難治性疾患の病態を，樹状細胞の性状と機能の面から解析することに

より，これまで不明とされていた疾患の病態を把握し，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし現

在研究を行っている．

血液部門：

同種造血幹細胞移植は，血液疾患の治療のみならず他の固形癌に対する治療戦略の一つとなりうるこ

とが示されつつあり，今後ますます重要な治療法になると考えられる．同種造血幹細胞移植の中心理念

はアロ抗原や腫瘍抗原に対する免疫反応による腫瘍根絶（graft-versus-tumor effect）であるが，この免疫

反応は両刃の剣であり host の組織障害性に作用し，しばしば致死的となる GVHD （graft-versus-host

disease）が依然大きな問題となっている．当教室では同種造血幹細胞移植に関連して生じるこれらのダ

イナミックな免疫系の動態を多角的に解析することにより，graft-versus-tumor effectと GVHDの発生機

序およびその相違を明らかにし，より効果的に前者を誘導し同時に後者を抑制する新しい治療戦略の開

発を目的として検討を行っている．同種造血幹細胞移植を受けた造血器腫瘍患者では急性GVHD発症時

にはミエロイド系樹状細胞とリンパ系樹状細胞の双方が末梢血において著しく減少していることを明ら

かにした．GVHD組織の免疫染色により，この減少は組織への能動的な動員によることが示された．こ

れはドナーの樹状細胞がアロ抗原を提示することにより急性 GVHDを惹起する可能性を示唆している．

一方，慢性GVHD発症時には急性GVHDでみられたような末梢血樹状細胞の減少は認めなかった．しか

しながら移植後慢性期にある患者では慢性GVHDの発症の有無に関わらず IFN-γおよびTNF-α産生性の

エフェクター T細胞の増加を認めた．これらの患者では腫瘍の再発を認めていないことより，これらの

エフェクター T細胞が graft-versus-tumor effectを担っている可能性がある．また興味深いことに慢性

GVHDの発症時には IL-4産生性のCD8+T細胞が必ず出現することが明らかとなった．すなわちこの IL-4

産生性のCD8+T細胞は慢性GVHDの発症病態に深く関わっていることが示唆される．

呼吸器部門：

肺結核は高齢者のみならず，多くの若年者にも発症者が報告されており，現在最も重要視されている

感染症のひとつである．結核菌に対する感染防御機構については，現在までに多くの研究がなされてき

ているが，当教室では抗原提示細胞として感染防御に重要である樹状細胞に焦点を当て検討を行ってい

る．私たちはこれまで，肺結核患者では末梢血のミエロイド系樹状細胞が減少し選択的に結核組織に移

行し Th1応答を誘導していることを見いだした．また私たちは，結核と同様の肉芽腫性疾患に属するサ

ルコイドーシスに注目し，その発症・疾患の進展の機序を，樹状細胞を含めた免疫応答のシステムの観

点から解析することを試みている．サルコイドーシス患者ではミエロイド系樹状細胞のみならずリンパ

系樹状細胞も末梢血において著しく減少していることを突き止めている．すなわち，同じ肉芽腫性疾患

でも結核とサルコイドーシスでは樹状細胞の動態が異なることが明らかにされた．
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免疫部門：

近年における免疫学の進展は著しく，その中でも当科が注目し研究対象としている樹状細胞は，生体

免疫応答の要に位置する極めて重要な細胞といえ，各種感染症に対する防御免疫を担う中心的な存在と

して位置づけられる一方で，炎症性アレルギー性疾患，自己免疫疾患，悪性腫瘍等の発症・進展のメカ

ニズムにおいても重要な意味をもつことが明らかにされつつある．また樹状細胞によって制御されてい

るエフェクター T細胞も Th1，Th2，regulatory Tなどの亜群により様々な疾患病態に関与すると考えら

れている．我々はヒト樹状細胞亜群ならびに制御性 T細胞を含むエフェクター T細胞亜群の解析を行っ

ており，ヒトにおける免疫制御機構のデータを蓄積している．これらの結果から我々は免疫異常を呈す

る難治性疾患の病態解明，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし日々，研究を行っている．
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鏡（DBE）を用いた内視鏡的アプローチ．JDDW

2007，神戸

41.島谷昌明，松下光伸，岡崎和一（2007）パネ

ルディスカッション7：ダブルバルーン小腸内

視鏡後の高アミラーゼ血症に関する検討．

JDDW 2007，神戸

42.梅原秀人，関　寿人，池田構造，岡崎和一

（2007）肝細胞癌に対するフッ素系樹脂コー

ティングマイクロ波電極を用いた経皮的マイ

クロ波凝固治療．第26回Microwave sergery研

究会，福岡

43.藤井壽仁，川股聖二，山縣英生，吉田勝紀，鉢

嶺大作，福島慎太郎，門田洋一，是枝ちづ，関

壽人，岡崎和一（2007）大腸ポリープと肥満，

生活習慣との関連についての検討．第 49回日

本消化器病学会，神戸

44.橋本可成，笠原　宏，上野公彦，前川洋子，鄭

充彦，広中　愛，貫名英之，北沢勇人，藤井

壽仁（2007）Zion（ALTA）注による内痔核硬

化療法の合併症回避の工夫．第 49回日本消化

器病学会大会，神戸

45.橋本可成，笠原　宏，上野公彦，前川陽子，貫

名英之，北沢勇人，藤井壽仁（2007）下痢症

にて発症し，治療に長時間を要した再発型一

過性虚血性腸炎の1例．第74回日本消化器内視

鏡学会総会，神戸

46.岡崎和一（2007）自己免疫性膵炎の最近の話

題．第89回静岡胆膵疾患研究会，静岡

47.宮﨑浩彰，清水由紀子，西本英充，前田利治，

鶴見由美子，廣田育彦，西村泰典，仲野俊成，

岡崎和一（2007）電子カルテシステムにおけ

るアレルギーチェックの改善．第8回日本クリ

ニカルパス学会学術集会，札幌

48.里井壯平，豊川秀吉，柳本泰明，道浦　拓，井

上健太郎，由井倫太郎，松井陽一，宮崎浩彰，

上山泰男（2007）膵頭十二指腸切除術パスの

バリアンス分析．第8回日本クリニカルパス学

会学術集会，札幌

49.星野勝一，田橋賢也，若松隆宏，森　茂生，竹

内幸俊，河島祥彦，岡崎和一（2007）EVL用

オーバーチューブによる食道穿孔部より動脈

性出血をきたした一例．第 14回日本門脈圧亢

進症学会総会，大分

50.藤井壽仁，松下光伸，岡崎和一（2007）当院

における大腸内視鏡検査の若年者群と高齢者

群の比較検討．第25回日本大腸検査学会，東京

51.松崎恒一（2007）B型慢性肝疾患におけるTGF-

βシグナル伝達．第2回大阪肝臓ミーティング，

大阪

52.高岡　亮，島谷昌明，岡崎和一（2007）切除

不能悪性肝門部胆管閉塞に対するメタリック

ステントを用いた内視鏡的肝両葉ドレナージ

術．第43回日本胆道学会学術集会，東京

53.島谷昌明，高岡　亮，岡崎和一（2007）ワー

クショップ1：術後再建腸管を有する総胆管結

石症例に対するダブルバルーン内視鏡の有用

性．第43回日本胆道学会学術集会，東京

54.圦　貴司，近藤八重子，頼　彦長，兼松清果，

八尾隆治，螺良愛郎（2007）ミトコンドリア

病に合併した肝機能障害の超微形態学的検

討．第48回日本組織細胞化学会・第39回日本

臨床分子形態学会・合同学術集会，山梨

55.岸本真房，島谷昌明，國澤亜以，鈴木聡史，富

野敦稔，山本　透，鈴木　亮，松下光伸，北

澤康秀，岡崎和一（2007）露出血管を伴う巨

大空腸憩室出血に対してダブルバルーン小腸

内視鏡を用いて止血術を施行した1例．第79回

日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

56.住本貴美，田橋賢也，豊永貴彦，鈴木　亮，若

松隆宏，島谷昌明，森　茂生，高岡　亮，竹

内幸俊，河島祥彦，岡崎和一，米虫　敦（2007）

腎静脈狭窄により卵巣・子宮静脈を介する門

脈―体循環シャントを認めた胃静脈瘤の 1例．

第 79回日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大

阪

57.島谷昌明，松下光伸，岡崎和一（2007）ワー

クショップ1：当科におけるダブルバルーン小

腸内視鏡の現状と内視鏡検査・処置の工夫．第

79回日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

58.鈴木　亮，島谷昌明，八尾隆治，豊永貴彦，住

本貴美，田橋賢也，松下光伸，高岡　亮，岡

崎和一（2007）小腸Crohn病疑い症例に対して

ダブルバルーン小腸内視鏡（DBE）施行し，回

腸癌と確定診断し得た一例．第 79回日本消化

器内視鏡学会近畿地方会，大阪

59.成田基良，豊永貴彦，塩見圭佑，鈴木　亮，住

本貴美，井上肇一，池田広記，中橋佳嗣，廣
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原淳子，関　寿人，岡崎和一，海堀昌樹，上

山泰男，植村芳子（2007）肝癌と鑑別が困難

であった限局性結節性過形成（FNH）の 1例．

第87回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

60.島谷昌明，高岡　亮，深田憲将，岡崎和一

（2007）シンポジウム 2：術後再建腸管を有す

る急性胆管炎症例に対してダブルバルーン内

視鏡を用いた内視鏡的アプローチの有用性．

第87回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

61.豊永貴彦，高岡　亮，深田憲将，島谷昌明，小

薮雅紀，池浦　司，楠田武生，住本貴美，鈴

木　亮，内田一茂，関　寿人，岡崎和一，柳

本泰明，里井壮平，上山泰男，坂井田紀子

（2007）膵神経内分泌腫瘍の一症例．第87回日

本消化器病学会近畿支部例会，大阪

62.鈴木　亮，高岡　亮，島谷昌明，住本貴美，豊

永貴彦，深田憲将，小薮雅紀，池浦　司，楠

田武生，内田一茂，松下光伸，関　寿人，岡

崎和一（2007）膵癌との鑑別診断に超音波内

視鏡下吸引針細胞診，ステロイドミニパルス

療法が有用であった自己免疫性膵炎の一例．

第87回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

63.関　寿人（2007）肝癌の治療．日本消化器病

学会近畿支部　第25回教育講演会，大阪

64.廣原淳子（2007）原発性胆汁性肝硬変全国調

査第 28報．厚生労働科学研究費補助金（難治

性疾患克服研究事業）難治性の肝・胆道疾患

に関する調査研究平成19年度第1回総会，東京

65.是枝ちづ（2007）クイズ症例．第158回　大阪

腹部超音波研究会，大阪

66.関　寿人（2007）肝細胞癌に対する局所治療．

第15回北大阪消化器病勉強会，守口

67.松下光伸，岡崎和一，深田憲将，内田一茂，安

藤祐吾，鉢嶺大作，川股聖二，大宮美香，藤

井壽仁（2007）リポ化ステロイドを用いたド

ラッグデリバリーシステムによる炎症性腸疾

患の治療：多施設共同による無作為化並行群

間試験案．厚生労働科学研究難治性疾患克服

研究事業「炎症性腸疾患の画期的治療法に関

する臨床研究」平成19年度第1回総会，東京

68.松下光伸，岡崎和一，深田憲将，内田一茂，安

藤祐吾，鉢嶺大作，川股聖二，大宮美香，藤

井壽仁，大植謙一，廣田育彦，田畑泰彦，仲

瀬裕志，千葉　勉（2007）ポリ乳酸マイクロ

カプセルを用いたステロイド封入カプセルに

よる難治性潰瘍性大腸炎治療の臨床試験．厚

生労働科学研究難治性疾患克服研究事業「炎

症性腸疾患の画期的治療法に関する臨床研

究」平成19年度第1回総会，東京

69.松下光伸，岡崎和一，内田一茂，三好秀明，坂

口雄沢，小藪雅紀，池浦　司，島谷昌明，福

井寿朗，高岡　亮（2007）自己免疫性膵炎の

治療におけるステロイド・ミニパルス療法の

有用性．厚生労働科学研究難治性疾患克服研

究事業「難治性膵疾患に関する調査研究班」平

成19年度第1回総会，東京

70.安藤祐吾，稲葉宗夫，坂口雄沢，松下光伸，内

田一茂，池原　進，岡崎和一（2007）皮下脂

肪組織由来幹細胞による TNBS腸炎の治癒促

進．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患

克服研究事業）炎症性腸疾患の画期的治療法

に関する臨床研究，東京

71.岡崎和一（2007）自己免疫性膵炎の最近の話

題．第23回南大阪肝胆膵研究会，大阪

72.是枝ちづ，武田聖子，関　寿人，岡﨑和一，河

相吉（2007）肝シンチグラフィによる経過観

察．第7回関西肝血流動態イメージ研究会，大

阪

73.島谷昌明，八尾隆治，小藪雅紀，深田憲将，鈴

木　亮，井上肇一，光山俊行，住本貴美，松

下光伸，高岡　亮，岡崎和一（2007）当科に

おけるダブルバルーン内視鏡を用いた内視鏡

検査・処置の工夫．SB Club 小腸研究会，大阪

74.大宮美香，鈴木　亮，住本貴美，若松隆宏，段

原直行，福井寿朗，松本隆之，松下光伸，岡

崎和一（2007）ペンタサによる肝障害をきた

し，CMVとC. difficileが病状に影響をもたらし

たと考えられるUCの一例．第14回北河内炎症

性腸疾患カンファレンス，大阪

75.岡崎和一（2007）自己免疫性膵炎の最近の話

題．第2回阪神膵炎・膵癌セミナー，西宮

76.松下光伸（2007）生活習慣と大腸癌．第 37回

日本消化器病学会近畿支部主催市民公開講

座，大阪

77.坂口雄沢，岡崎和一，池原　進（2007）骨髄

内骨髄移植法による自己免疫性膵炎及び

シェーグレン症候群の予防．第 38回日本膵臓

学会大会，福岡
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78.内田一茂，八隅秀二郎，松下光伸，高岡　亮，

岡崎和一（2007）当院における自己免疫性膵

炎の長期観察症例についての検討．第 38回日

本膵臓学会大会，福岡

79.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，山本智久，山

尾　順，荒木　浩，高井惣一郎，岡崎和一，上

山泰男（2007）自己免疫性肝炎を合併した術

前診断困難な小膵癌の1切除例．第38回日本膵

臓学会大会，福岡

80.田中正俊，斉藤明子，伊東和樹，熊田　卓，工

藤正俊，岡　博子，関　寿人，春日井博志，大

崎住夫（2007）治療前後のAFP-L3分画から検

討した肝細胞癌治療後の予後予測（前向き多

施設共同研究）．第43回日本肝癌研究会，東京

81.梅原秀人，関　寿人，池田構造，井口亮輔，岡

崎和一（2007）多方向展開型注入針を用いた

経皮的エタノール注入療法（PEIT)．第43回日

本肝癌研究会，東京

82.松崎恒一，村田美樹，関本　剛，吉田勝紀，関

寿人，岡崎和一（2007）C型慢性肝疾患におけ

るTGF-βシグナル伝達．第43回日本肝臓学会

総会，東京

83.松崎恒一，村田美樹，関本　剛，吉田勝紀，関

壽人，岡崎和一（2007）B型慢性肝疾患におけ

るTGF-βシグナル伝達．第43回日本肝臓学会

総会，東京

84.梅原秀人，関　寿人，池田耕造，井口亮輔，岡

崎和一（2007）肝細胞癌に対する経皮的マイ

クロ波凝固療法―改良型マイクロ波電極を用

いた検討．第43回日本肝臓学会総会，東京

85.門田洋一，福島愼太郎，関　寿人，岡崎和一

（2007）薬物性肝障害と薬剤性過敏症症候群に

おける薬物性肝障害スコアリングと脾腫の検

討．第43回日本肝臓学会総会，東京

86.廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一，大

西三朗（2007）原発性胆汁性肝硬変全国調査

における肝細胞癌合併例の予後規定因子に関

する検討．第43回日本肝臓学会総会，東京

87.三木博和，山道啓吾，道浦　拓，井上健太郎，

岸本真房，鈴木聡史，富野敦捻，松本隆之，森

茂生，北澤康秀，中根恭司（2007）義歯誤飲

による食道異物の一例．第 61回日本食道学会

学術集会，横浜

88.岡崎和一（2007）膵炎ガイドラインに基づく

膵炎診療の最前線．日本消化器病学会北陸支

部第17回教育講演会第104回支部例会，富山

89.是枝ちづ，武田聖子，関　寿人，岡﨑和一，河

相吉（2007）核医学的検査によるNASHの経過

観察．第15回肝病態生理研究会，東京

90.井上肇一，中橋佳嗣，松本隆之，池田広記，宮

崎浩彰，廣原淳子，関　寿人，岡崎和一，山

本奈恵，植村芳子（2007）施術4年後に肝・骨

転移を来たした悪性副腎外褐色細胞腫の 1例．

第182回日本内科学会近畿地方会，大阪

91.若松隆宏，鉢嶺大作，中橋佳嗣，關　壽人，岡

崎和一（2007）MRP2,3を分子標的とした肝細

胞癌におけるシスプラチン耐性の克服．第 43

回日本肝臓学会総会，東京

92.島谷昌明，高岡　亮，岡崎和一（2007）パネ

ルディスカッション7：術後症例に対する内視

鏡治療：術後再建腸管を有する症例に対する

ダブルバルーン内視鏡の有用性．第 73回日本

消化器内視鏡学会総会，東京

93.薦田礼司，福田奈未，渡部紀久，森内　寛，関

寿人，前田俊道，福田　裕，原田和樹（2007）

ヒト肝癌由来培養細胞HepG2における過酸化

水素で誘導されるアポトーシス現象．2007年

度農芸化学会大会，東京

94.安藤祐吾，稲葉宗夫，坂口雄沢，内田一茂，松

下光伸，池原　進，岡崎和一（2007）ラット

皮下脂肪組織由来幹細胞の粘膜下局所注入法

による腸管粘膜再生の検討．Bay Area Gut

Club，淡路島

95.武田聖子，是枝ちづ（2007）超音波診断が困

難であった肝腫瘍の一例．第156回大阪腹部超

音波研究会，大阪

96.岡崎　敬，高岡　亮，島谷昌明，小薮雅紀，深

田憲将，若松隆宏，内田一茂，関　寿人，岡

崎和一，松井陽一（2007）腫瘍との鑑別に経

口胆道鏡が有効であった総胆管結石の1例．第

78回日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

97.光山俊行，田橋賢也，島谷昌明，森　茂生，岡

崎　敬，井上肇一，谷口奈穂，藤本正博，坂

井田紀子，関　寿人，岡崎和一（2007）十二

指腸原発悪性リンパ腫の一例．第 78回日本消

化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

98.小薮雅紀，高岡　亮，島谷昌明，森　茂生，深

田憲将，井上肇一，光山俊行，内田一茂，関
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寿人，岡崎和一（2007）Choledochocele類似の

総胆管拡張症に ESTが有用であった一例．第
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4. 山本和美，福永幹彦，中井吉英（2007）Patients

with chronic pain analyzed by rorschach test.

19th World Congress on Psychosomatic

Medicine, Quebec

5. Hashizume M (2007) Physical symptoms reflect-

ing social conditions. 19th World Congress on

Psychosomatic Medicine（第19回世界心身医学

会議），Quebec

6. 六浦裕美，神原憲治，福永幹彦，北村香奈，中

井吉英（2007）Poster: Salivary cortisol morning

responses of patients with functional somatic

syndrome (FSS). 19th World Congress on

Psydhosomatic Medicine, Quebec

7. Fukao A, Fujimi Y, Okayama S, Ushiroyama T,

Nakai Y and Hanafusa T (2007) The case of

female patient with major depression and eating

disorder treated successfully by process oriented

psychology. The XV International Congress of

the International Society of Psychosomatic

Obstetrics and Gynecology, Kyoto

8. Kobayashi K, Takebayashi N, Fukunaga M and

Nakai Y (2007) Burden of childcare: Mothers

with psychosomatic disorders. The XV Interna-

tional Congress of the International Society of

Psychosomatic Obstetrics and Gynecology,

Kyoto

9. Hashizume M (2007) Psychosomatic curricula

and psychosomatic medicine in Japan. 第 58回ド

イツ心身医学会総会 , Nürnberg
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10. Harada K, Hirai K, Arai H, Tokoro A, Oka K,

Nakmaura Y and Fujita A (2007) Autonomy and

self-efficacy of physical activity in Japanese

advanced lung cancer patients in chemotherapy:

a pilot study. The 9th International Congress of

Behavioral Medicine, Bangkok

11.所　昭宏（2007）患者さんと家族の支えあい．

2007年 JPOSH　ピンクリボン　キッズ・ファ

ミリープログラム　家族で話そう　ピンクリ

ボン，名古屋

12.永岡三穂，福永幹彦，水野泰行，阿部哲也，神

原憲治，中井吉英（2007）心療内科入院患者

における強迫的性格傾向の検討．第 12回心療

内科学会総会，大阪

13.阿部哲也，福永幹彦，中井吉英（2007）機能

性胃腸症における胃運動リズム異常の検討．

第12回日本心療内科学会学術大会，大阪

14.水野泰行，小林貴美子，計屋典子，福永幹彦，

中井吉英（2007）重症度の異なる疼痛患者の

比較―重症化予測因子の検討に向けて―．第

12回日本心療内科学会学術大会，大阪

15.土井麻里，阿部哲也，神原憲治，水野泰行，永

岡三穂，伴　郁美，福永幹彦，中井吉英（2007）

瞑想による心理的効果について．第 12回日本

心療内科学会総会，大阪

16.西田愼二（2007）気の病変としての心身症の

病態・治療．日本東洋医学会和歌山県部会，和

歌山

17.所　昭宏，平井　啓，古村和恵，黒丸尊治

（2007）がん患者における補完代替療法の受療

行動に関する行動科学的研究．平成 19年度厚

生労働省がん助成金17-14「がんの代替療法の

科学的検証と臨床応用に関する研究」班　第2

回班会議，大阪

18.所　昭宏（2007）悩んでいませんか？終末期

看護．H19市立貝塚病院看護部　継続教育　緩

和ケア研修，貝塚

19.塩崎麻里子，平井　啓，所　昭宏，小山敦子，

乾　浩巳（2007）乳がん患者の心理的適応に

親しい他者のサポート態度が及ぼす影響：侵

入症状と回避的対処を媒介変数とした検討．

第 20回日本サイコオンコロジー学会総会，札

幌

20.荒井弘和，平井　啓，原田和弘，所　昭宏

（2007）化学療法中の進行肺がん患者における

身体活動と心理的適応：予備的検討．第 20回

日本サイコオンコロジー学会総会，札幌

21.平井　啓，荒井弘和，所　昭宏，澤端章好，奥

村明之進（2007）術後肺癌・悪性呼吸器患者

の身体活動と心理的適応の関係．第 20回日本

サイコオンコロジー学会総会，札幌

22.黒丸尊治（2007）緩和ケア領域において腫瘍

マーカーが低下した4症例についての検討．第

22回ホリスティック医学研究会，東京

23.西田愼二（2007）歯科・口腔疾患の東洋心身

医学的治療．第25回日本歯科東洋医学会総会，

大阪

24.荒井弘和，砂山さおり，畑　博美，井上亜由

美，上砂陽子，田中孝浩，平井　啓，所　昭

宏（2007）肺結核患者のマスク着用に対する

行動科学的アプローチ試み．第2回生活習慣病

認知行動療法研究会，東京

25.神原憲治，福永幹彦，中井吉英（2007）Func-

tional somatic syndromeにおける精神生理学的

ストレス反応の特徴と病態の考察．第 44回日

本臨床生理学会，大阪

26.所　昭宏，河原正明，多田春江，石渡量太，手

良向聡，福島雅典，久保田馨，古瀬清行（2007）

進行非小細胞肺癌に対する臨床第 3相比較試

験（JMTOLC00-03）登録患者のQOL評価研究．

第48回日本肺癌学会総会，名古屋

27.村上典子，吉永和正，長崎　靖，他（2007）JR

事故遺族ケアの経験と DMORT研究会．第 54

回日本法医学会近畿地方会，滋賀

28.黒岩仁美，熊谷加奈子，辻　美里，岡所扶実，

井関紘子，宮崎美佳，大津　幸，砂金秀美，日

保ヒサ，山中政子，青野奈々，松田能宣，所

昭宏，高田　實，新田　剛（2007）鎮痛補助

薬としての酒石さ酸イフェンプロジルの効果

及び安全性の検討．第 61回国立病院総合医学

会，名古屋

29.村上典子（2007）救急医療におけるターミナ

ルケア・グリーフケア．第9回日本救急看護学

会，大阪

30.水野泰行（2007）催眠により症状と不安のコ

ントロールを図った機能性腹部鼓脹の一例．

第9回日本臨床催眠学会，兵庫

31.高田　實，所　昭宏，山中政子，松田宣能，日
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保ヒサ，池山晴人（2007）通院中の肺がん患

者のがん性疼痛の認識に関する研究．平成 19

年度厚生労働省がん研究助成金 19-4がん患者

の支持療法・緩和療法の技術の向上及びその

評価に関する研究的場班 第2回班会議，東京

32.山本和美（2007）医療におけるヨーガの可能

性を探る．21世紀統合医療フォーラム，京都

33.多田春江，所　昭宏，石渡量太，手良向聡，福

島雅典，久保田馨，河原正明，古瀬清行（2007）

進行非小細胞肺癌に対するランダム化比較試

験での欠損パターンを考慮したQOL評価．第

45回日本がん治療学会総会，京都

34.仁木　稔，西山利正（2007）中華人民共和国

大連市における在留邦人の心身医学的状況．

第66回日本公衆衛生学会総会，松山

35.中井恭子，蔭山　充，中西美保，志馬千佳，西

田愼二（2007）“桃核承気湯”により，長年の腰

痛が劇的に軽快した 38歳女性．日本東洋医学

会関西支部例会，京都

36.中西美保，蔭山　充，中井恭子，志馬千佳，福

井弥己郎，西田愼二（2007）苓姜朮甘湯が著

効したFailed back surgery syndrome（腰椎術後

腰痛）の 1例．日本東洋医学会関西支部例会，

京都

37.有光潤介，萩原圭祐，井上隆弥，岸田友紀，西

田愼二（2007）リウマチ性多発筋痛症に対し

て漢方治療が有効であった2例．日本東洋医学

会関西支部例会，京都

38.西田愼二（2007）うつ病・うつ状態の洋漢統

合医療．日本東洋医学会奈良県部会，奈良

39.所　昭宏（2007）シンポジスト「多職種間連

携による地域緩和ケア当院における退院前調

整カンファレンスの取り組み」．第12回南大阪

緩和医療研究会，堺

40.所　昭宏（2007）呼吸器疾患に対する心療内

科的アプローチ～近畿中央胸部疾患センター

での取り組み～．第2回南大阪メンタルヘルス

フォーラム，堺

41.橋爪　誠（2007）シンポジウム「皮膚疾患患

者のこころを考える」心療内科医としてどう

対応するか．第 44回日本心身医学会近畿地方

会，大阪

42.水野泰行，福永幹彦，中井吉英（2007）パニッ

ク障害に対するストラテジー療法の検討．第

44回日本心身医学会近畿地方会，大阪

43.村上典子，石川裕美子，島津由美（2007）薬

害HIV感染被害遺族へのグリーフケア．第 44

回日本心身医学会近畿地方会，大阪

44.土井麻里，永岡三穂，水野泰行，阿部哲也，福

永幹彦，中井吉英（2007）口腔内に含水する

ことで症状が消失した呑気症の一例．第 44回

日本心身医学会近畿地方会，大阪

45.西田愼二（2007）不定愁訴に対する漢方治療．

第1回南大阪漢方研究会，堺

46.所　昭宏（2007）全人的医療とがん緩和ケア

チーム～近畿中央胸部疾患センターでの取り

組み～．第1回福岡緩和ケアチーム懇話会，福

岡

47.井上隆弥，岸田友紀，有光潤介，西田愼二

（2007）八味地黄丸が有効であった肢端紅痛症

の1例．第20回日本疼痛漢方研究会，東京

48.日保ヒサ，木村智子，糠塚里恵，上田純子，松

川有美，東野智佐江，所　昭宏，平井　啓，荒

井弘和，中宣　敬，高田　實（2007）肺がん患

者の外来化学療法移行への効果的な支援に関

する研究．第12回日本緩和医療学会総会，岡山

49.北村香奈，神原憲治，六浦裕美，福永幹彦

（2007）機能性胃腸障害の質的研究．第22回日

本保健医療行動科学会，東京

50.所　昭宏（2007）がん医療における心の痛み

～サイコオンコロジーの視点より～．第2回河

西地区　緩和ケア勉強会，和歌山労災病院

51.神原憲治，伴　郁美，福永幹彦，中井吉英

（2007）身体感覚の気づきへのプロセスとバイ

オフィードバック．第 35回日本バイオフィー

ドバック学会学術総会，広島

52.西田愼二，岸田友紀，井上隆弥（2007）大阪

大学附属病院漢方医学外来の初診患者の特

徴．第58回日本東洋医学会学術総会，広島

53.萩原圭祐，有光潤介，西田愼二（2007）慢性

の難治性下痢を伴った肺高血圧症合併の皮膚

筋炎患者にボセンタンと附子理中湯が著効し

た一例．第58回日本東洋医学会学術総会，広島

54.所　昭宏，平井　啓，古村和恵，黒丸尊治

（2007）がん患者における補完代替療法の受療

行動に関する行動科学的研究．平成 19年度厚

生労働省がん助成金17-14「がんの代替療法の

科学的検証と臨床応用に関する研究」班　第1
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回班会議，大阪

55.村上典子，中山伸一，中村雅彦，他（2007）救

急医療におけるターミナルケア・グリーフケ

アという視点の重要性～心療内科医からの報

告～．第10回日本臨床救急医学会総会，神戸

56.阿部哲也，福永幹彦，中井吉英（2007）上部

消化管ビデオ透視検査を用いた機能性胃腸症

（FD）の胃運動機能評価．第 48回日本心身医

学会総会，福岡

57.永岡三穂，福永幹彦，阿部哲也，水野泰行，中

井吉英（2007）限界設定により症状が安定化

した 3症例の検討．第 48回日本心身医学会総

会，福岡

58.橋爪　誠（2007）日本語版「コヒアレンス感

質問票」の作成（第1報）．第48回日本心身医

学会総会，福岡

59.水野泰行，福永幹彦，中井吉英（2007）改善

度予想と心身症の改善との関係―よくなると

思う方が，より良くなる―．第 48回日本心身

医学会総会，福岡

60.村上典子，小笹裕美子（2007）社会のニーズ

に応え，発信していく心療内科をめざして～

リエゾン，災害医療，グリーフケアを通じて

～．第48回日本心身医学会総会，福岡

61.伴　郁美，神原憲治，福永幹彦，中井吉英

（2007）アレキシサイミア傾向がリラックス呼

吸法による生理的・心理的指標の変化に及ぼ

す影響について．第48回日本心身医学会総会，

福岡

62.所　昭宏，小山敦子，松田能宣，小杉孝子，福

永幹彦，中井吉英（2007）パネルディスカッ

ション 2パネリスト　心身医療におけるチー

ム医療：コ・メディカルの役割「全人的医療

学コース受講の医学生からみたチーム医療へ

の期待と不安～コ・メディカルとの連携を目

指して～．第49回日本心身医学総会，福岡

63.神原憲治，福永幹彦，中井吉英（2007）心身

症患者におけるストレス反応とその多様性．

第48回日本心身医学会総会，福岡

64.高田　實，所　昭宏，山中政子，日保ヒサ，池

山晴人（2007）在宅進行肺がん患者の疼痛緩

和に関する介入研究．平成 19年度厚生労働省

がん研究助成金 19-4がん患者の支持療法・緩

和療法の技術の向上及びその評価に関する研

究的場班　第1回班会議，東京

65.山本和美（2007）ロールシャッハ・テストに

おける慢性疼痛患者の心理的特徴．包括シス

テムによる日本ロールシャッハ学会，東京

66.水野泰行（2007）よく分からない腰痛のみか

た―心身医学からみた慢性腰痛―．ストレス

関連疾患研究会，大阪

67.所　昭宏（2007）がん診療における心の痛み

～サイコオンコロジーの立場より～．堺市医

師会内科医会学術講演，堺

68.所　昭宏（2007）モーニングセミナー 1シンポ

ジスト「移植医療従事者のQOLを考える―燃

え尽きないために―Care for Caregiver～サイ

コオンコロジーの視点より～」．第29回日本造

血細胞移植学会総会，福岡

69.所　昭宏，木村　剛，中井吉英（2007）むず

むず症候群を合併した肺結核症に対して，心

身医学的診断・治療を行なった1例．第43回日

本心身医学会近畿地方会，大津

70.西田愼二，岸田友紀，井上隆弥（2007）心療

内科領域における抑肝散のさまざまな使用方

法．第43回日本東洋心身医学研究会，東京

71.水野泰行，福永幹彦，中井吉英（2007）empty

chairを用いた「第三の視点」の獲得が改善を

もたらしためまい患者の一例．日本心身医学

会地方会，滋賀

72.伴　郁美，神原憲治，福永幹彦，中井吉英

（2007）リラックス呼吸法における身体的・心

理的変化について．日本心身医学会地方会，滋

賀

73.村上典子，中山伸一，本間正人，他（2007）多

数死体発生事象に対する遺族・遺体対応派遣

チーム（DMORT）についての提言～JR福知山

線脱線事故の教訓を生かして～．第 12回日本

集団災害医学会，名古屋

74.所　昭宏（2007）がん医療における心のケア

―サイコオンコロジーの最近の動向―．第374

回近中CC，堺

75.西田愼二（2007）漢方医学の基礎知識―病院

薬剤師のかたへ―その 2．第 41 回ファーマ

シューティカル・ケア研究会，大阪

76.所　昭宏（2007）がん医療におけるBad News

の伝え方とサポート．第4回滋賀緩和・在宅医

療セミナー，滋賀医大病院（大津）
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77.土井麻里（2007）瞑想（メディテーション）の

心身へ及ぼす効果と体験実習（その 2）．日本

代替相補・伝統医療連合会議（JACT）第 8回

心身医学研究会，大阪

78. Hashizume M（2007）Sonderworkshop: Japan

und die Kampo-Medizin．第 58回ドイツ心身医

学会総会，Nürnberg

著　書

1. 中井吉英（2007）SSRI による身体症状・疾患

へのアプローチ　慢性疼痛．SSRIのすべて（小

山　司編）1, 162–167頁，先端医学社，東京

2. 黒丸尊治（2007）緩和ケアとホリスティック

医学．ホリスティック医学　50–51頁，東京堂

出版，東京

3. 中井吉英（2007）軽症うつに対する薬物療法

開始のタイミングは？　内科で診る　うつ診

療の手びき（久保木富房編）94頁，ヴァンメ

ディカル

4. 中井吉英（2007）女性患者への対応の仕方と

心得．必携　女性の医療学―外来で役立つ実

践ガイド―（本庄英雄，島田和幸編）9–16頁，

永井書店，大阪

5. 橋爪　誠（2007）致死的疾患とサルートジェ

ネシス―呼吸不全の症例を通して．心身症の

診断と治療（永田勝太郎編）364–367頁，診断

と治療社，東京

神経内科学講座

〈研究概要〉

運動ニューロンなど神経細胞変性に関する研究

2007年度は，SCA8の神経病理所見について国際シンポジウムにて講演する機会を得た．核－細胞質間

蛋白輸送システムの異常が孤発性および家族性ALS患者の脊髄前角細胞においても認められること，さ

らにこの機能異常が核膜孔複合体そのものの異常による可能性を示し，日本神経学会総会で発表した．

さらに，好塩基性封入体を伴う運動ニューロン病に出現する封入体にRNAおよびRNA関連蛋白が存在す

ることを明らかにし，この封入体の成因にstress granuleが関与していることを示して，日本神経学会総

会および日本神経病理学会総会で発表した．

筋細胞の変性・再生に関する研究

2007年度は，封入体筋炎における筋細胞の空胞形成にはDNAの二本鎖切断を伴う核の変性が関与して

いることを免疫組織化学的に証明した．結果を日本神経病理学会および日本臨床分子形態学会にて発表

した．さらに封入体筋炎におけるglycosylationに関する酵素の異常発現について日本神経学会総会にて発

表した．

〈研究業績〉

原　著

1. Ito H, Ito H, Fujita K, Kinoshita Y, Takanashi Y

and Kusaka H (2007) Phrenic nerve conduction

in the early stage of Guillain-Barre syndrome

might predict the respiratory failure. Acta Neurol

Scand 116: 255–258

2. Ito H, Ito H, Nakano S and Kusaka H (2007)

Low-dose subcutaneous injection of botulinum

toxin type A for facial synkinesis and hyperlacri-

mation. Acta Neurol Scand 115: 271–274

3. Kanazawa S, Kinoshita Y, Sougawa M, Yamaguchi

K and Nomura S (2007) High-grade stenosis of

the trachea caused by a Kommerell’s diverticu-

lum in a right-sided aortic arch. Intern Med 46:

919–920

4. Yuri T, Miki K, Tsukamoto R, Shinde A, Kusaka

H and Tsubura A (2007) Autopsy case of

desminopathy involving skeletal and cardiac

muscle. Pathol Int 57: 32–36
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5. 戸田弘紀，西田南海子，石川正恒，斎木英資，

松本禎之，伊東秀文（2007）マルチトラック

微小電極を用いた視床下核刺激療法の最適化

と刺激合併症予防．機能脳神外　46: 34–36

総　説

1. Hirano A and Wate R (2007) Diagnostic clues and

more from photographs. Neuropathology 27: 1–9

2. 伊東秀文，和手麗香，日下博文（2007）臨床

医のための神経病理　SCA8．Clin Neurosci

25: 970–971

症例報告

1. 井上　学，小島康祐，里井　斉，牧野ふみ，神

田益太郎，柴崎　浩，新出明代（2007）胸腺

腫に重症筋無力症 ,多発筋炎，甲状腺炎と好酸

球増多症を合併した1例．臨神経　47: 423–428

学会発表

1. Ito H (2007) Neuropathology of SCA8. 第 3回東

京医科歯科大学21世紀COEプログラム国際シ

ンポジウム , Tokyo

2. 中村聖香，新出明代，和手麗香，中野　智，伊

東秀文，日下博文（2007）クリーゼ後副腎皮

質ホルモンとcyclosporine Aの併用が治療に有

効であった高齢者重症筋無力症の1例．日本神

経学会第87回近畿地方会，大阪

3. 新出明代，國枝武伸，木下芳美，和手麗香，中

野　智，日下博文，伊東秀文，山田正仁，北

本哲之（2007）本邦初の変異型Creutzfeldt-Jakob

病（vCJD）の一例．第35回臨床神経病理懇話

会，香川

4. 中野　智，西井　誠，藤田賢吾，新出明代，伊

東秀文，日下博文（2007）封入体筋炎におけ

るヒストンの異常．第 39回日本臨床分子形態

学会，甲府

5. 藤田賢吾，伊東秀文，中野　智，木下芳美，和

手麗香，新出明代，日下博文（2007）好塩基

性封入体を伴う成人発症の運動ニューロン病

における RNA 関連蛋白の免疫組織化学的検

討．ブレインメディカルサイエンス系・高次

機能制御系大学院研究中間発表会，大阪

6. 木下芳美，伊東秀文，藤田賢吾，和手麗香，新

出明代，中野　智，日下博文（2007）筋萎縮

性側索硬化症における核膜孔複合体構成蛋白

Nup62の免疫組織化学的検討．ブレインメディ

カルサイエンス系・高次機能制御系大学院研

究中間発表会，大阪

7. 新出明代，中野　智，林　知子，木下芳美，藤

田賢吾，中村正孝，西井　誠，和手麗香，伊

東秀文，日下博文（2007）当院における重症

筋無力症の治療成績．第 25回日本神経治療学

会総会，仙台

8. 中野　智，新出明代，日下博文（2007）Nemaline

小体と核のapoptotic changeを伴い，myofibrillar

myopathy様の免疫組織化学反応を示したミオ

パチー．第 48回日本神経病理学会総会学術研

究会，東京

9. 西井　誠，新出明代，和手麗香，中野　智，伊

東秀文，日下博文（2007）増悪寛解を繰り返

したステロイド反応性脳炎の一症例．日本神

経学会第86回近畿地方会，大阪

10.中野　智，新出明代，藤田賢吾，伊東秀文，日

下博文（2007）封入体筋炎と DMRVにおける

O-GlcNAc転移酵素の異常発現．第48回日本神

経学会総会，名古屋

11.藤田賢吾，伊東秀文，中野　智，木下芳美，和

手麗香，新出明代，日下博文（2007）成人期

発症の好塩基性封入体を伴う運動ニューロン

病におけるRNA関連蛋白の免疫組織化学的検

討．第48回日本神経学会総会，名古屋

12.木下芳美，伊東秀文，藤田賢吾，和手麗香，新

出明代，中野　智，日下博文（2007）筋萎縮

性側索硬化症における核膜孔複合体構成蛋白

Nup62の免疫組織化学的検討．第 48回日本神

経学会総会，名古屋

13.中野　智，藤田賢吾，新出明代，伊東秀文，日

下博文（2007）炎症性ミオパチーにおける

DNA2本鎖切断の証明：γ-H2AXの免疫組織化

学による検討．第 48回日本神経病理学会総会

学術研究会，東京

14.藤田賢吾，伊東秀文，中野　智，木下芳美，和

手麗香，新出明代，日下博文（2007）好塩基

性封入体を伴う成人発症の運動ニューロン病

における RNA関連蛋白の免疫組織化学的検

討．第48回日本神経病理学会総会学術研究会，

東京

15.木下芳美，伊東秀文，藤田賢吾，和手麗香，新
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出明代，中野　智，日下博文（2007）成人発

症核内封入体病の1剖検例．第48回日本神経病

理学会総会学術研究会，東京

16.大西静生，高畠　望，今井輝国，田辺英紀，松

木　充，伊東秀文，日下博文（2007）脳梁膨

大部に可逆性病変を認めた急性辺縁系脳炎の

成人例．第30回日本脳神経CI学会総会，大阪

著　書

1. 日下博文（2007）D．変性疾患　6）ジストニ

ア，振戦　2．本態性振戦に有効であるとのエ

ビデンスのある薬剤は何か．EBM神経疾患の

治療　2007–2008（岡本幸市，棚橋紀夫，水澤

英洋編）261–269頁，中外医学社，東京

精神神経科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Yoshida T, Ha-Kawa S, Yoshimura M, Nobuhara

K, Kinoshita T, Sawada S (2007) Effectiveness

of treatment with donepezil hydrochloride and

changes in regional cerebral blood flow in

patients with Alzheimer’s disease. Ann Nucl

Med 21(5): 257–265

2. Okugawa G, Tamagaki C, Agartz I (2007) Frontal

and temporal volume size of grey and white

matter in patients with schizophrenia: an MRI

parcellation study. Eur Arch Psychiatry Clin

Neurosci 257(5): 304–307

3. Serretti A, Kato M, De Ronchi D, Kinoshita T

(2007) Meta-analysis of serotonin transporter

gene promoter polymorphism (5-HTTLPR)

association with selective serotonin reuptake

inhibitor efficacy in depressed patients. Mol

Psychiatry 12(3): 247–257

4. Okugawa G, Nobuhara K, Takase K, Kinoshita

T (2007) Cerebellar posterior superior vermis

and cognitive cluster scores in drug-naive

patients with first-episode schizophrenia. Neuro-

psychobiology 56(4): 216–219

5. Kato M, Wakeno M, Okugawa G, Fukuda T,

Azuma J, Kinoshita T, Serretti A (2007) No asso-

ciation of TPH1 218A/C polymorphism with

treatment response and intolerance to SSRIs in

Japanese patients with majpr depression. Neuro-

psychobiology 56(4): 167–171

6. Okugawa G, Nobuhara K, Takase K, Saito Y,

Yoshimura M, Kinoshita T (2007) Olanzapine

increases grey and white matter volumes in the

caudate nucleus of patients with schizophrenia.

Neuropsychobiology 55(1): 43–46

7. Wakeno M, Okugawa G, Takekita Y, Kato M,

Fukuda T, Yamashita M, Hosoi Y, Azuma J,

Kinoshita T (2007) Delirium associated with

paroxetine in an elderly depressive patient: a

case report. Pharmacopsychiatry 40(5): 199–200

8. Varnäs K, Okugawa G, Hammarberg A, Nesvåg

R, Rimol LM, Franck J, Agartz I (2007) Cerebel-

lar volumes in men with schizophrenia and alco-

hol dependence. Psychiatry Clin Neurosci 61(3):

326–329

9. Yoshimura M, Koenig T, Irisawa S, Isotani T,

Yamada K, Kikuchi M, Okugawa G, Yagyu T,

Kinoshita T, Strik W, Dierks T (2007) A phar-

maco-EEG study on antipsychotic drugs in

healthy volunteers. Psychopharmacology 191(4):

995–1004

10. Suzuki T, Tamura N (2007) System for judge-

ment of depressive tendency from speech analy-

sis.Electronics and Communications in Japan,

Part II 90(10): 103–114

11.高田あや，谷万喜子，井上博紀，吉野真紀，鈴

木俊明，若山育郎，吉田宗平，柳生隆視，木

下利彦（2007）鍼治療が頸部ジストニア患者

の心理的問題に与える影響．関西理学　7: 91–

96

12.藤沢大介，橋本直樹，小泉弥生，大塚耕太郎，

奥川　学，館農　勝，五十君啓泰，上野雄文，

菊地俊暁，佐藤創一郎，佐藤玲子，高橋克昌，

高橋英彦，中川敦夫，藤内栄太，森　貴俊，諸

隈一平，吉田公輔，早稲田芳史（2007）精神

科受診経路に関する多施設研究　パイロット
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スタディ．精神医　49(1): 7–15

13.穴井己理子，三宅由子，皆川邦直，林もも子，

堀内麻美，山口　登（2007）FIS日本語版（Fear

of Intimacy Scale-J）の信頼性，妥当性．精神科

治療　22(5): 809–817

14.上野千穂，織田裕行，井上雅晴，有木永子，枷

場美穂，木下利彦（2007）性嗜好異常を伴う

高機能広汎性発達障害　性犯罪と行動化抑止

について．精神誌　109(7): 637–653

15.笛木孝明，奥川　学，織田裕行，分野正貴，上

野千穂，森田紗千，木下利彦（2007）バルプ

ロ酸が誘因となり軽度意識障害を呈したてん

かん患者の1症例．大阪てんかん研会誌　17(1):

1–3

16.峯岸由紀子，磯谷俊明，吉村匡史，山田圭造，

西田圭一郎，森田紗千，齊藤幸子，入澤　聡，

木下利彦，木原　裕（2007）郭林新気功が空

間的脳電位活動にもたらす影響．催眠と科

22(1): 41–45

17.三宅眞理，田近亜蘭，保津真一郎，西山利正

（2007）アクチグラフから評価した介護施設入

居者と独居高齢者の睡眠・覚醒リズム．日本

健康医学会雑誌　16(3): 60–61

総　説・著書

1. 杉本達哉，織田裕行，吉田常孝（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　自殺企図の場合

（1）．EMERGENCY CARE　20: 199–203

2. 杉本達哉，織田裕行，吉田常孝（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　自殺企図の場合

（2）．EMERGENCY CARE　20: 236–239

3. 鈴木裕子，安斉順子，鈴木朋子，恩田　彰，藤

波尚美，小泉晋一，荒川　歩（2007）日本に

おける臨床心理学の導入と受容過程 2―臨床

人間学の構築―．ヒューマンサービスリサー

チ　3: 35–67

4. 延原健二（2007）認知症のケア　アルツハイ

マー型認知症の鑑別診断．外来精神医療

6(2): 86–89

5. 木下利彦（2007）最近のうつ病の捉え方．外

来精神医療　6(2): 7–9

6. 齊藤幸子，延原健二，奥川　学，高瀬勝教，上

野千穂，木下利彦（2007）【強迫の診立てと治

療】強迫性障害における脳画像研究．精神科

治療　22(5): 517–521

7. 奥川　学，加藤正樹，分野正貴，嶽北佳輝，高

瀬勝教，吉村匡史，木下利彦（2007）【オーダー

メイド医療の時代は来るか　臨床薬理遺伝学

の現状と課題】臨床薬理遺伝学からみた抗う

つ薬の治療効果予測．臨精薬理　10(8): 1439–

1446

8. 吉田常孝，織田裕行，杉本達哉（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　認知症の場合．

EMERGENCY CARE　20(9): 939–944

9. 杉本達哉，織田裕行，吉田常孝（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　不眠の場合．

EMERGENCY CARE　20(8): 837–840

10.織田裕行，吉田常孝，杉本達哉（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　精神症状を伴う

患者さんの転科・転院の場合．EMERGENCY

CARE　20(12): 1231–1235

11.吉田常孝，織田裕行，杉本達哉（2007）Q&A

で学ぶ 救急現場の精神症状 11…「暴れる人」

の場合．EMERGENCY CARE　20(11): 1159–

1163

12.杉本達哉，織田裕行，吉田常孝（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　抑うつの場合．

EMERGENCY CARE　20(10): 1034–1037

13.織田裕行，杉本達哉，吉田常孝（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　せん妄の場合．

EMERGENCY CARE　20(1): 73–77

14.加藤正樹，奥川　学，分野正貴，嶽北佳輝，木

下利彦（2007）セロトニン受容体およびセロ

トニントランスポーター遺伝子多型が抗うつ

薬の臨床効果に与える影響．臨精薬理　10:

831–842

15.上野千穂（2007）【精神医学入門】Q&A集　精

神医学入門 息子が小児科に入退院を繰り返し

ています．いつも付き添うなど，できる限り

のことをしているつもりなのですが，甘やか

しすぎているような気もします．子どもの心

の発達に影響が生じないか心配です．どのよ

うなことに気をつけたらよいでしょうか？

こころのりんしょうa・la・carte　26(2): 186

16.織田裕行，吉田常孝，杉本達哉（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　“こんめい”の場

合．EMERGENCY CARE　20(7): 725–728

17.吉田常孝，織田裕行，杉本達哉（2007）Q&A
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で学ぶ　救急現場の精神症状　心的トラウマ

の場合（喪失体験・悲嘆反応など）．EMER-

GENCY CARE　20(6): 626–630

18.織田裕行，吉田常孝，杉本達哉（2007）Q&A

で学ぶ救急現場の精神症状　アルコール乱用

（物質乱用）に関連した精神症状の場合．

EMERGENCY CARE　20(5): 501–504

19.吉田常孝，織田裕行，杉本達哉（2007）Q&Aで

学ぶ救急現場の精神症状　不安症状（過換気発

作やパニック症状など）の場合．EMERGENCY

CARE　20(4): 407–411

20.木下利彦（2007）斎藤正己先生．最新精神医

学　12(2): 204–205

21.奥川　学 (2007) 統合失調症の診断学的研究と

治療学的研究．分子精神医学　7(2): 152–153

22.鈴木朋子 (2007)【精神療法と心理療法】Q＆A

集　精神療法と心理療法　米国では精神分析

が有名人のステイタスのように流行しました

が，なぜ，日本ではそうならなかったのでしょ

うか？ こころのりんしょうa・la・carte　26(3):

365

23.鈴木朋子 (2007)【精神療法と心理療法】Q＆A

集　精神療法と心理療法　精神療法の起源は

何ですか？ こころのりんしょう a・la・carte

26(3): 345

24.鈴木朋子 (2007)【精神療法と心理療法】Q＆A

集　精神療法と心理療法　精神療法も心理療

法も英語ではどちらもサイコセラピーとなり

ますが，その違いは何ですか？ こころのりん

しょうa・la・carte　26(3): 343

症例報告

1. Tamagaki C, Murata A, Ohara T, Sakata T,

Takase K, Okugawa G, Nobuhara K, Kinoshita T
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20回日本総合病院精神医学会，札幌

67．山田妃沙子，織田裕行，堀内麻美，片上哲也，

山田圭造，守田稔，吉野真紀，中平暁子，鈴
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68．山田妃沙子，杉本達也，織田裕行，吉田常孝，

中谷壽男，木下利彦（2007）地域における自

殺の現状と課題．第 32回日本自殺予防学会，

岩手

69．山田妃沙子，織田裕行，堀内麻美，片上哲也，

守田稔，吉野真紀，中平暁子，鈴木朋子，鈴

木美佐，木下利彦（2007）性同一性障害医療

チームに求められる精神保健福祉士の役割．

第104回日本精神神経学会学術総会，東京

70.山田妃沙子， 鈴木美佐，織田裕行，鈴木朋子，

木下利彦（2007）チーム医療における精神保

健福祉士の役割～性同一性障害の治療を通し

て～．第 44回日本精神保健福祉士協会全国大

会 第7回精神保健福祉会，神奈川

71.上野千穂（2007）神経症的発症．平成 19年度

「こころの健康づくり対策」研修会，東京

72.三井　浩（2007）思春期症例（参加者からの

事例）．平成 19年度「こころの健康づくり対

策」研修会，東京

73.吉村匡史，齊藤幸子，木下利彦（2007）強迫

性障害（OCD）のmorphometry．第 37回日本

臨床神経生理学学術大会，宇都宮

74.片上哲也（2007）双極性障害の病相予防のた

めの心理教育的な介入－双極性概念の拡大，

soft bipolalityに関連して－．第17回日本ブリー

フサイコセラピー学会，長野

75.織田裕行（2007）困った依頼．第5回KMUリ

エゾン研究会．大阪

小児科学講座

〈研究概要〉

小児科は総合診療科としての特性を活かし，小児の様々な疾患の診断，治療に関する研究を分野別に

研究班を組織して行っている．以下に2007年の主な成果を研究班別に述べる．

1）腎臓病研究班：前年からの継続研究として特発性ネフローゼ症候群における一酸化窒素の病因的役割

に関する検討やラットの腸管潅流実験による経口補水療法の生理学的根拠の検証を行った．さらに

Henoch-Schönlein紫斑病に合併する腎炎（紫斑病性腎炎）に対するシクロスポリンの有効性に関する検

討を行った．

2）免疫・アレルギー研究班：食物アレルギーの小児を対象に，経口減感作療法に関する臨床研究を行い

その有用性を報告した．

3）内分泌・代謝研究班：アンギオテンシン IIの免疫系に及ぼす影響を好中球の活性酸素産生能の点から

あきらかにした．

4）精神・神経疾患研究班：消化器疾患における心身医学的アプローチや向精神薬処方の実態調査を行っ

た．また発達障害児への地域社会全体での対応方法の確立に関する実践的試みを行い，発達障害児の肥
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満は学校教職員への啓発活動で大きな成果が上がることを報告した．さらにNICUに入院予定の胎児を持

つ母親への出生前訪問が出産後の母親の情緒面に大きな影響を及ぼすことを明らかにした．

5）循環器研究班：川崎病冠動脈病変形成における一酸化窒素の関与を検討し，患児白血球の一酸化窒素

産生能から冠動脈病変合併が予測できる可能性を示した．

6）新生児研究班：新生児仮死で出生した児の神経学的予後を新生児期早期の脳血流変動で予測できるこ

とをレーザードップラー血流計を用いて報告した．また羊水吸引症候群に起因する重症の新生児呼吸障

害に対して好中球エラスターゼ阻害剤が有効であることを明らかにした．

7）血液腫瘍研究班：チロシンキナーゼ阻害薬による白血病の分子標的療法に関する研究や白血病患児の

各種治療のさいの酸化的ストレスに関する臨床研究を行った．

8）その他：本邦で最短の在胎期間（在胎 22週 2日，出生体重 340 g）で後遺症なく救命しえた超低出生

体重児の管理例を報告したほか，腹痛を主訴とした 4例の救急疾患の診断にMRI膵胆管造影が有用であ

ることを報告した．また小児の上顎洞炎の簡便な診断法として「上顎洞エコー診断法」についても報告

した．

〈研究業績〉
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実態調査―第1報―．第176回大阪小児科学会，

大阪

14.藤井喜充，森　喜造，木全貴久，森　伸生，寺

口正之，村上貴孝，圀府寺美，木野　稔，中

野博光（2007）小児ピロリ菌感染症の臨床像

について―急性胃粘膜病変との関連―．第176

回大阪小児科学会，大阪

15.高田晃平，中野崇秀，野田幸弘，河崎裕英，金

子一成，浜田吉則（2007）小児機能性副腎皮

質腫瘍の一例．第 23回日本小児がん学会学術

集会，仙台

16.平林雅人，中野崇秀，野田幸弘，徳原克治，高

田晃平，浜田吉則，金子一成（2007）卵巣原

発性索間質性腫瘍（若年型顆粒膜細胞腫，Sertoli

Leydig tumor）の2例．第23回日本小児がん学

会学術集会，仙台

17.岡本真道，小島崇嗣，谷内昇一郎，金子一成，

木村彰宏，青木孝夫（2007）乳児期の卵アレ

ルギー検査としてのHRTの有用性．第44回日

本小児アレルギー学会，名古屋

18.谷内昇一郎，岡本真道，小島崇嗣，須藤京子，

金子一成（2007）食物経口負荷試験における

誘発症状とその対応について．第 44回日本小

児アレルギー学会，名古屋

19.平林雅人，小島崇嗣，笹井みさ，谷内昇一郎，

金子一成（2007）難治性食物アレルギーに対

して微量経口減感作療法を行った一例．第 44



第 1号　2008年 71

回日本小児アレルギー学会，名古屋

20.金子一成（2007）小児の医原性低Na血症と維

持輸液療法．近畿大学附属病院研修医勉強会，

大阪

21.久松洋司，石原美由希，伊藤亜希子，都築朋

子，笠松　敦，依岡寛和，岡田英孝，椹木

晋，神崎秀陽，中島純一，稲垣隆介（2007）妊

娠 28週で出生前診断し得た開放性二分脊椎

（脊椎裂）の1症例．第117回近畿産科婦人科学

会学術集会，大阪

22.谷内昇一郎（2007）小麦アレルギー患者にお

ける低アレルゲン化小麦による減感作療法

（20例のまとめ）．第15回大阪食物アレルギー

懇話会，大阪

23.高屋淳二，山戸史子，金子一成（2007）マグ

ネシウムおよびカルシウムがマウス好中球の

活性酸素／一酸化窒素に及ぼす影響．第 27回

日本マグネシウム学会総会，東京

24.川崎康寛，東野博彦，卯西　元，小國龍也，蔭

山尚正（2007）小児在宅医療に関する小児科

医の意識と現況．第 31回大阪府医師会医学会

総会，大阪

25.村上貴孝，船戸正久，鍋谷まこと，齋藤利雄，

三宅　理，高瀬俊夫，東川幸嗣，宮本勝彦，金

太　章，永井利三郎，田中順子，若宮英司，片

桐修一，三宅忠夫，藤田敬之助，杉本　壽

（2007）発達障害児のための支援ネットワーク

形成に関するアンケート～診療所に対するア

ンケート調査結果．第 31回大阪府医師会医学

会総会，大阪

26.村上洋介，松下　享，寺口正之，萱谷　太，篠

原　徹，横山達郎，井出幸彦，越後茂之，小

川　實，加納治男，北田實男，武内克郎，西

崎　宏，湯浅　實，森口久子（2007）学校府

下の学校における自動体外式除細動器（AED）

の普及状況―アンケート調査報告―．第 31回

大阪府医師会医学会総会，大阪

27.今井雄一郎，野田幸弘，磯崎夕佳，蓮井正史，

金子一成（2007）シクロスポリンAを投与した

紫斑病性腎炎の1例．第36回近畿小児腎臓病学

会，大阪

28.谷内昇一郎，蓮井正史，金子一成（2007）プ

レドニンの少量投与が有効であったPFAPAの

1例．第39回日本小児感染症学会，横浜

29.今井雄一郎，野田幸弘，磯崎夕佳，蓮井正史，

金子一成（2007）腸重積を合併し，緊急開腹

術を施行した Henoch-Schönlein紫斑病の 1症

例．第3回OK小児救急症例検討会，大阪

30.村上貴孝（2007）インフルエンザに伴うけい

れん症例の検討．第 41回日本てんかん学会，

福岡

31.金子一成（2007）小児の低ナトリウム血症と

新しい維持輸液．第 41回日本小児内分泌学会

学術集会，横浜

32.今井雄一郎，野田幸弘，磯崎夕佳，蓮井正史，

金子一成（2007）腸重積をきたした Henoch-

Schönlein紫斑病の1症例．第4回京阪こどもカ

ンファレンス，大阪

33.下智比古，蓮井正史，大倉ひろ枝，森　喜造，

高橋伯夫，金子一成（2007）AST結合免疫グ

ロブリンの10歳女児例．第54回日本臨床検査

医学会学術集会（第 54回日本臨床検査医学会

学術集会・第 47回日本臨床化学会年次学術集

会連合大会），大阪

34.岡本真道，谷内昇一郎，小島崇嗣，須藤京子，

金子一成（2007）卵アレルギー患者における

新しい経口減感作療法の試み．第 57回日本ア

レルギー学会学術大会，横浜

35.石崎優子（2007）地域で支える子どもと家族

―抱え込みVS責任放棄―．第98回日本小児精

神神経学会，栃木

36.金子一成（2007）小児の慢性腎疾患と成長障

害．ノボ，ノボディスクファーマ社内勉強会，

東京

37.高屋淳二（2007）こどもの肥満：生活習慣病

の予防は幼児期から．守口あそぼう広場講演

会，大阪

38.辻美代子，舟木克枝，藤原　亨，田中幸代，金

子一成（2007）向精神薬の大量誤飲をくり返

した1男児例．第25回日本小児心身医学会，大

阪

39.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2007）小児

肝門部肝外胆管一過性拡張の検討．第 34回日

本小児栄養消化器肝臓学会，仙台

40.辻美代子，舟木克枝，藤原　亨，田中幸代，金

子一成（2007）大量の薬物誤飲をくり返した1

男児例．第36回大阪市東部小児談話会，大阪

41.金子一成（2007）小児慢性腎炎の早期発見と



72 関西医大誌　第 60巻

早期治療の意義．第 37回日本腎臓学会西部学

術大会，福井

42.村上貴孝（2007）発達障害を伴ったてんかん

症例の検討．第 42回日本小児神経学会近畿地

方会，大阪

43.原田佳明（2007）勤務医の労働環境と医療安

全．第45回日本病院管理学会学術総会，横浜

44.辻美代子，舟木克枝，藤原　亨，川崎勝彦，久

木野豊，中野景司，中野幸子（2007）予約制

による小児科外来診療について―現状と今後

の展望―．第60回済生会学会，埼玉

45.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2007）嚢胞

性胸腺奇形腫の1例．日本超音波医学会第34回

関西地方会学術集会，大阪

46.池本裕実子，大川　薫（2007）当科で経験し

た症例の紹介：「外来・入院の症例の紹介」「救

急外来初診患者の死亡例」．平成19年度日本医

師会生涯教育講座，大阪

47.村上貴孝（2007）重症心身障害児のケアにお

ける問題点．医療的ケア委員会校内研修会（西

淀川養護学校），大阪

48.金子一成（2007）経口補水療法の最近の考え

方．岡山市小児専門医会，岡山

49.金子一成（2007）経口補水療法の実際．西大

阪小児疾患研究会，大阪

50.今井雄一郎，居原田安奈，河崎裕英，磯崎夕

佳，蓮井正史，金子一成（2007）ANCA関連顕

微鏡的多発動脈周囲炎の1幼児例．第175回大

阪小児科学会，大阪

51.石崎優子，深井善光，永井　章，宮島　祐

（2007）日本小児心身医学会薬事委員会の15歳

未満の小児への向精神薬の適正使用への取り

組み．第 25回日本小児心身医学会学術集会，

札幌

52.植田美穂，車谷一樹，小林陽之助，松本圭子，

大方美香（2007）大阪総合保育大学学生・保

護者に対する麻疹等の感染症および予防接種

に関する意識調査．第 46回大阪小児保健研究

会，大阪

53.川崎康寛，東野博彦，卯西　元，小國龍也，蔭

山尚正（2007）大阪小児科医会会員の在宅医

療に関する意識および現況調査．第 46回大阪

小児保健研究会，大阪

54.荒木　敦（2007）非ヘルペス性辺縁系脳炎後

の側頭葉てんかんの1症例．第52回大阪小児て

んかん研究会，大阪

55.金子一成（2007）小児科における尿検査の重

要性．尿検査フォーラム2007，大阪

56.寺口正之（2007）「症例から見た心疾患の学校

管理」―先天性心疾患―．平成19年度 学校保

健・循環器講習会，大阪

57.金子一成（2007）小児の夜尿症の診かた・考

え方．和歌山小児科医学会学術講演会，和歌山

58.村上貴孝（2007）発達障害児に対する支援．夏

期教員研修会（大阪市立城東小学校），大阪

59.村上貴孝（2007）小児神経疾患の特徴と発症

メカニズム．大阪肢体不自由自立活動研究会

第32回夏期講習会，大阪

60.居原田安奈，高屋淳二，中村真紀子，原田佳

明，高田晃平，浜田吉則，金子一成（2007）腸

間膜裂孔ヘルニアによる絞扼性イレウスの 2

症例．第18回寝屋川小児懇話会，大阪

61.村上貴孝（2007）乳幼児の発達について．大

阪市児童福祉施設連盟乳幼児分科会研修会，

大阪

62.金子一成（2007）乳幼児にやさしい腎機能検

査 :シスタチンCによる糸球体濾過率予測と試

験紙による一日尿蛋白量予測．第 16回日本小

児泌尿器学会総会，神戸

63.金子一成（2007）小児の輸液療法における最

近の話題．第 21回九州小児ネフロロジー研究

会，福岡

64.寺口正之（2007）川崎病の γ- グロブリン不応

例に対するステロイドパルス療法の効果．第

32回KMU小児臨床研究会，大阪

65.荒木　敦，服部祐子，金子一成（2007）ガバ

ペンチンが奏効した症候性West症候群の 1症

例．第36回大阪てんかん研究会，大阪

66.藤井喜充（2007）小児習慣性便秘の治療方針

及び器質的消化器疾患について．第 43回守口

門真外来小児科勉強会，大阪

67.大橋　敦，竹安晶子，黒柳裕一，峰　研治，辻

章志，北村直行，木下　洋，金子一成（2007）

LDFを用いた脳血流測定による神経学的予後

の予測．第 43回日本周産期・新生児医学会学

術集会，東京

68.依岡寛和，笠松　敦，奥野茜子，米田祥子，村

田紘未，山口昌美，椹木　晋，神崎秀陽，大
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橋　敦，金子一成，川滝元良（2007）STICを

用いて出生前診断を行った left pulmonary arte-

rial slingの1症例．第43回日本周産期・新生児

学会学術集会，東京

69.笠松　敦，依岡寛和，椹木　晋，神崎秀陽，大

橋　敦，竹安晶子（2007）臍帯静脈途絶をき

たした1症例．第43回日本周産期・新生児学会

学術集会，東京

70.原田佳明，川﨑美榮子，鶴田一郎，四方伸明，

麻田真知子，別所　陽，垰田和史（2007）勤

務医の労働環境実態と意識に関する調査．第

48回日本社会医学会総会，名古屋

71.村上貴孝（2007）二次救急病院におけるけい

れん性疾患の実態．第49回日本小児神経学会，

大阪

72.村上貴孝（2007）小児科領域におけるclobazam

の臨床．第49回日本小児神経学会，大阪

73.村上貴孝（2007）こどもの健康保持について．

特別支援教育実践講座（大阪市教育委員会主

催），大阪

74.金子一成（2007）増加する小児肥満―小児期

のメタボリックシンドローム―．ノボノル

ディスクファーマ主催特別講演会，大阪

75.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2007）患者

の予定に合わせた急性虫垂炎の治療計画の試

み．第174回大阪小児科学会，大阪

76.谷内昇一郎，田辺創一，小島崇嗣，箕浦貴則，

須藤京子，木村彰宏，黒坂文武，笹井みさ，西

野昌光，伊藤典之，金子一成（2007）小麦ア

レルギー患者における低アレルゲン化小麦に

よる減感作療法：ω-5グリアジニンRAST値で

の評価．第 19回日本アレルギー学会春季臨床

大会，横浜

77.箕浦貴則，谷内昇一郎，金子一成（2007）当

院における食負荷試験の検討（HRTと特異的

IgEc値との関連）．第19回日本アレルギー学会

春季臨床大会，横浜

78.藤井喜充（2007）小児腹部超音波ハンズオン

セミナー．第21回日本小児救急医学会，鹿児島

79.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2007）クルー

プ症候群における小児喉頭超音波の試み．第

21回日本小児救急医学会，鹿児島

80.金子一成（2007）経口補水療法の実際．第 21

回日本小児救急医学学会，鹿児島

81.金子一成（2007）Henoch-Schönlein紫斑病の病

因と臨床像．第37回京都腎臓免疫研究会，京都

82.磯崎夕佳，今井雄一郎，蓮井正史，金子一成，

角坂芳彦，高橋伯夫（2007）小児における血

清シスタチンC測定の有用性．第 42回小児腎

臓病学会，横浜

83.石森真吾，舟木克枝，藤原　亨，辻美代子，磯

崎夕佳，蓮井正史，金子一成（2007）3歳児検

尿で発見された無症候性溶血性尿毒症症候群

の1女児例．第42回小児腎臓病学会，横浜

84.今井雄一郎，高屋淳二，蓮井正史，金子一成

（2007）各種経口補水液の水分・ナトリウムの

吸収率に関する検討．第 42回日本小児腎臓病

学術集会，横浜

85.磯崎夕佳，今井雄一郎，蓮井正史，金子一成

（2007）小児の腎泌尿器疾患における64列マル

チスライスCTの有用性．第43回小児放射線学

会，東京

86.金子一成（2007）カリキュラム構成と評価．平

成19年度　新任教員ワークショップ，大阪

87.池本裕実子，小野　厚，岡本一章，西村美紀，

伊藤太一，大川　薫，松本文博，桑田博文，青

松幸雄（2007）最近，当科で経験した興味あ

る症例の紹介．松原市医師会学術講演会・第

41回症例検討会，大阪

88.谷内昇一郎，金子一成（2007）卵白アレルギー

患者における減感作療法のこころみ．第 14回

大阪食物アレルギー懇話会，大阪

89.吉村　健，谷内昇一郎，寺口正之，金子一成

（2007）川崎病血管炎における一酸化窒素

（NO）および活性酸素種（ROS）の関与に関す

る検討．第110回日本小児科学会学術集会，京

都

90.金子一成（2007）小児画像診断の最前線．第

110回日本小児科学会学術集会，京都

91.今井雄一郎，高屋淳二，金子一成（2007）ラッ

ト腸管を用いた各種経口補水液の吸収率に関

する検討．第 110回日本小児科学会学術集会，

京都

92.石崎優子，服部祐子，藤井由里，中村美奈子，

大川　薫，長尾靖子，箕浦貴則，谷内昇一郎，

金子一成，木野　稔（2007）関西医大小児科

における小児心身医学研修システム．第110回

日本小児科学会学術集会，京都
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93.谷内昇一郎，蓮井正史，今井雄一郎，金子一

成（2007）診断時に抗 IgM抗体のみが陽性で

あった自己免疫性好中球減少症の3例．第110

回日本小児科学会学術集会，京都

94.高屋淳二，山戸史子，東野博彦，金子一成

（2007）臍帯血の細胞内マグネシウムおよびア

ディポサイトカインと出生体格との関係．第

110回日本小児科学術集会，京都

95.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2007）クルー

プ症候群における小児喉頭超音波の試み．第

12回近畿外来小児科学研究会，大阪

96.村上貴孝（2007）インフルエンザに伴うけい

れん症例の検討．第 51回大阪小児てんかん研

究会，大阪

97.金子一成（2007）Henoch-Schönlein紫斑病の病

因と臨床像．第8回近畿小児リウマチ・膠原病

研究会，大阪

98.辻美代子（2007）教室で気づく心の問題～小

児科医としての経験から～．大阪市養護教員

会第59回定期研修会，大阪

99.金子一成（2007）小児の維持輸液療法再考．第

110日本小児科学会栃木県地方会，栃木

100.藤井喜充，木野　稔，中野博光（2007）日常

診療におけるピロリ菌検索の意義．第 11回日

本小児H.pylori研究会，東京

101.寺口正之，荻野廣太郎，吉村　健，野田幸弘，

谷内昇一郎，木野　稔，岡崎仁志，金子一成

（2007）免疫グロブリン不応の川崎病における

ステロイドパルス療法の意義．第 20回近畿小

児科学会，和歌山

102.谷内昇一郎，小島崇嗣，箕浦貴則，須藤京子，

笹井みさ，金子一成，田辺創一，木村彰宏，黒

坂文武，西野昌光，伊藤典之，浅野由美（2007）

小麦アレルギー患者における低アレルゲン化

小麦による減感作療法．第 20回近畿小児科学

会，和歌山

103.藤井喜充（2007）小児における超音波検査の

症例．第20回小児科勉強会PSG，大阪

104.高田晃平，中野崇秀，徳原克治，野田幸弘，

河崎裕英，金子一成，浜田吉則（2007）新生

児期に破裂し腹膜播種，残肝再発した肝芽腫

の1例．第29回近畿小児がん研究会，大阪

105.舟木克枝，藤原　亨，辻美代子（2007）視力

低下を主訴としたバセドウ病の8歳女児例．第

35回大阪市東部小児談話会，大阪
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69回日本臨床外科学会総会，横浜

55.海堀昌樹，斉藤隆道，松井康輔，石崎守彦，内

田洋一朗，松井陽一，上山泰男（2007）当科

における肝細胞癌肝切除症例における輸血療

法の検討．第69回日本臨床外科学会総会，横浜

56.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2007）進行・再発大腸癌に対する初

回化学療法としてのmFOLFOX6療法―毒性軽

減のための工夫―．第 69回日本臨床外科学会

総会，横浜

57.吉田秀行，山本大悟，兼松清果，奥川帆麻，川

西　洋，小路徹二，田中完児（2007）乳癌術

後補助療法で Paclitaxelにより誘発された間質

性肺炎の1例．第69回日本臨床外科学会総会，

横浜

58.肱川　健，荒木　浩，豊島　茂，里井壯平，豊

川秀吉，柳本泰明，上山泰男（2007）十二指

腸悪性ラブドイド腫瘍の1例．第69回日本臨床

外科学会総会，横浜

59.荒木吉朗，桜本和人，由井倫太郎，道浦　拓，

井上健太郎，山道啓吾，中根恭司，上山泰男

（2007）十二指腸癌との鑑別が問題となった胆

嚢十二指腸瘻嵌頓胆石の1例．第69回日本臨床

外科学会総会，横浜

60.桜本和人，岩本慈能，由井倫太郎，三木博和，

荒木吉朗，吉岡和彦，中根恭司（2007）妊婦

を契機に発見された腹膜偽粘液腫の一例．第

69回日本臨床外科学会総会，横浜

61.寺川直良，羽原弘造，北川克彦，菅野兼史，末

廣泰男，山中英治（2007）特発性小腸穿孔の1

例．第69回日本臨床外科学会総会，横浜

62.中井宏治，川口雄才，大石賢玄，大久保遊平，

岡崎　智，尾崎　岳，横井川規巨，吉田　良，

北出浩章，奥野雅史，今村　敦，權　雅憲，高

田秀穂（2007）術後 10年目に腹膜再発を認め

たStage IV膵癌の1例．第69回日本臨床外科学

会総会，横浜

63.道浦　拓，中根恭司，由井倫太郎，桜本和人，

中井宏治，井上健太郎，山道啓吾，上山泰男

（2007）噴門側胃切除術の機能評価．第69回日

本臨床外科学会総会，横浜

64.畑　嘉高，吉岡和彦，岩本慈能，中根恭司，増

田芳夫（2007）痔瘻に対するタイトシートン

法とルーズシートン法の比較検討．第 69回日

本臨床外科学会総会，横浜

65.豊川秀吉，里井壯平，柳本泰明，山本智久，山

尾　順，金　成泰，廣岡　智，松井陽一，上

山泰男（2007）膵頭十二指腸切除術のパス運

用とその臨床的影響．第 69回日本臨床外科学

会総会，横浜

66.北出浩章，尾崎　岳，横井川規巨，奥野雅史，

大久保遊平，中井宏治，吉田　良，今村　敦，

川口雄才，權　雅憲，高田秀穂，圦　貴司

（2007）FDG-PETで高集積を示した後腹膜パ

ラガングリオーマの1例．第69回日本臨床外科

学会総会，横浜

67.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，廣岡　智，山

本智久，山尾　順，金　成泰，松井陽一，上

山泰男（2007）膵頭十二指腸切除術後合併症

低減のための取り組み．第 69回日本臨床外科

学会総会，横浜

68.廣岡　智，里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，山

本智久，山尾　順，金　成泰，松井陽一，上

山泰男（2007）膵頭十二指腸切除術における

自己血輸血の導入による影響．第 69回日本臨

床外科学会総会，横浜

69.權　雅憲，北出浩章，今村　敦，横井川規巨

（2007）アシアロシンチを用いた肝切除後の機

能的肝再生評価の意義．第 69回日本臨床外科

学会総会，横浜

70.權　雅憲，北出浩章，今村　敦，横井川規巨

（2007）胆嚢癌を否定できない症例に対する腹

腔鏡下手術の意義．第 69回日本臨床外科学会

総会，横浜

71.柳本泰明，内藤雅康，里井壯平，豊川秀吉，峯

孝志，山本智久，寺川直良，山田　亮，岡

正朗，上山泰男，伊東恭悟（2007）膵癌治療

における新しい取り組み～個別化診断に応じ
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たテーラーメイド型免疫化学療法の開発～．

第20回日本バイオセラピィ学会学術集会，札幌

72.佐藤正人（2007）先天性肥厚性幽門狭窄症―

その術式と変遷．第 20回北野小児科学術講演

会，大阪

73.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，中

根恭司（2007）進行・再発大腸癌に対する初

回化学療法としてのmFOLFOX6療法．第45回

日本癌治療学会総会，京都

74.岩本慈能，吉岡和彦，中根恭司，海堀昌樹，斉

藤隆道，上山泰男（2007）術前化学療法を行

い肝切除した大腸癌肝転移症例の検討．第 45

回日本癌治療学会総会，京都

75.柳本泰明，荒木　浩，里井壯平，末平智子，大

島真弓，大平真須美，山本美香，豊川秀吉，山

本智久，上山泰男（2007）切除不能膵癌にお

ける塩酸ゲムシタビン /S-1併用療法の試み．第

45回日本癌治療学会総会，京都

76.柳本泰明，里井壯平，荒木　浩，末平智子，大

島真弓，大平真須美，山本美香，豊川秀吉，山

本智久，上山泰男（2007）膵・胆道系悪性疾

患における外来化学療法の有用性．第 45回日

本癌治療学会総会，京都

77.柳本泰明，里井壯平，内藤雅康，峯　孝志，豊

川秀吉，山本智久，小松誠和，山田　亮，岡

正朗，上山泰男（2007）膵癌に対する化学療

法を併用した腫瘍抗原ペプチド個別化免疫療

法（第 1/2相臨床試験）．第 45回日本癌治療学

会総会，京都

78.里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，荒木　浩，金

成泰，山尾　順，山本智久，松井陽一，高井

惣一郎，上山泰男（2007）当科における膵癌

の集学的治療．第 45回日本癌治療学会総会，

京都

79.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，寺

川直良，高橋完治，山尾　順，上山泰男（2007）

膵癌患者における末梢血中制御性T細胞（CD4

＋CD25＋Tcell）の測定意義．第 45回日本消

化器病学会大会，神戸

80.柳本泰明，里井壯平，峯　孝志，豊川秀吉，高

橋完治，山本智久，寺川直良，山田　亮，岡

正朗，上山泰男，伊藤恭悟（2007）膵癌治療

における新しい取り組み～個別化診断に応じ

たテーラーメイド型免疫化学療法の開発～．

第45回日本消化器病学会大会，神戸

81.里井壯平，豊川秀吉，柳本泰明，岩城隆二，松

井陽一，金　成泰，山尾　順，山本智久，上

山泰男（2007）十二指腸乳頭部癌切除例にお

ける補助療法対照例の予測．第 45回日本消化

器病学会大会，神戸

82.上田創平（2007）発展途上国および災害被災

地に対する医療援助活動における脳神経外科

治療の実態と問題．第 66回日本脳神経外科学

会総会，東京

83.岩井愛子，道浦　拓，由井倫太郎，荒木吉朗，

桜本和人，井上健太郎，里井壯平，山道啓吾，

中根恭司，上山泰男（2007）胃癌患者に対す

る全ての胃切除法に適応したクリニカルパス

の作成とその評価．第8回日本クリニカルパス

学会学術集会，札幌

84.道浦　拓，由井倫太郎，桜本和人，荒木吉朗，

井上健太郎，里井壯平，山道啓吾，中根恭司，

上山泰男（2007）当院における胃切除術クリ

ニカルパスのバリアンス分析．第8回日本クリ

ニカルパス学会学術集会，札幌

85.里井壯平，豊川秀吉，柳本泰明，道浦　拓，井

上健太郎，由井倫太郎，松井陽一，宮崎浩彰，

上山泰男（2007）膵頭十二指腸切除術パスの

バリアンス分析．第8回日本クリニカルパス学

会学術集会，札幌

86.吉田秀行，山本大悟，兼松清果，川西　洋，小

路徹二，山本智寿子，田中完児（2007）化学

療法の乳管内投与．第12回乳管内視鏡研究会，

大阪

87.吉岡和彦（2007）便失禁に対する外科的治療

―有茎薄筋移植を中心に―．第 23 回北陸ス

トーマ研究会，福井

88.高田晃平，徳原克治，由井倫太郎，大石賢玄，

上田創平，浜田吉則（2007）当科における総

胆管拡張症出生前診断例の検討．第 30回日本

膵・胆管合流異常研究会，鹿児島

89.圦　貴司，近藤八重子，頼　彦長，兼松清果，

八尾隆治，螺良愛郎（2007）ミトコンドリア

病に合併した肝機能障害の超微形態学的検

討．第48回日本組織細胞化学会・第39回日本

臨床分子形態学会合同学術集会，山梨

90.曽和三恵子，今村　敦，大石賢玄，岡崎　智，

宮宗武史，尾崎　岳，横井川規巨，中井宏治，
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今田世紀，吉田　良，北出浩章，川口雄才，權

雅憲，高田秀穂（2007）広範な狭窄により手

術を必要とした腹部大動脈瘤術後虚血性腸炎

の1例．第559回大阪外科集談会，大阪

91.成田基良，豊永貴彦，塩見圭佑，鈴木　亮，住

本貴美，井上肇一，池田広記，中橋佳嗣，廣

原淳子，関　寿人，岡崎和一，海堀昌樹，上

山泰男，植村芳子（2007）肝癌と鑑別が困難

であった限局性結節性過形成（FNH）の 1例．

第87回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

92.豊永貴彦，高岡　亮，深田憲将，島谷昌明，小

薮雅紀，池浦　司，楠田武生，住本貴美，鈴

木　亮，内田一茂，関　寿人，岡崎和一，柳

本泰明，里井壮平，上山泰男，坂井田紀子

（2007）膵神経内分泌腫瘍の一症例．第87回日

本消化器病学会近畿支部例会，大阪

93.佐藤正人（2007）胃ろうと気管切開の管理な

どについて．大阪市立養護教育諸学校医療的

ケア連絡協議会研修会，大阪

94.園田真理，佐藤正人（2007）Human tailの1例．

第43回日本小児外科学会近畿地方会，大阪

95.高田晃平，徳原克治，岡本奈津子，江本まゆ

み，大町太一，浜田吉則（2007）卵巣原発Sertoli-

Leydig cell tumorの1例．第43回日本小児外科

学会近畿地方会，大阪

96.高田晃平，徳原克治，岡本奈津子，江本まゆ

み，大町太一，浜田吉則（2007）胎生期腸重

積によって発症した先天性回腸狭窄症の一

例．第43回日本小児外科学会近畿地方会，大阪

97.松井康輔，川口雄才，尾崎　岳，松井陽一，海

堀昌樹，西澤幹雄，奥村忠芳，上山泰男（2007）

AHCC の肝細胞誘導型一酸化窒素合成酵素

（iNOS）制御―iNOS遺伝子のアンチセンス転

写物を介した誘導阻害―．第 15回AHCC研究

会，札幌

98.西澤幹雄，松井康輔，木村富紀，尾崎　岳，上

山泰男，奥村忠芳（2007）肝細胞におけるア

ンチセンス転写物を介した inducible nitric

oxide synthase（iNOS）遺伝子の発現調節機構．

第15回AHCC研究会，札幌

99.佐藤正人，園田真理（2007）横隔膜挙上症に

対する胸腔鏡手術．第 37回京大小児科関連懇

話会，大阪

100.岡崎　智，池原　進，上山泰男，比舎弘子，

溝上友美，王　暁麗，宋昌よう，李　　清，加

藤順子（2007）骨髄内骨髄移植（IBM-BMT）

と放射線分割照射併用によるアロ肝臓生着の

促進．第 62回日本消化器外科学会定期学術集

会，東京

101.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，

桜本和人，中根恭司（2007）大腸癌に対する

腹腔鏡下手術―当院症例の問題点―．第 62回

日本消化器外科学会定期学術集会，東京

102.吉田　良，高田秀穂，岩本慈能，吉岡和彦

（2007）人工肛門閉鎖術に伴う，SSIを中心と

した合併症に関する検討．第 62回日本消化器

外科学会定期学術集会，東京

103.向出裕美，足立　靖，重松明男，桐山直子，

上山泰男，池原　進（2007）ヒト大腸癌細胞

における FKBP51の発現．第 62回日本消化器

外科学会定期学術集会，東京

104.桜本和人，岩本慈能，向出裕美，岡崎　智，

吉岡和彦，中根恭司（2007）当院における回

腸人工肛門閉鎖術の検討．第 62回日本消化器

外科学会定期学術集会，東京

105.山道啓吾，道浦　拓，浅井　晃，桜本和人，

金    成泰，中井宏治，井上健太郎，中根恭司

（2007）高齢者食道癌に対する治療法の検討．

第 62回日本消化器外科学会定期学術集会，東

京

106.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，

山尾　順，高橋完治，寺川直良，上山泰男

（2007）膵癌患者における免疫学的予後評価．

第 62回日本消化器外科学会定期学術集会，東

京

107.中井宏治，川口雄才，北出浩章，山道啓吾，

高田秀穂，中根恭司，上山泰男（2007）同時

性4重複癌の1例．第62回日本消化器外科学会

定期学術集会，東京

108.道浦　拓，中根恭司，桜本和人，中井宏治，

井上健太郎，山道啓吾，上山泰男（2007）幽

門保存胃切除術（PPG）後の長期経過例の評

価．第62回日本消化器外科学会定期学術集会，

東京

109.柳本泰明，里井壯平，峯　孝志，豊川秀吉，

山本智久，山田　亮，岡　正朗，伊東恭悟，上

山泰男（2007）進行膵癌におけるテーラーメ

イド癌ペプチドワクチン /塩酸ゲムシタビン併
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用臨床題1/2相試験．第62回日本消化器外科学

会定期学術集会，東京

110.由井倫太郎，東山　洋，岩城隆二，平田昌敬

（2007）肝芽腫術後門脈閉塞による挙上空腸静

脈瘤破裂の1例．第62回日本消化器外科学会定

期学術集会，東京

111.里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，山本智久，

松井陽一，上山泰男（2007）膵癌術前進展度

診断：MD-CTでできること，できないこと．

第 62回日本消化器外科学会定期学術集会，東

京

112.權　雅憲，今村　敦，吉田和正，奥野雅史，

北出浩章（2007）腹腔鏡下胆嚢摘出術におけ

る術中迅速診断の意義と予後の検討．第 62回

日本消化器外科学会定期学術集会，東京

113.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，

中根恭司（2007）進行下部直腸癌に対する 5'-

DFURと術前放射線化学寮法．第 67回大腸癌

研究会，神戸

114.田中宏典，徳原克治，尾崎　岳，松井康輔，

石崎守彦，内田洋一朗，海堀昌樹，上山泰男，

西澤幹雄，奥村忠芳（2007）肝細胞のI型イン

ターロイキン -1レセプターの増幅シグナルと

iNOS mRNAの安定化．第 14回肝細胞研究会，

鹿児島

115.内田洋一朗，海堀昌樹，肱川　健，石崎守彦，

田中宏典，徳原克治，尾崎　岳，松井康輔，奥

村忠芳，上山泰男（2007）障害肝における好

中球エラスターゼ阻害剤の保護効果．第 14回

肝細胞研究会，鹿児島

116.尾崎　岳，川口雄才，松井康輔，徳原克治，

田中宏典，上山泰男，西澤幹雄，奥村忠芳

（2007）紫イペの肝 iNOS誘導に対する抑制効

果とそのメカニズム．第 14回肝細胞研究会，

鹿児島

117.山本大悟，兼松清果，川西　洋，小路徹二，

山本智寿子，田中完児（2007）Capecitabine投

与患者における Hand-foot syndrome予防とし

てビタミン E（ユベラ）の有効性．第 15回日

本乳癌学会学術総会，横浜

118.豊川秀吉，里井壯平，柳本泰明，松井陽一，

山尾　順，山本智久，金　成泰，上山泰男

（2007）術前診断に難渋した膵仮性のう胞の胸

腔内穿破の1例．第19回日本肝胆膵外科学会学

術集会，横浜

119.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，山本智久，

山尾　順，荒木　浩，高井惣一郎，上山泰男

（2007）ジェムザール投与中に間質性肺炎を合

併した切除不能膵癌の1例．第19回日本肝胆膵

外科学会学術集会，横浜

120.里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，山本智久，

荒木　浩，松井陽一，山尾　順，北出浩章，上

山泰男（2007）膵癌治療戦略におけるMD-CT

の役割．第19回日本肝胆膵外科学会学術集会，

横浜

121.山尾　順，里井壯平，山本智久，金　成泰，

柳本泰明，豊川秀吉，權　雅憲，上山泰男

（2007）膵癌モデルラットにおける正常膵組織

と膵癌組織の繊維化の比較．第 38回日本膵臓

学会大会，福岡

122.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，

山尾　順，高橋完治，寺川直良，上山泰男

（2007）膵癌患者における免疫学的予後評価．

第38回日本膵臓学会大会，福岡

123.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，山本智久，

山尾　順，荒木　浩，高井惣一郎，岡崎和一，

上山泰男（2007）自己免疫性肝炎を合併した

術前診断困難な小膵癌の1切除例．第38回日本

膵臓学会大会，福岡

124.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，山本智久，

山尾　順，荒木　浩，高井惣一郎，上山泰男

（2007）膵癌の予後規定因子としての免疫機能

評価と免疫化学療法への取り組み．第 38回日

本膵臓学会大会，福岡

125.里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，山本智久，

松井陽一，北出浩章，上山泰男（2007）MD-

CT撮像条件の違いによる膵癌治療内容．第38

回日本膵臓学会大会，福岡

126.中万里子，大枝由紀，高橋幸子，吉田　良，

高田秀穂，宮崎啓子（2007）高齢者の装具選

択～退院後の経過を振り返って～．第 49回関

西STOMA研究会，大阪

127.桜本和人，山道啓吾，道浦　拓，三木博和，

神原達也，井上健太郎，浅井　晃，中根恭司

（2007）皮膚筋炎症状が軽快，増悪を繰り返し

た食道三重複癌の一例．第 61回日本食道学会

学術集会，横浜

128.三木博和，山道啓吾，道浦　拓，井上健太郎，
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岸本真房，鈴木聡史，富野敦捻，松本隆之，森

茂生，北澤康秀，中根恭司（2007）義歯誤飲

による食道異物の一例．第 61回日本食道学会

学術集会，横浜

129.山道啓吾，道浦　拓，浅井　晃，桜本和人，

小松優治，金　成泰，中井宏治，井上健太郎，

中根恭司（2007）高齢者食道癌の検討．第 61

回日本食道学会学術集会，横浜

130.山道啓吾，道浦　拓，浅井　晃，桜本和人，

小松優治，金　成泰，中井宏治，井上健太郎，

中根恭司（2007）再発・進行食道癌に対する

Nedaplatin/Vindecin併用療法の有用性．第61回

日本食道学会学術集会，横浜

131.中井宏治，山道啓吾，道浦　拓，桜本和人，

神原達也，井上健太郎，中根恭司（2007）食

道癌術後異時性多発残食道癌に対する根治的

CTR後に再発を認めた 1例．第 61回日本食道

学会学術集会，横浜

132.道浦　拓，山道啓吾，桜本和人，小松優治，

金　成泰，中井宏治，井上健太郎，浅井　晃，

中根恭司（2007）PD術後食道表在癌の1例．第

61回日本食道学会学術集会，東京

133.道浦　拓，山道啓吾，桜本和人，小松優治，

金　成泰，中井宏治，井上健太郎，浅井　晃，

中根恭司（2007）進行食道癌に対する術前化

学放射線療法の功罪．第 61回日本食道学会学

術集会，横浜

134.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，山尾　順，高井惣一郎，

上山泰男（2007）膵癌患者末梢血における

CD4+CD25+制御性T細胞（Treq）の検討．第

28回癌免疫外科研究会，東京

135.今村　敦，大久保遊平，田中宏典，尾崎　岳，

奥野雅史，高田秀穂，上山泰男（2007）腹部

大動脈瘤術後リンパ漏の治療．第 35回日本血

管外科学会総会，名古屋

136.山道啓吾（2007）LADG 導入プロセスの問題

点と適応拡大．第3回近畿腹腔鏡下胃切除セミ

ナー，大阪

137.高田晃平，徳原克治，浜田吉則（2007）重度

心身障害児に発症した大腸軸捻転症．第 44回

日本小児外科学会学術集会，東京

138.佐藤正人，高田晃平，棚野晃秀，徳原克治，

浜田吉則（2007）腹腔鏡下幽門筋切開術は

advanced laparoscopic surgery への橋渡しとな

りうるか―learning curveの検討から．第44回

日本小児外科学会学術集会，東京

139.佐藤正人，小切匡史，棚野晃秀，高田晃平

（2007）腹腔鏡下脾臓摘出術後のsplenosis．第

44回日本小児外科学会学術集会，東京

140.上山庸佑，中井宏治，秦　亮嘉，大久保遊平，

尾崎　岳，内田洋一朗，横井川規巨，辻　勝

成，吉田　良，北出浩章，奥野雅史，今村

敦，川口雄才，權　雅憲，高田秀穂（2007）術

後10年目に腹膜再発を認めたStage IV膵癌の1

例．第557回大阪外科集談会，大阪

141.坪田　優，由井倫太郎，道浦　拓，荒木吉朗，

桜本和人，井上健太郎，山道啓吾，中根恭司，

上山泰男（2007）G-CSF産生食道癌の1例．第

557回大阪外科集談会，大阪

142.山岡　学，大西修司，大谷哲司，市邉明美，

森眞一郎，阿部　操，細川美香，福原資郎，海

堀昌樹（2007）HLA抗体保有患者の生体肝移

植症例．第55回日本輸血・細胞治療学会総会，

名古屋

143.海堀昌樹，内田洋一朗，石崎守彦，斉藤隆道，

松井康輔，松井陽一，上山泰男（2007）肝細

胞癌切除後の再発形式よりみた術前予測とそ

の対策．第 107回日本外科学会定期学術集会，

大阪

144.向出裕美，足立　靖，鈴木康弘，南野桂三，

岩崎真佳，中野景司，小池保志，桐山直子，重

松明男，上山泰男，池原　進（2007）悪性腫

瘍に対する新しい免疫療法―骨盤内骨髄移植

（IBM-BMT）とdonor lymphocyte infusion（DLI）

とドナー骨髄由来樹状細胞を用いて―．第107

回日本外科学会定期学術集会，大阪

145.今村　敦，廣岡　智，小池保志，辻　勝成，田

中宏典，尾崎　岳，奥野雅史，大久保遊平，權

雅憲，高田秀穂，上山泰男（2007）腸骨動脈

CTOに対する血管内治療の遠隔成績ならびに

長期開存因子の検討．第107回日本外科学会定

期学術集会，大阪

146.三宅　岳，保坂直樹，岡崎　智，上山泰男，

池原　進（2007）胸腺移植を併用した骨髄内

骨髄移植GVHR予防とGVT増強効果．第107回

日本外科学会定期学術集会，大阪

147.山道啓吾，馬殿徹也，金　成泰，道浦　拓，
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中井宏治，井上健太郎，浅井　晃，中根恭司

（2007）食道癌における末梢血微小転移の検出

と臨床応用．第107回日本外科学会定期学術集

会，大阪

148.山尾　順，里井壯平，豊川秀吉，柳本泰明，

金　成泰，山本智久，松井陽一，寺川直良，高

井惣一郎，上山泰男（2007）膵頭十二指腸切

除術クリニカルパスの導入とその効果．第107

回日本外科学会定期学術集会，大阪

149.山本智久，柳本泰明，高井惣一郎，里井壯平，

豊川秀吉，山尾　順，高橋完治，寺川直良，上

山泰男（2007）膵癌患者末梢血における制御

性T細胞（Treg）の検討．第107回日本外科学

会定期学術集会，大阪

150.石崎守彦，海堀昌樹，内田洋一朗，肱川　健，

尾崎　岳，田中宏典，權　雅憲，奥村忠芳，上

山泰男（2007）肝虚血再灌流モデルにおける

Na/H 交換輸送体阻害剤の生体保護効果の検

討．第107回日本外科学会定期学術集会，大阪

151.道浦　拓，山道啓吾，小松優治，桜本和人，

金　成泰，中井宏治，井上健太郎，中根恭司，

上山泰男（2007）Linear staplerを用いた食道

胃管吻合．第 107回日本外科学会定期学術集

会，大阪

152.徳原克治，浜田吉則，尾崎　岳，松井康輔，

田中宏典，海堀昌樹，西澤幹雄，奥村忠芳，上

山泰男（2007）Rebamipideによる肝細胞の一

酸化窒素産生の増強効果．第107回日本外科学

会定期学術集会，大阪

153.内田洋一朗，海堀昌樹，石崎守彦，肱川　健，

尾崎　岳，田中宏典，松井康輔，徳原克治，權

雅憲，奥村忠芳，上山泰男（2007）ラット劇

症肝不全モデルにおける Na+/H+ exchanger

inhibitor（FR183998）の生体保護効果の検討．

第107回日本外科学会定期学術集会，大阪

154.里井壯平，高井惣一郎，谷川　昇，柳本泰明，

豊川秀吉，米虫　敦，松井陽一，山尾　順，山

本智久，上山泰男（2007）膵癌症例における

MDCTによる進展度評価と短期予後．第107回

日本外科学会定期学術集会，大阪

155.權　雅憲，邱　澤雨（2007）創傷治癒過程に

おけるフィブロネクチンの臨床応用につい

て．第107回日本外科学会定期学術集会，大阪

156.柳本泰明（2007）膵癌免疫機能評価と免疫化

学療法への取り組み．第123回関西医科大学学

内学術集談会，大阪

157.高田晃平，中野崇秀，徳原克治，野田幸弘，

河崎裕英，金子一成，浜田吉則（2007）新生

児期に破裂し腹膜播種，残肝再発した肝芽腫

の1例．第29回近畿小児がん研究会，大阪

158.荒木吉朗，岡村成雄（2007）絞扼性イレウス

をきたした鼠径ヘルニア偽還納の1例．第43回

腹部救急医学会総会，東京

159.秦　亮嘉，大久保遊平，兼松清果，小池保志，

辻　勝成，中井宏治，吉田　良，北出浩章，奥

野雅史，今村　敦，川口雄才，權　雅憲，高

田秀穂（2007）治療に難渋した食道癌患者の

一例．第556回大阪外科集談会，大阪

160.高田晃平，徳原克治，浜田吉則，荒木　敦

（2007）重度心身障害を伴った臍帯ヘルニアの

再開腹術の適応．第57回小児外科わからん会，

神戸

161.中根恭司，道浦　拓，三宅　岳，小松優治，

中井宏治，佐藤睦哉，井上健太郎，山道啓吾

（2007）噴門側切除後の再建法―幽門形成は必

要か？―．第58回日本消化器外科学会，東京

162.岡崎　敬，高岡　亮，島谷昌明，小薮雅紀，

深田憲将，若松隆宏，内田一茂，関　寿人，岡

崎和一，松井陽一（2007）腫瘍との鑑別に経

口胆道鏡が有効であった総胆管結石の1例．第

78回日本消化器内視鏡学会近畿地方会，大阪

163.道浦　拓，中根恭司，神原達也，中井宏治，

井上健太郎，山道啓吾，上山泰男（2007）Gas-

trointestinal quality of life indexを用いたPPGの

評価．第79回日本胃癌学会，名古屋

164.井上健太郎，道浦　拓，桜本和人，三木博和，

神原達也，山道啓吾，中根恭司（2007）全て

の胃切除法に適応可能なクリニカルパスの作

成と評価．第79回日本胃癌学会総会，名古屋

165.中根恭司，道浦　拓，三木博和，桜本和人，

神原達也，中井宏治，井上健太郎，山道啓吾

（2007）早期胃癌に対する幽門機能温存手術後

の評価．第79回日本胃癌学会総会，名古屋

166.道浦　拓，桜本和人，神原達也，中井宏治，

井上健太郎，山道啓吾，中根恭司（2007）Gas-

trointestinal quality of life indexを用いたPPGの

評価．第79回日本胃癌学会総会，名古屋

167.三宅　岳，保坂直樹，龍　尭志， 西田晃久，崔
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文旻，稲葉宗夫，上山泰男，池原　進（2007）

胸腺移植を併用したアロ骨髄移植（骨髄内骨

髄移植法）によるGVT及びGVHR効果の検討

（II）：DLIとの比較．第96回日本病理学会，大阪

168.桐山直子，足立　靖，向出裕美，重松明男，

池原　進（2007）（NZWxBXSB）F1マウス（W/

BF1）は LPSに感受性である．第 96回日本病

理学会総会，大阪

169.向出裕美，足立　靖，重松明男，桐山直子，

上山泰男，池原　進（2007）ヒト大腸癌細胞

における FKBP51の発現．第 96回日本病理学

会総会，大阪

170.重松明男，足立　靖，竹谷　茂，桐山直子，

向出裕美，池原　進（2007）ヒト正常細胞に

おけるサイトグロビンの発現の検討．第 96回

日本病理学会総会，大阪

171.柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，高橋完治，

寺川直良，山本智久，上山泰男（2007）膵癌

の免疫機能評価と免疫化学療法への取り組

み．第10回京都免疫ワークショップ学術集会，

大阪

172.三木博和，道浦　拓，桜本和人，井上健太郎，

山道啓吾，中根恭司（2007）PD術後食道表在

癌に対しsalvage局所切除が有効であった1例．

第54回阪神食道疾患検討会，大阪

173.井上肇一，高岡　亮，住本貴美，光山俊行，

深田憲将，若松隆宏，森　茂生，大宮美香，中

橋佳嗣，関　寿人，岡崎和一，井上健太郎，上

山泰男（2007）悪性腹膜中皮腫の1症例．第86

回日本消化器病学会近畿支部例会，京都

174.深田憲将，高岡　亮，岡崎　敬，小薮雅紀，

島谷昌明，内田一茂，内山正三，関　寿人，岡

崎和一，豊川秀吉，里井壮平，上山泰男（2007）

健診で発見された solid pseudopapillary tumor

の若年男性の1例．第86回日本消化器病学会近

畿支部例会，京都

175.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，山尾　順，上山泰男

（2007）膵癌患者末梢血における制御性T細胞

（Treg）の検討．第19回日本肝胆膵外科学会学

術集会，横浜

176.海堀昌樹，松井康輔，石崎守彦，斎藤隆道，

松井陽一，上山泰男（2007）肝細胞癌切除後

の再発形式よりみた術前予測とその対策．第

66回日本癌学会学術総会，横浜

177.岩本慈能，吉岡和彦，向出裕美，岡崎　智，

中根恭司（2007）進行・再発大腸癌に対する

初回化学療法としてのmFOLFOX6療法―毒性

軽減のための工夫―．第 69回日本臨床外科学

会総会，横浜

178.松井陽一，上山泰男（2007）機能性食品Active

hexose correlated compound（AHCC）の肝細胞

癌術後補助療法としての効果，及び健常人に

対する免疫学的効果．第 10回日本補完代替医

療学会学術集会，福岡

179.小原ゆみ子，西窪　進，長谷川慎，長山しの

ぶ，佐藤睦哉（2007）単包アルコール綿花導

入の意義　―小規模病院のケース―．第 22回

日本環境感染学会，横浜

180.山中英治（2007）PBL チュートリアルによる

臨床栄養教育．第22回日本静脈経腸栄養学会，

愛媛

181.山中英治，寺川直良，羽原弘造，北川克彦

（2007）胃切除術クリニカルパスでの標準化．

第69回日本臨床外科学会総会，横浜

182.三宅　岳，稲葉宗夫，保坂直樹，上山泰男，

池原　進（2007）骨髄内ドナーリンパ球輸注

による移植片対宿主病抑制効果：bone marrow

stromal cellsの関与．免疫学会総会，東京

183.里井壯平，柳本泰明，豊川秀吉，山本智久，

荒木　浩，松井陽一，山尾　順，北出浩章，上

山泰男（2007）膵癌治療戦略におけるMD-CT

の役割．第19回日本肝胆膵外科学会学術集会，

横浜

184.山本智久，柳本泰明，里井壯平，豊川秀吉，

高橋完治，寺川直良，山尾　順，上山泰男

（2007）膵癌患者末梢血における制御性T細胞

（Treg）の検討．第19回日本肝胆膵外科学会学

術集会，横浜

185.坪田　優，海堀昌樹，斎藤隆道，岩本慈能，

吉岡和彦，上山泰男（2007）エホバの証人患

者における転移性肝癌切除の1例．第19回日本

肝胆膵外科学会学術集会，横浜

186.海堀昌樹，斎藤隆道，松井陽一，上山泰男

（2007）広範な肝右葉被膜下出血を呈した急性

胆嚢炎の一例．第 19回日本肝胆膵外科学会学

術集会，横浜

187.棚野晃秀，堀沢　稔（2007）異なる治療方法
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にて軽快した小児十二指腸潰瘍の2例．第41日

本小児外科学会東海地方会，名古屋

188.武田聖子，是枝ちづ，横江有佳，梅原秀人，

池田耕造，関　寿人，岡　和一，河相吉，池

田茂樹，北出浩章，權　雅憲，四方伸明（2007）

肝腫瘍との鑑別が困難であった肝異物肉芽腫

の一切除例．第37回日本肝臓学会西部会，長崎

189.山中英治（2007）DPCとクリニカルパス．第

9回日本医療マネジメント学会，東京

190.海堀昌樹，斎藤隆道，松井康輔，松井陽一，

山岡　学，上山泰男（2007）当科における肝

細胞癌肝切除症例における輸血療法の検討．

第44回日本外科代謝栄養学会学術集会，東京

191.西窪　進，佐藤睦哉，長谷川慎，長山しのぶ，

小原ゆみ子（2007）当院におけるHBVワクチ

ン接種導入前後での抗体保持率の推移．第 22

回日本環境感染学会，横浜

192.田中宏典，徳原克治，尾崎　岳，松井康輔，

石崎守彦，内田洋一朗，海堀昌樹，上山泰男，

西澤幹雄，奥村忠芳（2007）肝細胞のI型イン

ターロイキン -1レセプターの増幅シグナルと

iNOSmRNAの安定化．肝細胞研究会，鹿児島

193.松井康輔，海堀昌樹，斎藤隆道，石崎守彦，

上山泰男（2007）GSAシンチによる生体肝移

植ドナー残肝の肝再生の検討．第 24回近畿肝

移植検討会，大阪

194.柳本泰明，里井壯平，高橋完治，豊川秀吉，

山本智久，山尾　順，高井惣一郎，上山泰男

（2007）膵癌切除症例における合併症予知因子

としての末梢血樹状細胞の有用性．第 28回癌

免疫外科研究会，東京

195.棚野晃秀，堀沢　稔（2007）当院における小

児領域腹腔鏡下手術の導入と現状について．

第39回安城小児科分科会，安城

196.棚野晃秀，堀沢　稔（2007）当院における小

児虫垂炎に対する治療骨子とInterval手術の導

入について．第37回安城小児科分科会，安城

197.棚野晃秀，堀沢　稔（2007）意識障害を来し

て来院した腸間膜裂孔ヘルニアの1例．第34回

安城小児科分科会，安城

著　書

1. 中根恭司，井上健太郎（2007）消化性潰瘍の

合併症　外科的治療法．消化器疾患最新の治

療2007–2008（菅野健太郎，上西紀夫，井廻道

夫編）139–141頁，南江堂，東京

2. 浜田吉則，日置紘士郎（2007）術前術後管理．

新臨床栄養学（岡田　正，馬場忠雄，山城雄

一郎編）564–568頁，医学書院，東京

胸部心臓血管外科学講座

〈研究概要〉

胸部心臓血管外科学講座は，心臓血管外科と呼吸器外科の2つの診療科を有している．心臓血管外科は

循環器内科や小児科循環器グループとともに，先天性心疾患，虚血性心疾患，弁膜症，大動脈疾患等の

疾患に対し，内科と外科が一体となって研究活動を行っている．また，呼吸器外科は，肺癌，転移性肺

腫瘍，悪性縦隔腫瘍など悪性胸部疾患の外科治療を行い，第一内科呼吸器グループ，放射線科治療部門，

病態検査科病理部門と研究グループを作り協力して臨床研究活動を行っている．また，神経内科との協

力のもとに重症筋無力症の外科治療も担当し難病の治療成績向上に努めている．

心臓血管外科部門では，手術件数約200例である．小児科循環器グループとも密接な関係を保ち，術前

より互いに協力して治療を行っており，成績向上のため，きめ細かい術前術後管理に努めている．虚血

性心疾患では，動脈グラフトを用いた完全血行再建を基本とし，長年の心筋保護法の研究成果が実り，

安全に手術が行えるようになっている．また，循環器内科での基礎的研究の臨床への応用として，骨髄

幹細胞移殖による血管再生治療を臨床に試みている．弁膜症の治療方針は，自己弁温存をはかる弁形成，

弁輪形成術を第一選択とし，不可能な例に人工弁置換術を行う方針である．経食道エコーの術中導入に

より適切な弁機能の判定が可能となった．大血管疾患は，破裂性大動脈瘤や急性大動脈解離が含まれ，

脳合併症や多臓器不全，感染による死亡例も多いが，大動脈弓部3分枝置換も超低体温循環停止法と選択
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的脳潅流法の併用により，安全な手術が可能になった．また，大動脈遮断に伴う脊髄麻痺予防の問題も

極めて重要であり，その予防法の研究をすすめている．

呼吸器外科は，年間約170例の手術症例があり，その多くは原発性肺癌，悪性縦隔腫瘍，転移性腫瘍で

ある．肺癌は，地域医師会と協力し市民検診を積極的に行っており早期発見例が増加しており，治療成

績は向上し，その成績を逐次公表している．これら早期肺癌の外科手術にあたっては胸腔鏡を補助とし

た低侵襲手術を行うことを原則としている．しかし，依然減少しない進行肺癌などに対しては呼吸器内

科，放射線科と協力し集学的治療を積極的に行い予後の改善に努めている．自然気胸も数多い疾患であ

り，若年者が多い本疾患には胸腔鏡手術を多用している．また転移性肺腫瘍も近年症例が増加しその治

療戦略は年々変化し予後の改善がみられてきた．また，以前から当院で積極的な集学的治療を行ってい

る非精上皮腫精胚細胞性腫瘍などの悪性縦隔腫瘍も良好な手術成績の向上をみている．

平成19年度も，心臓血管外科，呼吸器外科ともに，これらの臨床経験に基づいた研究発表が行いえた．

心臓血管分野では，1）組織培養装置の導入による分子生物学的側面からの研究に基づいた心筋保護に

関する臨床的，基礎的研究（心筋細胞特異的心筋保護法に関する研究，統合的薬理学 Preconditioning に

関する研究），2）心，肺移植に関する基礎的研究，3）虚血性心疾患に対する骨髄幹細胞移殖による再生

医療の研究などを行った．また，4）大阪工業大学生体システム研究室とともに生体流体力学の共同研究

も進めている．

呼吸器外科分野では，1）肺癌に関する細胞免疫学的研究，2）全摘術後の対側肺嚢胞の予防的処理に

関する検討，3）肺切除術後のドレーン管理に関する臨床的評価，4）複数の腫瘍マーカーを統合的に用

いた肺癌の診断の検討を行った．実験的研究では，5）生体吸収性気管支ステントの開発とその臨床応用

の研究を続け，6）ラット肺移植モデルにおける移植後再還流障害の予防，7）肺腺癌における癌幹細胞

の同定とその臨床的意義の検討にも19年度から取り組んでいる．

〈研究業績〉

原　著

1. Akita Y, Otani H, Matsuhisa S, Kyoi S, Enoki C,

Hattori R, Imamura H, Kamihata H, Kimura Y

and Iwasaka T (2007) Exercise-induced activa-

tion of cardiac sympathetic nerve triggers cardio-

protection via redox-sensitive activation of eNOS

and upregulation of iNOS. Am J Physiol Heart

Circ Physiol 292: H2051–H2059

2. Kaneda H, Saito Y, Okamoto M, Maniwa T,

Minami K and Imamura H (2007) Early posto-

perative mobilization with walking at 4 hours

after lobectomy in lung cancer patients. Gen

Thorac Cardiovasc Surg 55: 493–498

3. 北村　臣，西村泰典，北口　宏，馬庭知弘，里

井壯平，宮崎浩彰，湯浅文雄（2007）病院開

院に伴う電子クリニカルパス導入とその後の

経過について―診療情報管理士の取り組みを

中心に．日クリニカルパス会誌　9: 655–660

症例報告

1. Kaneda H, Saito Y, Okamoto M, Maniwa T,

Minami K and Imamura H (2007) Bilaterally

repeated spontaneous pneumothorax with anky-

losing spondylitis. Gen Thorac Cardiovasc Surg

55: 266–269

学会発表

1. Okada T, Yagi R, Hattori R, Nakao Y, Sumida T,

Jono H and Imamura H (2007) The strategy for

ischemic heart disease with peripheral arterial

disease. The 18 Biennial Congress Association of

Thoracic and Cardiovascular Surgeons of Asia,

Bali

2. Yagi R, Okada T, Hattori R, Nakao Y, Sumida T,

Jono H and Imamura H (2007) The strategy for

abdominal aortic aneurysm with ischemic heart

disease. The 18 Biennial Congress Association of

Thoracic and Cardiovascular Surgeons of Asia,

Bali

3. Saito Y, Kodama K, Higashiyama M, Hara S,

Okumura M, Bando T, Yoshimura M, Yoshikawa

K, Ohta M and Nakade M (2007) Pulmonary

metastasectomy for the patients with colorectal
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2007, Chicago

4. Hattori R (2007) Total arch replacement for arch

aneurysm with distal extension. The 10th Annual

Scientific Meeting of Malaysian Association for

Thoracic and Cardiovascular Surgery, Kuala

Lumpur

5. Maniwa T, Saito Y, Saito T, Kaneda H and

Imamura H (2007) Bulla formation in the residual

lung is a predictor of contralateral pneumothorax

after pneumonectomy. 12th World Conference

on Lung Cancer, Seoul

6. Kaneda H, Saito Y, Maniwa T, Minami K and

Imamura H (2007) Prediction model for lung

cancer with multiple serum tumor markers. 12th

World Conference of Lung Cancer, Soeul

7. Hattori R, Okada T, Johno H, Enoki C, Nakao Y,

Sumida T and Imamura H (2007) 17mm St. Jude

Mediical Regent valves are advantageous in the

small aortic annulus. The 15th Annual Meeting

of Asian Society for Cardiovascular Surgery,

Beijing

8. Enoki C, Otani H, Sato D, Okazaki T, Moriguchi

A, Hattori R, Iwasaka T and Imamura H (2007)

Comparison of safety of mesenchymal stem cell

transplantation between intracoronary infusion

and direct injection in rats with myocardial

infusion. 第71回日本循環器学会総会，神戸

9. Saito T, Shime N, Sugishita C, Kusaba T, Fujita

N, Itoh K, Saito Y and Hashimoto S (2007) Serum

galactomannan negative disseminated aspergillo-

sis: A case report. 12th Congress of the APSR*/

2nd Joint Congress of the APSR/ACCP, Brisbane

10.榎木千春，大谷　肇，佐藤大祐，岡崎　徹，山

下浩司，服部玲治，岩坂壽二，今村洋二（2007）

IGF-1は心筋内に移植した骨髄間葉系幹細胞

の生着を促進し，心筋梗塞後の心機能を改善

する．第44回日本臨床生理学会，大阪

11.金田浩由紀，齊藤朋人，馬庭知弘，南健一郎，

齊藤幸人（2007）肺腺癌術後に出現した GGO

が半年後 solidな部分を呈し異時性二次癌か再

発かの判断が困難であった1例．第48回日本肺

癌学会総会，名古屋

12.齊藤朋人，馬庭知弘，金田浩由紀，坂井田紀

子，植村芳子，齊藤幸人（2007）月経随伴性

気胸の3手術例．第11回日本気胸・嚢胞性肺疾

患学会総会，東京

13.齊藤朋人，杉下知佳子，草場哲郎，藤田直久，

伊東恭子，志馬伸朗（2007）長期集中治療患

者に発生したDisseminated Aspergillosisの1例．

LKカンファレンス，大阪

14.岡田隆之，服部玲治，中尾佳永，角田智彦，上

能寛之，今村洋二（2007）悪性関節リウマチ

に合併した狭小弁輪を伴う大動脈弁閉鎖不全

に対する大動脈弁置換術．関西胸部外科学会，

大阪

15.角田智彦，今村洋二，中尾佳永，榎木千春，服

部玲治，岡田隆之，上能寛之（2007）内胸動

脈を使用した一側肺動脈欠損症の治験例．第

50回関西胸部外科学会，大阪

16.中尾佳永，服部玲治，岡田隆之，上能寛之，榎

木千春，角田智彦，今村洋二（2007）Leriche

症候群合併の不安定狭心症患者の緊急 off

pump CABG，右腋窩動脈－大腿動脈バイパス

手術を行った1例．第50回関西胸部外科学会，

大阪

17.齊藤幸人，太田三徳，岡田守人，奥村明之進，

原　　聡，坂東　徹，東山聖彦，児玉　憲，中

出雅治（2007）大腸癌肺転移手術例に対する

外科治療成績．第50回関西胸部外科学会，大阪

18.上能寛之，服部玲治，岡田隆之，角田智彦，中

尾佳永，今村洋二（2007）Graft選択に難渋し

た冠動脈バイパス術．第 50回関西胸部外科学

会学術集会，大阪

19.金田浩由紀，齊藤幸人，南健一郎，馬庭知弘

（2007）肺切除術後の胸腔ドレーン水封管理に

おける問題点．第 24回日本呼吸器外科学会，

横浜

20.馬庭知弘，齊藤幸人，齊藤朋人，金田浩由紀，

南健一郎（2007）肺全摘術予定患者における

対側肺嚢胞は予防的に処理すべきか？　日本

呼吸器外科学会，横浜

21.岡本三貴，金田浩由紀，坂井田紀子，馬庭知

弘，植村芳子，岡村明治，齊藤幸人（2007）当

科で経験した硬化性血管腫 6例．LKカンファ

レンス，大阪

22.金田浩由紀（2007）肺切除後の呼吸機能改善

を目指して．肺クオリティー研究会，大阪
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23.馬庭知弘（2007）肺がんの外来化学療法．第

76 回大阪から肺がんをなくす会シンポジウ

ム，大阪

脳神経外科学講座

〈研究概要〉

脳腫瘍では悪性グリオーマに対する集学的治療を行い，手術材料は全例に電顕，組織培養を試みてい

る．株化細胞を基礎にして，フローサイトメトリー（FACS can購入），レーザースキャニングサイトメー

ターによるDNA histgramの解析，サイクリンによるcell kinetics，無菌的細胞分取，更に分子生物学的手

法による解析などを行っている．また，透過型，走査型電顕による形態学的観察も行っている．最近で

は，脳腫瘍の遺伝子治療の基礎実験を行っている．脳血管障害では臨床的に血管内手術とを組み合わせ

た最先端の治療を行っている．小児脳外科では先天性奇形の実験的作成や，水頭症の発生機序について

研究をしている．脳死研究では，平坦脳波の自動解析を法医学・救急科・精神科と合同で研究を行って

いる．頭蓋底外科では，耳鼻科・形成外科とのチームにより困難な手術例に対する種々のアプローチを

研究している．

虚血脳や脊髄損傷における骨髄移植による神経再生の基礎実験を臨床応用に向けて研究中である．
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整形外科学講座

〈研究概要〉

〈基礎研究〉

1．自己免疫疾患

我々はアロ全骨髄細胞移植を骨髄内に直接投与する「骨髄内骨髄移植法」により，様々な難治性自己

免疫疾患モデルマウスの治療を行ってきた．SKG/JclマウスはT細胞シグナル伝達分子の点突然変異を持

つマウスであり，滑膜炎や，骨・軟骨破壊がみられる関節リウマチのモデルマウスである．発症前のSKG

マウスにアロ全骨髄細胞を骨髄内骨髄移植し，自己免疫疾患のより効果的な治療方法について検討した．

生後2ヶ月齢の発症前のSKGマウスに，5 Gy×2回の放射線分割照射を行い，翌日にB6マウスの全骨髄

細胞を脛骨内に直接投与した．未治療群では生後3ヶ月ごろより足関節の腫脹，発赤が認められたが，骨

髄移植群では6ヶ月経過時おいても関節炎症状は認められなかった．6ヶ月経過時の骨髄移植群の骨髄内，

脾臓内，リンパ節内のリンパ球はドナー由来に置換され，すべての血球系の割合は正常マウスと同程度

に回復していた．骨髄移植群の骨を3週間培養し，回収した接着細胞（ストローマ細胞）もすべてドナー

由来に置換されていた．MLRを行った結果，骨髄移植群は自己であるB6および SKGマウスにはトレラ

ンスを示し，また，サードパーティであるC3Hマウスには正常な反応を示した．SKGマウスに対し，正

常な骨髄細胞を移植することにより，免疫抑制剤などを用いずに治療が可能であった．骨髄内骨髄移植
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はドナー由来の造血系幹細胞と間葉系幹細胞を同時に置換することが可能であり，その結果，骨免疫系

を正常に回復することが可能であると考えられた．以上国内の学会に発表し，海外論文に投稿中である．

2．骨壊死疾患

ステロイドは様々な治療で必要な薬剤であるが，その合併症も多数報告されている．合併症のうち大

腿骨頭壊死は大きな問題であるが，今回，ステロイド誘発家兔骨壊死に対する骨髄細胞移植を用いた新

しい治療法を開発した．

①ステロイド投与前の骨髄細胞を採取し，methylprednisolone（MPSL: 20 mg/kg）を筋注により作成し

たステロイド誘発家兔骨壊死モデルの大腿骨に注入した．結果，大腿骨壊死発生率は約70％から0％へ減

少していた，骨髄移植群の大腿骨内の骨髄細胞は活性化しており，VEGF染色陽性細胞や Tunnel染色陽

性細胞は非骨髄移植群に比べ有意に低下していた．

骨髄細胞を直接骨髄内に投与することにより骨髄内局所の活性化，骨髄細胞の脂肪変性抑制，さらに

髄内圧の抑制が得られた結果，骨壊死を抑制することが可能と考えられた．さらに血中止血・凝固系も

改善しており，ステロイドに暴露されていない骨髄細胞が血管内皮細胞に作用した可能性も考えられた．

骨髄内骨髄移植はあらたな治療方法になりうると考えられた．以上国内の学会に発表し，Rheumatology

にacceptされた．

②ステロイド投与後骨髄細胞は変性し，骨壊死となる可能性がある．今回ステロイド投与後の骨髄細

胞を1週間 in vitroで培養し，methylprednisolone（MPSL: 20 mg/kg）を筋注により作成したステロイド誘

発家兔骨壊死モデルの大腿骨に注入した．ステロイドを加えた骨髄細胞の BAP（骨型アルカリホスファ

ターゼ）の活性化は1週間の培養によりほぼ正常値に回復していた．この回復した骨髄細胞をステロイド

投与後家兔に投与したところ実験①と同様の結果を得た．

ステロイド投与後においてもリフレッシュした骨髄細胞にすることにより骨壊死発症の治療が可能で

あった．

以上国内の学会に発表し，Modern Rheumatologyにacceptされた．

3．脊椎疾患

変生椎間板に対する治療として，動物モデルで椎間板内への遺伝導入やサイトカイン治療が報告され，

良好な結果を示している．しかし，長期的な安全性については不明な点が多い．自己椎間板髄核細胞や

間葉系幹細胞を用いた椎間板細胞も報告が散見されるが効果が不十分である．従来の方法である吸引法

で採取した新鮮全骨髄細胞の使用は，末梢リンパ球や赤血球が混入するため，特に椎間板内への使用を

考えると，自己免疫反応を引き起こす可能性もあり，その使用は困難であった．今回我々は，末梢血の

混入を防ぐことが可能な灌流式骨髄細胞採取法により採取した新鮮全骨髄細胞と椎間板髄核細胞を共培

養し，椎間板髄核細胞への影響を検討した．Fisher344/slcラット雄を使用し，灌流法もしくは吸引法で

採取した骨髄細胞と椎間板細胞を共培養した．新鮮全骨髄細胞は，培養された間葉系幹細胞に比べ，椎

間板髄核細胞の細胞増殖能力と細胞外器質の合成能力を亢進させることが可能であった．また，椎間板

細胞の増殖能力と細胞外器質の両方を活性化する因子の1つであるTGF-βの産生量が全骨髄細胞群で，有

意に亢進していた．培養された間葉系幹細胞に比べ，新鮮全骨髄細胞を用いることにより椎間板髄核細

胞の高い活性化が得られた．さらに灌流法より採取した骨髄細胞は，自己免疫反応を引き起こす末梢血

の混入が減少するため，直接椎間板内への注入が可能であると考えられた．以上国内の学会に発表し，

海外の論文に投稿中である．

4．関節疾患

前十字靭帯（ACL）損傷は高頻度に起こる外傷の一つであるが，自然治癒能力に乏しく再建術が一般

に行われている．ACL不全断裂モデルラットを用いて膝関節内骨髄移植を行い，ACL損傷に対する骨髄



100 関西医大誌　第 60巻

移植の有効性の確立と靭帯再生のメカニズムを解析し，将来外科的手術の補助的手段の一翼を担う方法

を開発する．

Fischerラットを用いてACL不全断裂モデルを作成．このラットに骨髄細胞，間葉系細胞を関節内に投

与した．関節内投与後2週後にオートグラフ（SHIMADZU）による力学的評価と組織学的評価を行い，関

節内サイトカインを測定した．ACL不全断裂モデルラットに対する膝関節内骨髄細胞移植は有効であり，

間葉系細胞移植に比して力学的強度は高かった．将来，骨髄細胞移植は外科的手術の簡便かつ安全な補

助的手段となる可能性がある．以上国内の学会に発表した．

〈臨床研究〉

1．手の外科

リウマチ手の変形や腱損傷，外傷による手の障害に対し外科的治療を行うと共に種々の手関節疾患に

対し，手関節鏡等を用いその病態の解明を行っている．手だけでなく上肢全般に外傷等での手術の工夫

や手指の短縮に対する仮骨延長を用いた手指の延長も行い良好な成績を得ている．また，腱移行や腱を

用いた手の再建手術に対しハンドセラピストと密接に連携を保ち，術後早期よりの運動療法を行いこれ

らの臨床成績について報告した．

2．電気生理診断学

電気生理学的手法を用いて，中枢・末梢神経を対象とした基礎的・臨床的研究を行ってきた．臨床面

では術中脊髄モニタリングの臨床応用，脊髄症術中診断に用い，その成果を上げた．基礎的研究では，

末梢神経有連続性損傷に対する端側吻合の原理を引用した bypass移植術の有用性，末梢神経端側吻合後

の再生軸索の起源をウサギ腓骨神経損傷モデルを用いて証明し，国内外の末梢神経関連学会，雑誌に発

表した．

3．関節疾患

関節炎，関節症に対して，人工関節置換術，主にその術後成績を検討し学会発表，論文投稿を行って

きた．特に人工股関節では新しいインプラントの開発を行い，広く市場で使用されるようになった．ま

たセメントテクニックの指導，抗菌剤入りセメントの物性について研究，発表を行っている．膝関節に

おいては，各種人工膝関節，単関節置換について症例を重ね学会発表を行っている．また，人工関節術

後の緩みや感染に広範囲に骨欠損を認める場合，同種骨を併用し様々な角度からの再建を行っている．

膝関節，股関節鏡視下手術も行い学会発表を行っている．

4．脊椎外科

脊椎外科全般に関して，臨床的研究を行っている．主たる内容は，脊椎外科における低侵襲手術，頚

髄症に対する後方支持組織温存術式の開発，頚椎椎間板ヘルニアに対する後方からの摘出術，術後C5麻

痺の発生メカニズム，脊椎感染症の外科的治療，骨粗鬆症性の脊椎骨折後の遅発性神経障害の病態，胸

腰椎に対する脊椎インストルメンテーションの合併症，脊椎固定術後の隣接椎障害等であり，手術成績

の向上に努めている．特に顕微鏡下の脊椎手術を積極的に行ない，侵襲の少ない術式の開発に取り組ん

でいる．研究面では，引き続き新しい腰椎前方固定術式のバイオメカニカルな検討を行なっている．

〈研究業績〉

原　著

1. Shima Y, Okamoto T, Aoyama T, Yasura K,

Ishibe T, Nishijo K, Shibata KR, Kohno Y,

Fukiage K, Otsuka S, Uejima D, Nakayama T,

Nakamura T, Kiyono T and Toguchida J (2007)

In vitro transformation of mesenchymal stem

cells by oncogenic H-rasVal12. Biochem Biophys

Res Commun 353: 60–66

2. Tsuda M, Inaba M, Sakaguchi Y, Fukui J, Ueda Y,
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Omae M, Ando Y, Mukaide H, Guo K, Yabuki T,

Nakatani T and Ikehara S (2007) Activation of

granulocytes by direct interaction with dendritic

cells. Clin Exp Immunol 150: 322–331

3. Oe K, Sasai K, Yoshida Y, Ohnari H, Iida H,

Sakaida N and Uemura Y (2007) Pigmented

villonodular synovitis originating from the

lumbar facet joint: a case report. Eur Spine J 16:

301–305

4. Liang B, Kawanabe K, Ise K, Iida H and Naka-

mura T (2007) Polyethylene wear against

alumina and zirconia heads in cemented total

hip arthroplasty. J Arthroplasty 22: 251–257

5. Inaba M, Adachi Y, Hisha H, Hosaka N, Maki M,

Ueda Y, Koike Y, Miyake T, Fukui J, Cui Y,

Mukaide H, Koike N, Omae M, Mizokami T,

Shigematsu A, Sakaguchi Y, Tsuda M, Okazaki S,

Wang X, Li Q, Nishida A, Ando Y, Guo K, Song

C, Cui W, Feng W, Katou J, Sado K, Nakamura S

and Ikehara S (2007) Extensive studies on perfu-

sion method plus intra-bone marrow-bone

marrow transplantation using cynomolgus mon-

keys. Stem Cells 25: 2098–2103

6. Fukui J, Inaba M, Ueda Y, Miyake T, Hosaka N,

Kwon AH, Sakaguchi Y, Tsuda M, Omae M,

Kamiyama Y and Ikehara S (2007) Prevention of

graft-versus-host disease by intra-bone marrow

injection of donor T cells. Stem Cells 25: 1595–

1601

7. Ueda Y, Inaba M, Takada K, Fukui J, Sakaguchi

Y, Tsuda M, Omae M, Kushida T, Iida H and

Ikehara S (2007) Induction of senile osteoporosis

in normal mice by intra-bone marrow-bone

marrow transplantation from osteoporosis-prone

mice. Stem Cells 25: 1356–1363

8. 菅　俊光（2007）【呼吸リハビリテーション実

践マニュアル　基礎から臨床まで】急性呼吸

不全に対する呼吸リハビリテーション．Med

Rehabil　(78): 61–66

9. 柴田斉子（2007）【呼吸リハビリテーション実

践マニュアル　基礎から臨床まで】摂食・嚥

下障害と呼吸リハビリテーション．Med

Rehabil　(78): 112–119

10.齋藤貴徳，橋谷　実，松矢浩暉，足立　崇，石

原昌幸，栂野弘毅，飯田寛和（2007）【胸郭出

口症候群（TOS）の診断と治療】体性感覚誘発

電位を用いたTOSの診断．関節外科　26: 891–

896

11.中村知寿，飯田寛和，和田孝彦（2007）【変形

性股関節症に対する骨切り術　有効性と限

界】棚形成術の適応と限界．関節外科　26: 85–

91

12.中村誠也，赤木繁夫，宮島茂夫，坂根正則，福

田　登（2007）外傷性膝関節拘縮に対するquad-

ricepsplastyの検討．骨折　29: 828–831

13.浅田　卓，和田孝彦，串田剛俊，松矢浩暉，徳

永裕彦，飯田寛和（2007）人工股関節置換術

（THA）時の経食道心エコーの検討　セメント

とセメントレスの比較．整・災外　50: 1039–

1044

14.飯田寛和（2007）整形外科手術私のポイント

Surgical dislocation Dall’s approachによる変法．

整・災外　50: 1018–1019

15.赤木繁夫（2007）【骨・関節結核の現況】結核

性脊椎炎の動向と化膿性脊椎炎との鑑別．整・

災外　50: 137–144

16.笹井邦彦（2007）頚椎症性脊髄神経根症に対

する椎弓形成術を併用した顕微鏡下椎間孔拡

大術．整外最小侵襲術誌　(45): 37–42

17.笹井邦彦，大成浩征，梅田眞志，若林　英，丸

山東勲，飯田寛和（2007）胸腰椎部に発生し

た硬膜外くも膜嚢腫の低侵襲な切除方法．脊

椎脊髄神手術手技　9: 102–105

18.赤木繁夫（2007）【高齢者の脊椎脊髄疾患】高

齢者の脊椎脊髄疾患に対する治療ポイント

感染性疾患　脊椎感染症の病態生理．脊椎脊

髄ジャーナル　20: 634–637

19.小室　元，飯田寛和，見寺貞子，藤村明輝，大

貫正秀（2007）高齢者大腿骨頸部骨折の予防

的治療の研究　次世代ヒッププロテクターの

開発．大和証券ヘルス財団研業　30: 128–133

20.鋳谷敏夫，児島　新，森　裕之，飯田寛和，坂

井田紀子（2007）外傷を契機に発生した下腿

線維索により足関節尖足を来した1例．中部整

災誌　50: 647–648

21.森　裕之，和田孝彦，おおえ賢一，飯田寛和

（2007）感染　感染人工股関節置換術に対して

行った再置換術の経験．日人工関節会誌　37:



102 関西医大誌　第 60巻

114–115

22.中村誠也（2007）【整形外科office-based surgery-

1人でできるテクニック】手　近位指節間関節

脱臼骨折に対する注射針外套を用いた簡易創

外固定法．別冊整形外　51: 128–133

23.飯田寛和（2007）人工股関節手術における骨

セメント使用時の工夫と問題点　大腿骨側

Triple taperedステム．臨整外　42: 633–637

24.おおえ賢一，和田孝彦，飯田寛和，坂井田紀

子，植村芳子（2007）股関節に発生した色素

性絨毛結節性滑膜炎に対する術式検討．中部

整災誌　50: 1135–1136

25.福田　登，串田剛俊，宮島茂夫，赤木繁夫，泉

川雅彦（2007）両側口蓋扁桃摘出術が有効で

あった反応性関節炎の 1例．中部整災誌　50:

741–742

26.齋藤貴徳，市岡直也，小川浩司，松矢浩暉，足

立　崇，石原昌幸（2007）体性感覚誘発電位

における N16の記録法と臨床応用　N16遠隔

電場電位を用いた梨状筋症候群の診断．脊髄

機能診断学　28(1): 95–100

学会発表

1. Suga T, Okii A, Sasaki M, Shibata S, Yoshida K,

Imai Y, Kim K and Iwata N (2007) Acoustic anal-

ysis of lung sounds before and after chest physi-

cal therapy. 第32回国際肺音学会（ILSA），東京

2. Maruyama T, Sasai K, Wakabayashi E and Iida H

(2007) Microsurgical bilateral decompression via

unilateral approach for lumbar degenerative

spondylolisthesis: more than 2 years follow-up.

9th Annual Meeting of the Spine Society of

Europe, Brussels

3. Sasai K, Wakabayashi E, Maruyama T and Iida H

(2007) Less invasive cervical laminoplasty pre-

serving semispinalis cervicis muscles and nuchal

ligament for spondylotic myelopathy. 9th Annual

Meeting of the Spine Society of Europe, Brus-

sels

4. Komuro H (2007) Reconstruction of falling

movements resulting in hip fractures on the eld-

erly by examining those in infants. 第9回日仏整

形外科学会合同会議，Nice

5. 齋藤貴徳，松矢浩暉，足立　崇，石原昌幸，谷

陽一，飯田寛和（2007）脊髄症を呈した胸椎

椎間板ヘルニアの手術療法―後方アプローチ

bによる顕微鏡下椎間板摘出術―．第13回日本

最小侵襲整形外科学会，高松

6. 小室　元，清水由紀子，宮崎浩彰，中島せい

子（2007）虚弱高齢者の転倒骨折予防の対策

新しいヒッププロテクタの装着感の検討．医

療の質・安全学会，東京

7. 飯田寛和（2007）人工股関節―手術手技のエッ

センス―．第113回備後整形外科医会学術講演

会，福山

8. 小室　元，植田勝彦，中島聖子，見寺貞子

（2007）高齢者大腿骨頸部骨折を予防する新し

いヒッププロテクターの開発．第 2回医療の

質・安全学会学術集会，東京

9. 市川宜弘，宮島茂夫，串田剛俊，齋藤貴徳，濱

田　彰（2007）関節リウマチに対する逆行性

髄内釘を用いた足関節固定術の術後成績．第

35回日本リウマチ関節外科学会，東京

10.飯田寛和，和田孝彦，中村知寿（2007）Polished

taper cemented stemの開発コンセプトと成績．

第35回日本リウマチ関節外科学会，東京

11.正岡利紀，山本謙吾，石井良章，飯田寛和，松

野丈夫，里見和彦，豊島良太，鳥巣岳彦，宮

岡英世，勝呂　徹（2007）人工関節置換術後

感染症の疫学と予防（日整会学術研究プロ

ジェクト調査より）．第35回日本リウマチ関節

外科学会，東京

12.齋藤貴徳，松矢浩暉，足立　崇，石原昌幸

（2007）体性感覚誘発電位と経頭蓋刺激筋記録

運動誘発電位による術中脊髄機能モニタリン

グ―当科の症例からみたアラーム基準―．第

37回日本臨床神経生理学会，宇都宮

13.岡本尚史，飯田寛和，和田孝彦，加藤充孝，お

おえ賢一，中村知寿，植村芳子，鷹巣晃昌，大

江知里（2007）皮下吸収糸（VICRYL Johnson

& Johnson）が原因と考えらる両側THA後に発

症した縫合糸膿瘍2症例．第417整形外科集談

会京阪神地方会，大阪

14.飯田寛和（2007）人工股関節置換術の合併症

―その予防と治療―．沖縄人工関節研究会，沖

縄

15.串田剛俊，上田祐輔，梅田眞志，浅田　卓，お

おえ賢一，飯田寛和（2007）骨髄内骨髄移植



第 1号　2008年 103

を用いた SKG/Jc1マウスの新しい治療法．第

109回中部日本整形外科災害外科学会，奈良

16.石原昌幸，齋藤貴徳，橋谷　実，松矢浩暉，足

立　崇，栂野弘毅（2007）手根管症候群にた

いするmotor point刺激による伝導速度測定．第

109回中部日本整形外科災害外科学会，奈良

17.石田　響，串田剛俊，赤木繁夫，笹井邦彦，飯

田寛和（2007）頚椎椎弓形成術，周術期合併

症の検討．第109回中部日本整形外科災害外科

学会，奈良

18.浅田　卓，串田剛俊，おおえ賢一，梅田眞志，

上田祐輔，飯田寛和（2007）ステロイド誘発

家兎骨壊死に対する骨髄内骨髄肝細胞移植の

効果．第 109回中部日本整形外科災害外科学

会，奈良

19.足立　崇，齋藤貴徳，橋谷　実，松矢浩暉，栂

野弘毅，石原昌幸（2007）大胸筋により生じ

た胸郭出口症候群の診断と術後成績．第109回

中部日本整形外科災害外科学会，奈良

20.梅田眞志，串田剛俊，笹井邦彦，上田祐輔，浅

田　卓，飯田寛和（2007）全骨髄細胞を用い

たラット椎間板髄核細胞の活性化の検討．第

109回中部日本整形外科災害外科学会，奈良

21.齋藤貴徳，橋谷　実，松矢浩暉，足立　崇，石

原昌幸，栂野弘毅（2007）X-tubeを用いた腰

椎除圧・固定術．第109回中部日本整形外科災

害外科学会，奈良

22.飯田寛和（2007）人工股関節置換術の合併症

―その予防と治療―．第109回中部日本整形外

科災害外科学会，奈良

23.斉藤貴徳，市岡直也，藤澤礼子，森　良樹，笹

井邦彦，飯田寛和（2007）全型腕神経叢損傷

に対する対側C7神経根移行術の有用性と問題

点．第 34回日本マイクロサージェリー学会，

福島

24.おおえ賢一，和田孝彦，中村知寿，加藤充孝，

飯田寛和，徳永裕彦（2007）股関節強直に対

する人工股関節置換術の経験．第 34回日本股

関節学会，金沢

25.加藤充孝，飯田寛和，和田孝彦，おおえ賢一，

中村知寿（2007）髄外ガイドを用いたステム

設置の評価．第34回日本股関節学会，金沢

26.中村知寿，和田孝彦，藤原正富，飯田寛和

（2007）精神疾患を合併した大腿骨頸部骨折の

転帰．第34回日本股関節学会，金沢

27.和田孝彦，加藤充孝，おおえ賢一，中村知寿，

飯田寛和（2007）成人化膿性股関節炎に対し

て行ったTHAの治療成績．第34回日本股関節

学会，金沢

28.飯田寛和（2007）殿筋内脱臼股に対する短縮

骨切り THA―機能改善を最大にする工夫―．

JMM HIPフォーラム2007，小樽

29.飯田寛和（2007）股関節疾患の診断と治療．関

西医大若手医師の会，大阪

30.柴田斉子，前田葉子，金谷節子，吉田清和，菅

俊光，佐々木万弓（2007）急性期病院におけ

る摂食・嚥下リハビリテーションの効果（1）

脳血管障害に伴う摂食・嚥下障害の検討．第

13回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会

学術大会，大宮

31.丸山東勳，笹井邦彦，梅田眞志，若林　英，飯

田寛和（2007）腰椎変性すべり症に対する顕

微鏡下片側進入両側除圧術の手術成績．第 14

回日本脊椎・脊髄神経手術手技学会（JPSTSS），

名古屋

32.笹井邦彦，若林　英，丸山東勳，飯田寛和

（2007）頚髄症に対する頚半棘筋とC7棘突起を

温存したen-bloc椎弓形成術―．第14回日本脊

椎・脊髄神経手術手技学会（JPSTSS），名古屋

33.若林　英，笹井邦彦，丸山東勳，飯田寛和

（2007）転移性馬尾腫瘍の外科的治療．第14回

日本脊椎・脊髄神経手術手技学会（JPSTSS），

名古屋

34.飯田寛和（2007）人工股関節（再）置換術に

おける手技のエッセンス．第 28回帝京大学整

形外科同門会セミナー，東京

35.市川宜弘，串田剛俊，梅田眞志，松矢浩暉，齋

藤貴徳（2007）慢性化膿性骨髄炎に合併した

扁平上皮癌の治療経験．第416回整形外科集談

会京阪神地方会，大阪

36.齋藤貴徳，足立　崇，松矢浩暉，市岡直也，石

原昌幸，小川浩司（2007）Sextantを用いたTLIF

の経験．第 16 回日本インストゥルメンテー

ション学会，弘前

37.丸山東勳，笹井邦彦，若林　英，飯田寛和

（2007）同一椎間板ヘルニアによる 2根障害に

対するTLIF．第40回日本脊椎外科同好会，奈良

38.若林　英，笹井邦彦，丸山東勳，飯田寛和



104 関西医大誌　第 60巻

（2007）手術を行った転移性馬尾腫瘍の 2例．

第40回日本脊椎外科同好会，奈良

39.飯田寛和（2007）股関節手術のサルベージ．第

4回和歌山骨関節靱帯フォーラム，和歌山

40.おおえ賢一，和田孝彦，飯田寛和（2007）股

関節強直に対する人工股関節置換術の経験．

第15回Hip Forum 2007，立山

41.宮島茂夫（2007）単顆型人工膝関節置換術

（UKA）の適応と手術手技（後療法を含めて）．

第3回枚方手術セミナー，枚方

42.齊藤福樹，中村誠也，中谷健治，平川昭彦，村

尾佳則，中谷壽男（2007）骨盤輸骨折に対す

るM-shaped transiliac plateの使用経験．第17回

近畿外傷診療フォーラム，神戸

43.小室　元，大野博史，飯田寛和（2007）孤立
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邨智之，楠本健司（2007）背部弾性線維腫の2

症例．第 89回日本形成外科学会関西支部学術

集会，高槻

12.菅　豊明，松島貴志，久徳美樹，楠本健司

（2007）ペクタスバー感染によりバー抜去せざ

るを得なかった成人漏斗胸の1例．第89回日本

形成外科学会関西支部学術集会，高槻

13.田中伸子，森　雄大，大島　茂，楠本健司

（2007）悪性黒子が左頬部と膣粘膜部に併発し

た1例．第89回日本形成外科学会関西支部学術

集会，高槻

14.田中保子，三宅省吾，南方竜也，堀尾　修，下

間亜由子，久徳茂雄，楠本健司（2007）当科

における頭蓋骨全層欠損症例の検討．第 89回

日本形成外科学会関西支部学術集会，高槻

15.日野沙衣子，三宅省吾，堀尾　修，下間亜由

子（2007）肘部重症ケロイドの1治療法～遊離

植皮術と放射線療法の併用～．第 89回日本形

成外科学会関西支部学術集会，高槻
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16.富野祐里，小川　豊，笹尾卓史（2007）強度

の眼瞼内反に対し前葉を反転皮下茎皮弁とし

て後葉に移動する方法．第 89回日本形成外科

学会関西支部学術集会，高槻

17.伊藤文人，田中義人，藤井ゆず子（2007）眼

窩・眼瞼部粉砕異物2例の治療経験．第25回日

本頭蓋顎顔面外科学会総会・学術集会，東京

18.井上唯史，楠本健司，フレデリック　ノトディ

ハルジョ（2007）眼窩内腫瘍を呈したLymphoe-

pithelial dacryrocystitisの1例．第25回日本頭蓋

顎顔面外科学会総会・学術集会，東京

19.久徳茂雄，大谷一弘，笠井千尋，吉野健史，瀬

野敏孝，稲垣隆介，山内康雄，河本圭司（2007）

頭蓋縫合早期癒合症における拡大縫合切除例

の検討．第25回日本頭蓋顎顔面外科学会総会・

学術集会，東京

20.光井俊人，楠本健司，下間亜由子，堀尾　修，

南方竜也，三宅省吾（2007）当科における過

去10年間の眼窩腫瘍27例の臨床検討．第25回

日本頭蓋顎顔面外科学会総会・学術集会，東京

21.黒岡定浩，渡邉奈津子，村上克行，加藤敦子，

楠本健司（2007）側頭筋下から頭蓋内におよ

んだ皮様嚢腫の1例．第25回日本頭蓋顎顔面外

科学会総会・学術集会，東京

22.三宅良平，松島貴志，吉村晋一，武田純一，淺

井昭雄，楠本健司（2007）眼窩上壁より眼窩

内および前頭洞内に進展した骨腫の1例．第25

回日本頭蓋顎顔面外科学会総会・学術集会，東

京

23.大西早百合，久徳美樹，菅　豊明，田中保子，

楠本健司（2007）無歯顎患者に生じた上顎外

歯瘻の1例．第25回日本頭蓋顎顔面外科学会総

会・学術集会，東京

24.大谷一弘，久徳茂雄，笠井千尋，山田裕史

（2007）頬骨骨折治療のための新しい分類と統

計．第 25回日本頭蓋顎顔面外科学会総会・学

術集会，東京

25.竹本剛司，三宅良平，楠本健司（2007）頚部

に発生した気管支原性嚢胞の1例．第25回日本

頭蓋顎顔面外科学会総会・学術集会，東京

26.福田　智，井口有子，三宅ヨシカズ，久島

潔，楠本健司（2007）長期透析患者の歯科治

療中に顔面・頚部の広範囲組織壊死を認めた1

例．第 25回日本頭蓋顎顔面外科学会総会・学

術集会，東京

27.覚道奈津子，下間亜由子，楠本健司（2007）ヒ

ト脂肪由来幹細胞における FGF-2の脂肪分化

に与える影響．第 16回日本形成外科学会基礎

学術集会，神戸

28.覚道奈津子，大西早百合，南方竜也，楠本健

司（2007）PRP（多血小板血漿）とPRS（血小

板放出上清）がヒト脂肪由来幹細胞の増殖に

及ぼす影響．第 16回日本形成外科学会基礎学

術集会，神戸

29.山下理絵，蔦　幸子，矢沢慶史，一氏俊世，松

末武雄，近藤謙司（2007）眉毛ケアによるア

ンチエイジング効果．第 30回日本美容外科学

会総会・第100回学術集会，札幌

30.土井秀明（2007）Fillerによるトラブル；素材

が悪い？医師が悪い？何が悪い？　第 30回日

本美容外科学会総会・第100回学術集会，札幌

31.大谷一弘，久徳茂雄，笠井千尋（2007）過去

10年間の顎口腔底再建と腓骨皮弁合併症例に

ついて．第 34回日本マイクロサージャリー学

会学術集会，福島

32.畔　熱行，松島貴志，菅　豊明，楠本健司，日

原正勝（2007）再接着術後 14年目に断端指抹

消の血流不全をきたした症例．第 34回日本マ

イクロサージャリー学会学術集会，福島

33.國吉京子，楠本健司，城本　修，一色信彦

（2007）チューブ発声法による鼻咽腔閉鎖機能

改善の試み．第52回日本音声言語医学会総会・

学術集会，埼玉

34.國吉京子，楠本健司，城本　修，一色信彦

（2007）音声治療で用いられているチューブ発

声法による鼻咽腔閉鎖機能改善の試み．第 52

回日本音声言語医学会総会・学術集会，所沢

35.櫛田哲史，田辺敦子，笹尾卓史（2007）当院

形成外科における悪性腫瘍と再建術．第 33回

京都医学会，京都

36.三宅ヨシカズ，福田　智，井口有子，楠本健

司（2007）褥瘡ポケットに対するPRP（platelet-

rich-plasma）を使用した治療．第9回日本褥瘡

学会，前橋

37.小野由美，山本卓也，西村紀子，北川智美，田

中義人，伊藤文人（2007）褥瘡ケアに対する

チームアプローチの効果　難治性褥瘡患者に

対する栄養管理の一例．第 9回日本褥瘡学会，
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前橋

38.西村紀子，北川智美，小野由美，田中義人，伊

藤文人（2007）褥瘡ケアに対するチームアプ

ローチの効果　OWT中の治癒遷延症例を通し

て．第9回日本褥瘡学会，前橋

39.久徳茂雄，畔　熱行，大谷一弘，笠井千尋，西

川智文（2007）眼球運動制限を残した頭蓋底

眼窩部骨折の 3例．第 19回日本頭蓋底外科学

会，東京

40.菅　豊明，松島貴志，楠本健司，王　毅彪，日

原正勝（2007）bFGF含有人工真皮，ポリウレ

タンフィルムドレッシングを用いた指尖部の

治療の工夫．第 25 回大阪マイクロサージャ

リー研究会，大阪

41.山下理絵，蔦　幸子，安斎浩子（2007）美容

医学的皮膚老化の診断（2）しわ・たるみの評

価：48スコア（しわスコア）の考案．第7回日

本抗加齢医学会総会，京都

42.蔦　幸子，山下理絵，安斎浩子（2007）美容

医学的皮膚老化の診断（1）機器を用いた美容

皮膚ドックの現状．第7回日本抗加齢医学会総

会，京都

43.三宅ヨシカズ，福田　智，井口有子，楠本健

司（2007）PRP（platelet-rich plasma：多血小板

血漿）瘻孔内挿入療法にて治癒した症例．第

25回日本臨床皮膚外科学会，東京

44.久徳茂雄，畔　熱行，笠井千尋，浅井　悌，松

浪勝俊，松尾吉郎（2007）当院における過去5

年間高齢者熱傷症例の検討．第 33回日本熱傷

学会総会・学術集会，金沢

45.福田　智，三宅ヨシカズ，井口有子，大西早

百合，下間亜由子，楠本健司（2007）多／小

血小板血漿（PRP/PPP）療法による創傷治療．

第33回日本熱傷学会総会・学術集会，金沢

46.久徳美樹，井上唯史，楠本健司，南方竜也，井

口有子（2007）大学病院における形成外科医

の使命―3例の難治例を通して．第88回日本形

成外科学会関西支部学術集会，岸和田

47.櫛田哲史，竹本剛司，上坂達郎，浅井昭雄，楠

本健司（2007）眼球突出と骨吸収を呈した眼

窩内血腫の1例．第88回日本形成外科学会関西

支部学術集会，岸和田

48.光井俊人，下間亜由子，堀尾　修，南方竜也，

三宅省吾，覚道奈津子（2007）両足趾重度凍

傷の1例．第88回日本形成外科学会関西支部学

術集会，岸和田

49.三宅ヨシカズ，井口有子，福田　智，楠本健

司（2007）PRP（多血小板血漿）瘻孔内挿入療

法にて治癒した座骨部褥創の1例．第88回日本

形成外科学会関西支部学術集会，岸和田

50.山本　純，鈴木健司，下間亜由子（2007）出

産を契機に発生した腹壁デスモイド腫瘍の 1

例．第 88回日本形成外科学会関西支部学術集

会，岸和田

51.田辺敦子，櫛田哲史，笹尾卓史（2007）術後

性口腔鼻腔瘻の再建2症例の経験．第88回日本

形成外科学会関西支部学術集会，岸和田

52.藤井ゆず子，田中義人，伊藤文人（2007）多

発転移を認めた乳房外Paget癌の一例．第88回

日本形成外科学会関西支部学術集会，岸和田

53.瀬野敏孝，稲垣隆介，久徳茂雄，川口琢也，大

石哲也，山原崇弘，龍　尭志，上坂達郎，山

内康雄，河本圭司（2007）軽度狭頭症の治療

適応に関する検討．第 35回日本小児神経外科

学会，千葉

54.福田　智，井口有子，三宅ヨシカズ，大西早

百合，下間亜由子，楠本健司（2007）多血小

板血漿（PRP）を用いた種々の創傷治療．第5

回OWH（Osaka Wound Healing）研究会，大阪

55.萩尾藤江，タミー木村，楠本健司，山本一郎，

國吉京子，日比野英子（2007）成人唇裂・口

蓋裂患者に対する化粧の心理的効果（第2報）．

第31回日本口蓋裂学会総会・学術集会，草津

56.伊藤文人，田中義人，藤井ゆず子（2007）頭

髪部手術時における頭髪処理の工夫．第 50回

日本形成外科学会総会・学術集会，東京

57.井口有子，福田　智，三宅ヨシカズ，大西早

百合，楠本健司（2007）当院における難治性

潰瘍に対する治療戦略．第 50回日本形成外科

学会総会・学術集会，東京

58.下間亜由子，楠本健司，山本一郎，堀尾　修

（2007）非接触光学式動作解析システムによる

smile時の口唇運動の記録と解析．第50回日本

形成外科学会総会・学術集会，東京

59.覚道奈津子，小川　豊，下間亜由子，楠本健

司（2007）過去 19年間に経験した基底細胞癌

の統計学的検討．第 50回日本形成外科学会総

会・学術集会，東京



110 関西医大誌　第 60巻

60.久徳茂雄，畔　熱行，稲垣隆介，山内康雄

（2007）頭蓋拡大のための骨延長法と従来法の

適応について．第50回日本形成外科学会総会・

学術集会，東京

61.三宅省吾，覚道奈津子，櫛田哲史，下間亜由

子，楠本健司（2007）多発性基底細胞癌2例の

検討．第 50回日本形成外科学会総会・学術集

会，東京

62.山下理絵，蔦　幸子，一氏俊世，酒井　規，松

末武雄，近藤謙司，内沼栄樹（2007）しわ・た

るみの評価方法：40スコア（しわスコア）の

考案．第 50回日本形成外科学会総会・学術集

会，東京

63.山下理絵，蔦　幸子，一氏俊世，酒井　規，松

末武雄，近藤謙司，内沼栄樹（2007）レーザー・

IPLによる脱毛治療効果の比較検討（第1報）．

第50回日本形成外科学会総会・学術集会，東京

64.菅　豊明，松島貴志，王　毅彪，日原正勝，楠

本健司（2007）bFGF含有人工真皮，ナイロン

フィルムドレッシングを用いた指尖部切断損

傷の治療についての検討．第 50回日本形成外

科学会総会・学術集会，東京

65.竹本剛司，櫛田哲史，楠本健司（2007）当科

における苺状血管腫の臨床的検討．第 50回日

本形成外科学会総会・学術集会，東京

66.鈴木健司，山本　純，下間亜由子，楠本健司

（2007）眼瞼下垂症に対する前頭筋吊り上げ術

の比較検討．第 50回日本形成外科学会総会・

学術集会，東京

67.福田　智，井口有子，三宅ヨシカズ，大西早

百合，下間亜由子，楠本健司（2007）多血小

板血漿（PRP）療法による創傷治療．第 13回

ケロイド・肥厚性瘢痕研究会，東京

68.井上唯史，Frederik Z-N，楠本健司（2007）眼

窩内腫瘍を呈した LESA（lymphoepithelial

sialoadenitis）の 1例．第 18回眼瞼・義眼床手

術研究会，京都

69.久徳茂雄，畔　熱行，笠井千尋，藤里香利

（2007）顔面血管腫皮弁術後眼瞼非対称例のそ

の後，と眼窩内腫瘍に対する眼窩骨切りによ

る手術5例について．第18回眼瞼・義眼床手術

研究会，京都

70.笹尾卓史，田辺敦子（2007）外傷性上眼瞼組

織欠損症例の再建方法について．第18回眼瞼・

義眼床手術研究会，京都

71.光井俊人，三宅省吾，覚道奈津子，南方竜也，

堀尾　修，下間亜由子，楠本健司，中谷壽男

（2007）当院における過去5年間60歳以上の重

症熱傷検討．第15回日本熱傷学会近畿地方会，

東大阪

72.畔　熱行，久徳茂雄，浅井　悌，松浪勝俊

（2007）シンナー引火熱傷に対して早期植皮を

行った2例．第15回日本熱傷学会近畿地方会，

東大阪

著　書

1. 楠本健司，山本一郎，國吉京子（2007）唇裂・

口蓋裂例の顎裂に対する骨移植術―手術治療

と歯科矯正治療・構音治療の私たちの連携―．

ひととことばの臨床41–47頁，法藏館，京都

2. 國吉京子，楠本健司（2007）口蓋形成術後の

構音指導におけるぱ行音 [p] 習得の意味の考

察．ひととことばの臨床48–54頁，法藏館，京都

3. 楠本健司（2007）顔面骨骨折・頬骨骨折外傷

形成外科（安瀬正紀監，菅又　章編）45–53頁，

克誠堂出版，東京

4. 楠本健司，久保伸夫（2007）顔面骨骨折・眼

窩内側壁骨折．外傷形成外科62–69頁，克誠堂

出版，東京

皮膚科学講座

〈研究業績〉

原　著

1. Hayami J, Okamoto H, Sugihara A and Horio T

(2007) Immunosuppressive effects of photo-

dynamic therapy by topical aminolevulinic acid.

J Dermatol 34: 320–327

2. 泉川美和，堀尾　武（2007）ロキソプロフェ

ンナトリウム外用の安全性　光感作性の検

討．Prog Med　27: 635–638

3. 岡本祐之（2007）【サルコイドーシスの基礎と
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臨床Up-to-Date】サルコイドーシスの臓器病変

診断と治療　皮膚病変．呼吸器科　12: 432–

437

4. 岡本祐之（2007）光生物学と皮膚疾患　光免

疫学．日皮会誌　117: 2196–2197

5. 岡本祐之（2007）【皮膚科薬剤使用のポイント

最近 10 年間の進歩】ジェネリックの問題点

抗生物質．皮膚臨床    49: 1283–1291

6. 筋師彩子，水野可魚，山本典雅，岡本祐之，堀

尾　武（2007）塩酸エペリゾン（ミオナール）

によるnonpigmenting fixed drug eruption．臨皮

61: 788–790, HYOSHI

総　説

1. Horio T, Miyauchi-Hashimoto H, Kuwamoto K,

Yamazaki F and Okamoto H (2007) Photobio-
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の連続縫合の意義．第21回日本Endourology・

ESWL学会総会，東京

26.德本隆博，増田朋子，河　　源，六車光英，室

田卓之，木下秀文，松田公志（2007）腹腔鏡

下両側副腎摘除術を施行した Carney Complex

の1例．第57回日本泌尿器科学会中部総会，奈

良

27.河　　源，谷口久哲，松田公志（2007）男性

更年期外来受診患者における性機能とホルモ

ン補充療法による変化．第 57回日本泌尿器科

学会中部総会，奈良

28.原田二郎，木下秀文，増田朋子，日浦義仁，大

口尚基，河　　源，松田公志（2007）再燃前

立腺癌に対するタキソテール療法の治療効

果．第57回日本泌尿器科学会中部総会，奈良

29.三島崇生，大口尚基，吉田健志，河　　源，木

下秀文，松田公志（2007）当科における TVM

（Tension-free vaginal mesh）手術の成績．第57

回日本泌尿器科学会中部総会，奈良

30.松田公志（2007）腎癌の外科手術：腹腔鏡手

術．第57回日本泌尿器科学会中部総会，奈良

31.川喜多繁誠，杉　素彦，島田　治，矢西正明，

福井勝也，室田卓之，志賀淑子，播磨洋子，木

下秀文，松田公志（2007）関西医科大学滝井

病院における限局性前立腺癌に対する I-125密

封小腺源永久挿入治療の初期経験．第 57回日

本泌尿器科学会中部総会，奈良

32.渡邉仁人，増田朋子，河　　源，六車光英，室

田卓之，木下秀文，松田公志（2007）前立腺

全摘除術における術後成績の臨床的検討．第

57回日本泌尿器科学会中部総会，奈良

33.松田公志（2007）泌尿器腹腔鏡手術：技術認

定と基本手技．東京女子医科大学腎泌尿器癌

研究会，東京

34.松田公志（2007）腎癌に対する腹腔鏡手術―

手術手技とエビデンス―．第 10回奈良県医師

会泌尿器科部会分科会奈良県腎腫瘍研究会，

奈良

35.馬場真有美，岡田英孝，川畑仁美，下井華代，

宮城博恵，小野淑子，松岡　進，安田勝彦，日

浦義仁，松田公志，神崎秀陽（2007）不妊症

検査や治療を受けている女性の意識調査．第

52回日本生殖医学会，秋田

36.日浦義仁，六車光英，松田公志，辻　陽子，赤

松芳恵，森本義晴（2007）無精子症に対する

TESE-ICSIの検討．第 52回日本生殖医学会総

会・学術講演会，秋田

37.馬場真有美，岡田英孝，川畑仁美，下井華代，

宮城博恵，小野淑子，松岡　進，安田勝彦，日

浦義仁，松田公志，神崎秀陽（2007）不妊症

検査や治療を受けている女性の意識調査．第

52回日本生殖医学会総会・学術講演会，秋田

38.六車光英，地崎竜介，佐藤仁彦，日浦義仁，松

田公志（2007）精巣固定術により射出精子が

出現した両側停留精巣による無精子症の 1例．

第52回日本生殖医学会総会・学術講演会，秋田

39.松田公志（2007）男性の更年期障害．神戸薬

科大学　第33回卒後教育講座（CEP），神戸

40.松田公志（2007）男性更年期障害患者のQOL:

ARTの効果．第4回泌尿器疾患フォーラム，札

幌

41.檀野祥三，日浦義仁，松田公志（2007）Sildenafil

使用患者に対する新規Vardenafil投薬の有効性

の検討．日本性機能学会　第18回学術総会 /第

18回西部学術総会，岡山

42.松田公志（2007）泌尿器腹腔鏡手術：開発か

ら技術認定まで．11th Kongoh Urology

Conference，堺

43.松田公志（2007）女性尿失禁・性器脱に対す

る手術療法．第 4回茨城県排尿障害セミナー，

つくば

44.松田公志（2007）【早期腎癌の治療】腹腔鏡手

術．第34回尿路悪性腫瘍研究会，東京

45.河　　源，西川隆介，谷口久哲，日浦義仁，木

下秀文，松田公志（2007）健康中年男性にお



116 関西医大誌　第 60巻

けるテストステロンとメタボリックシンド

ローム関連因子に関する検討．日本アンドロ

ロジー学会第 26回学術大会／第 12回精子形

成・精巣毒性研究会，千葉

46.日浦義仁，六車光英，松田公志，井上貴昭，佐

藤仁彦（2007）ICSIの現在・過去・未来．日

本アンドロロジー学会第26回学術大会／第12

回精子形成・精巣毒性研究会，千葉

47.松田公志（2007）泌尿器腹腔鏡手術：技術認

定で求められる基本手技を中心に．Organon

Framingham Forum，東京

48.河　　源，谷口久哲，日浦義仁，木下秀文，松

田公志（2007）男性更年期障害評価用質問紙

からみた健康中年男性の性機能についての検

討．第17回日本性機能学会中部総会，福井

49.松田公志（2007）男性更年期障害とED．第17

回日本性機能学会中部総会，福井

50.三島崇生，大口尚基，河　　源，木下秀文，松

田公志（2007）根治手術施行後に傍大動脈リ

ンパ節の腫脹と消退をくり返した膀胱癌N2症

例の1例．第199回日本泌尿器科学会関西地方

会，兵庫

51.中川雅之，吉田浩志，田上英毅，岡村基弘，上

田朋宏（2007）若年成人の膀胱腫瘍の1例．第

199回日本泌尿器科学会関西地方会，兵庫

52.松田公志（2007）腹腔鏡下左副腎摘除術（経

腹膜到達法）．第 2回泌尿器腹腔鏡ビデオ講習

会，大阪

53.松田公志（2007）泌尿器腹腔鏡手術：基本手

技と技術認定．第 3回徳島泌尿器腹腔鏡手術

フォーラム，徳島

54.松田公志（2007）男性更年期障害～何がどこ

までわかったのか．男性更年期障害セミナー，

青森

55.井上肇一，中橋佳嗣，松本隆之，池田広記，宮

崎浩彰，廣原淳子，関　寿人，岡崎和一，山

本奈恵，植村芳子（2007）施術4年後に肝・骨

転移を来たした悪性副腎外褐色細胞腫の 1例．

第182回日本内科学会近畿地方会，大阪

56.山本奈恵，井上貴昭，吉田健志，増田朋子，地

崎竜介，渡邉仁人，川喜多繁誠，日浦義仁，大

口尚基，河　　源，木下秀文，松田公志（2007）

再発に対しCVD療法が有効であった副腎外悪

性褐色細胞腫の1例．第19回日本内分泌外科学

会総会，名古屋

57.津田　望，宮田由紀子，石村由香，居内広美，

佐藤紀子，中須税子，室田卓之，大口尚基，松

田公志（2007）膀胱全摘術患者の手術および

術後せん妄に関する検討．第 20回日本老年泌

尿器科学会，長崎

58.大口尚基（2007）過活動膀胱の診断と治療．布

施産婦人科医会学術講演会，大阪

59.松田公志（2007）男性不妊症：自然妊娠をめ

ざした治療指針．第27回日本医学会総会，大阪

60.伊藤将彰，福井勝一，小倉啓司，長船　崇

（2007）ウロマチック粘膜下注入+ロッジ電極

によるen bloc TUR-Bt．第95回日本泌尿器科学

会総会，神戸

61.井上貴昭，佐藤仁彦，大口尚基，河　　源，地

崎竜介，室田卓之，木下秀文，松田公志（2007）

腹腔鏡手術における合併症の臨床的評価．第

95回日本泌尿器科学会総会，神戸

62.河　　源，巽　一啓，松田公志（2007）男性

更年期障害の治療選択とその問題点．第 95回

日本泌尿器科学会総会，神戸

63.河　　源，巽　一啓，木下秀文，松田公志

（2007）関西医科大学男性更年期外来における

臨床統計．第95回日本泌尿器科学会総会，神戸

64.河　　源，木下秀文，松田公志（2007）腹腔

鏡下腎盂形成術（後腹膜アプローチ）．第95回

日本泌尿器科学会総会，神戸

65.乾　秀和，山本奈恵，吉田健志，増田朋子，地

崎竜介，渡邉仁人，日浦義仁，大口尚基，河

源，木下秀文，松田公志（2007）重複腎盂尿

管に対する後腹膜鏡下手術の工夫．第 95回日

本泌尿器科学会総会，神戸

66.岩本晃明，吉池美紀，中目真理子，野澤資亜

利，並木幹夫，松田公志（2007）精索静脈瘤

手術療法の有効性評価のための臨床研究－参

加施設の精液検査―Quality controlの成績―．

第95回日本泌尿器科学会総会，神戸

67.吉田健志，大口尚基，河　　源，木下秀文，松

田公志（2007）下部尿路症状に対する干渉低

周波刺激療法のQOL調査．第95回日本泌尿器

科学会総会，神戸

68.駒井資弘，藤元博行，込山元清，西山直隆，小

泉文人，根岸孝仁（2007）間歇的ホルモン療

法の成績．第95回日本泌尿器科学会総会，神戸
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69.込山元清，藤元博行，前田哲雄，根岸孝仁，小

泉文人，駒井資弘，西山直隆（2007）Carbon-

11-cholin PET/MRIを用いた前立腺癌の局在診

断の検討．第95回日本泌尿器科学会総会，神戸

70.根岸孝仁，藤元博行，岡島英二郎，込山元清，

西山直隆，駒井資弘，小泉文人（2007）局所

前立腺癌に対する広汎前立腺全摘単独療法の

短期成績．第95回日本泌尿器科学会総会，神戸

71.小泉文人，根岸孝仁，駒井資弘，西山直隆，込

山元清，岡島英二郎，松岡直樹，藤元博行

（2007）High risk膀胱癌における膀胱温存療法

後の再発時期の検討．第 95回日本泌尿器科学

会総会，神戸

72.小倉啓司，伊藤将彰，福井勝一，西沢恒二，小

林　恭，雑賀興慶（2007）腎癌組織における

PyNPase（pyrimidine nucleoside phosphorylase）

およびDPD（dihydropirimidine dehydrogenase）

活性の検討．第 95回日本泌尿器科学会総会，

神戸

73.松田公志（2007）腹腔鏡下前立腺全摘除術：後

腹膜到達法における膀胱頚部剥離と膀胱尿道

吻合を中心に．第95回日本泌尿器科学会総会，

神戸

74.上田朋宏，吉田浩士，中川雅之，田上英毅，岡

村基弘，齋藤亮一，西川信之（2007）後腹膜

繊維化症に伴う上部尿路通過障害対する IPD-

1151T（Suplatast Tosilate）の治療効果．第 95

回日本泌尿器科学会総会，神戸

75.増田朋子，木下秀文，山本奈恵，吉田健志，地

崎竜介，乾　秀和，渡邉仁人，日浦義仁，大

口尚基，河　　源，松田公志（2007）前立腺

多数ヵ所生検の成績．第 95回日本泌尿器科学

会総会，神戸

76.大口尚基，吉田健志，井上貴昭，河　　源，木

下秀文，松田公志（2007）女性性器脱に対す

る腹腔鏡手術．第95回日本泌尿器科学会総会，

神戸

77.地崎竜介，河　　源，六車光英，木下秀文，松

田公志（2007）性同一性障害患者に対するQOL

調査．第95回日本泌尿器科学会総会，神戸

78.田上英毅，岡本基弘，中川雅之，中田浩士，上

田朋宏，飛田収一（2007）性感染症治療に関

する泌尿器科医を対象としたアンケート調

査．第95回日本泌尿器科学会総会，神戸

79.田中正利，小野佳成，松田公志，寺地敏郎，鈴

木和雄，馬場志郎，原　　勲，平尾佳彦（2007）

診療ガイドライン：泌尿器腹腔鏡手術．第 95

回日本泌尿器科学会総会，神戸

80.渡邉仁人，乾　秀和，福井勝一，巽　一啓，増

田朋子，山本奈恵，地崎竜介，日浦義仁，大

口尚基，河　　源，木下秀文，松田公志（2007）

重複腎盂尿管に対する後腹膜鏡下半腎摘除

術：当科における3例の経験．第95回日本泌尿

器科学会総会，神戸

81.木下秀文，河　　源，松田公志（2007）腹腔

鏡下膀胱部分切除術．第 95回日本泌尿器科学

会総会，神戸

82.鈴木啓悦，井上隆朗，藤澤正人，三好　進，松

本哲朗，藤井元廣，武田正之，大園誠一郎，碓

井　亞，公文裕巳，松田公志，三木恒治（2007）

再燃前立腺癌に対するアンチアンドロゲン交

替療法の機序と効果．第 95回日本泌尿器科学

会総会，神戸

83.鈴木啓悦，井上隆朗，藤澤正人，三好　進，松

本哲朗，藤井元廣，武田正之，大園誠一郎，碓

井　亞，公文裕巳，松田公志，市川智彦，三

木恒治（2007）非ステロイド性アンチアンド

ロゲン交替療法の臨床的意義―AWSおよび近

接効果（NASA-PC研究会データ第1報）．第95

回日本泌尿器科学会総会，神戸

84.吉田健志，地崎竜介，日浦義仁，河　　源，木

下秀文，松田公志（2007）後天性低ゴナドト

ロピン性性腺機能低下症の1例．第132回日本

生殖医学会関西支部集談会　第 34回関西アン

ドロロジーカンファレンス，大阪

85.木下秀文（2007）限局性前立腺癌の治療成績．

第14回近畿前立腺腫瘍研究会，大阪

86.山本奈恵（2007）再発に対しCVD療法が有効

であった副腎外悪性褐色細胞の 1例．第 6回

KKUC，大阪

87.地崎竜介（2007）性腺外胚細胞種の1例．第6

回KKUC，大阪

88.渡邉仁人，乾　秀和，河　　源，木下秀文，松

田公志（2007）嚢胞状変化を伴った副腎 ade-

nomatoid tumorの1例．第198回日本泌尿器科

学会関西地方会，兵庫

89.福井勝也，川喜多繁誠，杉　素彦，島田　治，

矢西正明，室田卓之，松田公志（2007）結核
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性精巣上体炎の1例．第198回日本泌尿器科学

会関西地方会，兵庫

90.山本奈恵（2007）術前クォンティフェロン検

査が有用であった肺結核合併膀胱癌患者の 1

例．第7回北河内泌尿器科懇話会，大阪

91.室田卓之（2007）マイクロターゼを用いた無

阻血腎部分切除後の尿漏の1例．第7回北河内

泌尿器科懇話会，大阪

92.川端和史（2007）治療に難渋した後腹膜腫瘍

の1例．第7回北河内泌尿器科懇話会，大阪

93.渡邉仁人（2007）腹腔鏡下腎盂形成術 : エンド

パイエロトミー後の3例．第26回泌尿器科手術

研究会，大阪

94.木下秀文（2007）腹腔鏡下腎摘出術中両手に

持つもの．ユニバーサルデザインはあるか？

第26回泌尿器科手術研究会，大阪

著　書

1. 松田公志（2007）IV．副腎 /5．内視鏡下副腎摘

除手術のKnack & Pitfalls　3）経腹膜前方アプ

ローチ．Knack & Pitfalls 内分泌外科の要点と

盲点　330–331頁，文光堂，東京

2. 松田公志（2007）第 2 章　症候と医療面接．

NEW泌尿器科学15–30頁，南江堂，東京

3. 松田公志（2007）男性不妊症．NEW泌尿器科

学　295–298頁，南江堂，東京

4. 山本奈恵，松田公志（2007）腹腔鏡手術 i外科
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23.武田俊彦，寺内博夫，西村哲哉，松村美代，中

谷壽男（2007）関西医科大学滝井病院救命救

急センター眼科救急の統計学的考察．第 61回

日本臨床眼科学会，京都

24.木内克治，山田眞未，植村芳子，正健一郎，大

津弥生，三木克朗，西村哲哉，松村美代（2007）

眼症状を契機に明らかとなった胸腺原発の転

移性脈絡膜腫瘍の1例．第61回日本臨床眼科学

会，京都

25.垰本　慎，松山加耶子，和田光正，西村哲哉，

松村美代（2007）白内障硝子体手術後におけ

る新しい2種のアクリル製IOLの安定性につい

ての検討．第61回日本臨床眼科学会，京都

26.安藤　彰（2007）緑内障．目の愛護デー，大阪

27.松村美代（2007）糖尿病網膜症による血管新

生緑内障の治療．和歌山眼科フォーラム，和

歌山

28.南部裕之（2007）極小切開白内障手術と緑内

障手術．京阪地区眼科勉強会，守口

29.垰本　慎（2007）白内障硝子体同時手術後に

おける新しい2種のアクリル製IOLの安定性に

ついての検討．第 12回大阪眼科手術シンポジ

ウム，大阪

30.安藤　彰，嶋千絵子，松山加耶子，福井智恵

子，桑原敦子，松原敬忠，城　信雄，南部裕

之，松村美代（2007）関西医大で行った入院

眼圧日内変動測定とその評価．第 18回日本緑

内障学会，岐阜

31.松原敬忠，南部裕之，城　信雄，松村美代，安

藤　彰（2007）ICE症候群に対するマイトマイ

シン Cトラベクレクトミーの術後成績．第 18

回日本緑内障学会，岐阜

32.松村美代（2007）緑内障オールスターズ 2007

糖尿病網膜症による血管新生緑内障治療の進

歩．第18回日本緑内障学会，岐阜

33.南部裕之，城　信雄，松原敬忠，松村美代，安

藤　彰（2007）極小切開白内障とサイヌソト

ミー併用トラベクロトミー同時手術の成績．

第18回日本緑内障学会，岐阜

34.緒方奈保子（2007）加齢黄斑変性の診断と治

療．第1回和歌山黄斑研究会，和歌山

35.安藤　彰，尾辻　剛，福井智恵子，桑原敦子，

嶋千絵子，松山加耶子，松原敬忠，城　信雄，

南部裕之，松村美代（2007）ラタノプロスト

投与中の正常眼圧緑内障に追加したニプラジ

ロールの眼圧と視野への効果．第360回大阪眼

科集談会，大阪

36.高橋寛二（2007）ミニレクチャー 加齢黄斑変

性―診断のポイント―．第360回大阪眼科集談

会，大阪

37.上田義朗，星野　健，垰本　慎，和田光正，西

村哲哉，松村美代（2007）Pitの見つからない

Pit-Macular症候群（視神経乳頭小窩症候群）の

1例．第360回大阪眼科集談会，大阪
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38.垰本　慎，松山加耶子，西村哲哉，松村美代

（2007）強度近視眼の黄斑部網膜分離•剥離に

対する術式別術後成績の検討．第360回大阪眼

科集談会，大阪

39.高橋寛二（2007）PDTケーススタディ―パター

ン別対処法―．長崎県眼科集談会，長崎

40.松村美代（2007）開放隅角緑内障治療の現況．

北陸オフサルミックセミナー，金沢

41.松村美代（2007）糖尿病網膜症の硝子体手術

―成果と合併症をふまえた適応の変遷．山形

眼科先進医療研究会，山形

42.舘野寛子，星野　健，高橋寛二，松村美代

（2007）肝細胞癌からの転移性脈絡膜腫瘍の 1

例．第359回大阪眼科集談会，大阪

43.松村美代（2007）ミニレクチャー　視神経乳

頭の見かた．第359回大阪眼科集談会，大阪

44.城　信雄，南部裕之，松原敬忠，松村美代

（2007）続発性が疑われる開放隅角緑内障に対

するサイヌソトミー併用トラベクロトミー．

第359回大阪眼科集談会，大阪

45.南部裕之，松原敬忠，城　信雄，松村美代

（2007）ICE症候群に対するマイトマイシン C

併用トラベクロトミーの術後成績．第359回大

阪眼科集談会，大阪

46.高橋寛二（2007）近視眼，傾斜乳頭症候群に

おけるポリープ状脈絡膜血管症．第 9回 Japan

Macula Club，蒲郡

47.松村美代（2007）PitのないPit-macular 症候群．

第9回 Japan Macula Club，蒲郡

48.松山加耶子，緒方奈保子，木本高志，高橋寛

二，松村美代，西村哲哉（2007）網膜下液生

検で診断が確定したブタ回虫の一例．スリー

サムイン東京（第41回日本眼炎症学会），東京

49.木村元貴，木本高志，西村哲哉，中内正志，大

津弥生，松村美代（2007）急性網膜壊死に対

する硝子体手術の検討．スリーサムイン東京

（第41回日本眼炎症学会），東京

50.金　熙乾，星野　健，山田晴彦，高橋寛二，松

村美代（2007）結核治療後にみつかった網膜

静脈周囲炎の1症例．スリーサムイン東京（第

44回日本眼感染症学会），東京

51.西村哲哉（2007）網膜・硝子体手術，最近の

話題．大阪市大眼科同窓会，大阪

52.永井由巳，正健一郎，有澤章子，長央由里子，

津村晶子，尾辻　剛，高橋寛二（2007）自費

治療にて光線力学的療法を行った特発性脈絡

膜新生血管の長期経過．第 24回日本眼循環学

会，香川

53.高橋寛二，湯沢美都子（2007）加齢黄斑変性

とその近縁疾患．第24回日本眼循環学会，香川

54.難波奈々，有澤章子，永井由巳，長央由里子，

高橋寛二，松村美代（2007）傾斜乳頭症候群

にポリープ状脈絡血管症を合併した2症例．第

24回日本眼循環学会，香川

55.松村美代（2007）糖尿病網膜症の硝子体手術

―ほんとの手術時期は？　第 6回大阪オフサ

ルミックセミナー，大阪

56.山田晴彦（2007）糖尿病網膜症について．平

成 19年度コミュニティーカレッジ前期講座，

枚方

57.松村美代（2007）本学の OSCE，Advanced

OSCE．関西医大新任教員ワークショップ，枚

方

58.高橋寛二（2007）加齢黄斑変性の内科的治療．

第1回甲子園眼科オープンカンファレンス，西

宮

59.松山加耶子，緒方奈保子，木本高志，高橋寛

二，松村美代，西村哲哉（2007）網膜下液生

検で診断が確定したブタ回虫の一例．第358回

大阪眼科集談会，大阪

60.有澤章子，高橋寛二，正健一郎，永井由巳，松

村美代（2007）眼底血管病変を伴った加齢黄

斑変性症に対する光線力学的療法．第358回大

阪眼科集談会，大阪

61.安藤　彰，小池直子，新井英子，河合江実，秋

岡真砂子，松井淑江，高橋寛二，松村美代

（2007）視神経炎の経過中に眼球突出を呈して

診断がついた視神経の髄膜腫の一例．第113回

京都眼科学会，京都

62.西川真生，山田晴彦，城　信雄，大津弥生，緒

方奈保子，松永裕史，和田光正，嶋千絵子，松

山加耶子，松村美代（2007）糖尿病網膜症に

よる血管新生緑内障の初診時所見と予後．第

113回京都眼科学会，京都

63.城　信雄，南部裕之，松原敬忠，松村美代，安

藤　彰（2007）続発性が疑われる開放隅角緑

内障に対するサイヌソトミー併用トラベクロ

トミー．第113回京都眼科学会，京都
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64.難波奈々，有澤章子，永井由巳，長央由里子，

高橋寛二，松村美代（2007）傾斜乳頭症候群

にポリープ状脈絡膜血管症を合併した 2症例．

第113回京都眼科学会，京都

65.武田俊彦，岩瀬正顕，平川昭彦，村尾佳則，中

谷壽男，松村美代，西村哲哉（2007）関西医

科大学滝井病院高度救命救急センターにおけ

る眼科救急の統計学的考案．第 21回日本外傷

学会，千葉

66.高橋寛二（2007）滲出型加齢黄斑変性の病態

と診断．三重県眼科医会集談会，津

67.松村美代（2007）眼科学教育．第111回日本眼

科学会総会，大阪

68.有澤章子，高橋寛二，永井由巳，正健一郎，有

馬由里子，津村晶子，松村美代（2007）視力

良好例に対する光線力学的療法．第111回日本

眼科学会総会，大阪

69.高橋寛二（2007）教育セミナー　加齢黄斑変

性アップデイト：加齢黄斑変性の診断基準．第

111回日本眼科学会総会，大阪

70.高橋寛二（2007）ランチョンセミナー　わが

国における加齢黄斑変性治療の趨勢と今後の

展望．第111回日本眼科学会総会，大阪

71.山田晴彦，樋口暁子，城　信雄，和田光正，松

村美代，小崎篤志，岩坂寿二（2007）ACE阻

害薬による増殖糖尿病網膜症への進行阻害効

果．第111回日本眼科学会総会，大阪

72.松山加耶子，緒方奈保子，嶋千絵子，松永裕

史，和田光正，城　信雄，松村美代（2007）2

型糖尿病の血中 Pigment Epithelium-Derived

Factor（PEDF）．第 111回日本眼科学会総会，

大阪

73.正健一郎，永井由巳，有澤章子，長央由里子，

武田丹音，津村晶子，尾辻　剛，高橋寛二

（2007）偽Classic病巣を有するポリープ状脈絡

膜血管症に対する光線力学療法の治療成績．

第111回日本眼科学会総会，大阪

74.三木克朗，高橋寛二，北川チエミ，垰本　慎，

木本高志，西村哲哉，松村美代，坂井田紀子，

四方伸明，上村芳子，螺良愛郎（2007）マイ

ラゲル使用強膜内陥術後に発症した眼内炎の

症例．第111回日本眼科学会総会（第42回臨床

眼病理組織研究会），大阪

75.木村元貴，木本高志，中内正志，大津弥生，西

村哲哉，松村美代（2007）急性網膜壊死に対

する硝子体手術の検討．第357回大阪眼科集談

会，大阪

76.高橋寛二（2007）脈絡膜新生血管の臨床病理

相関．第5回 ICG勉強会，京都

77.高橋寛二（2007）AMD治療の評価と展望．大

阪府眼科医会教育ゼミナール，大阪

78.緒方奈保子，松山加耶子，松岡雅人，嶋千絵

子，和田光正，城　信雄，松村美代（2007）糖

尿病網膜症と血中 Pigment Epithelium-Derived

Factor（PEDF）．第11回眼科分子生物研究会，

宮城

79.松村美代（2007）糖尿病網膜症による血管新

生緑内障にとりくんで．第 13回日本糖尿病眼

学会総会，京都

80.城　信雄，緒方奈保子，松山加耶子，嶋千絵

子，松永裕史，西川真生，和田光正，山田晴

彦，西村哲哉，松村美代（2007）新生血管緑

内障を伴う増殖糖尿病網膜症に対する bevaci-

zumabの有効性．第 13回日本糖尿病眼学会総

会，京都

81.嶋千絵子，緒方奈保子，松永裕史，松山加耶

子，和田光正，城　信雄，松村美代（2007）糖

尿病黄斑浮腫に対するトリアムシノロン併用

毛細血管瘤凝固の治療成績．第 13回日本糖尿

病眼学会総会，京都

82.和田光正（2007）血管新生緑内障症例と硝子

体手術．第13回日本糖尿病眼学会総会，京都

83.高橋寛二（2007）PDTケーススタディ―パター

ン別対処法―．第 2回奈良県黄斑疾患研究会，

奈良

84.高橋寛二（2007）PDT ケーススタディ―加齢

黄斑変性，こんなときどうする？―．第4回東

北黄斑研究会，仙台

85.桐山直子，足立　靖，向出裕美，重松明男，池

原　進（2007）（NZWxBXSB）F1 マウス（W/

BF1）は LPSに感受性である．第 96回日本病

理学会総会，大阪

86.向出裕美，足立　靖，重松明男，桐山直子，上

山泰男，池原　進（2007）ヒト大腸癌細胞に

おける FKBP51の発現．第 96回日本病理学会

総会，大阪

87.重松明男，足立　靖，竹谷　茂，桐山直子，向

出裕美，池原　進（2007）ヒト正常細胞にお
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けるサイトグロビンの発現の検討．第 96回日

本病理学会総会，大阪

88.和田光正（2007）糖尿病網膜症に伴う血管新

生緑内障と硝子体手術．第9回ボーダーレス眼

科臨床研究会，大阪

89.金　煕乾，星野　健，山田晴彦，高橋寛二，松

村美代（2007）結核治療後に発症した網膜静

脈周囲炎の 1症例．第 356回大阪眼科集談会，

大阪

90.城　信雄，緒方奈保子，松山加耶子，嶋千恵

子，松永裕史，西川真生，和田光正，山田晴

彦，西村哲哉，松村美代（2007）血管新生緑

内障を伴う増殖糖尿病網膜症に対する bevaci-

zumabの有効性．第356回大阪眼科集談会，大阪

91.松村美代（2007）緑内障の診断．第3回滋賀県

眼科診療フォーラム，滋賀

92.松村美代（2007）糖尿病網膜症～経過観察か

ら手術まで～．枚方眼疾患フォーラム，大阪

93.城　信雄（2007）緑内障診断のポイント～早

期発見は視神経乳頭で～．枚方眼疾患フォー

ラム，大阪

94.南部裕之（2007）原発性閉塞隅角緑内障の治

療方針．枚方眼疾患フォーラム，大阪

95.垰本　慎（2007）裂孔原性網膜剥離の手術～

バックリングと硝子体手術～．枚方眼疾患

フォーラム，大阪

96.永井由巳，高橋寛二，正健一郎，津村晶子，宇

山昌延（2007）放射状配列を示す家族性ドルー

ゼンMalattia leventineseの臨床像．厚生労働省

難治性疾患克服研究事業　網膜脈絡膜・視神

経萎縮症調査研究班，福岡

97.高橋寛二，小椋祐一郎，湯沢美都子，石橋達

朗（2007）加齢黄斑変性の新しい診断基準．厚

生労働省難治性疾患克服研究事業　網膜脈絡

膜・視神経萎縮症調査研究班，福岡

98.正健一郎，永井由巳，有澤章子，長央由里子，

武田丹音，津村晶子，尾辻　剛，高橋寛二

（2007）偽Classic所見を有するポリープ状脈絡

膜血管症に対する光線力学療法の治療成績．

厚生労働省難治性疾患克服研究事業　網膜脈

絡膜・視神経萎縮症調査研究班，福岡

99.長央由里子，高橋寛二，永井由巳，正健一郎，

有澤章子，津村晶子，松村美代（2007）視力

不良例に行った光線力学的療法（PDT）の成

績．厚生労働省難治性疾患克服研究事業　網

膜脈絡膜・視神経萎縮症調査研究班，福岡

100.高橋寛二（2007）治療部位の確定，フォロー

アップ，患者指導．第 10回眼科 PDT講習会，

東京

101.松村美代（2007）周術期の全身管理―眼科医

に知って欲しいこんな点，あんな点―．第 30

回日本眼科手術学会，京都

102.大津弥生，西村哲哉，伊東滋雄（2007）30年

間無症状で経過した前房内異物の1例．第30回

日本眼科手術学会，京都

103.北川チエミ，緒方奈保子，西村哲哉，有澤章
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出血性ショックにおける高張食塩液蘇生の臓器障害防御効果とアポトーシス発現に関する実験的研究

1）出血性ショックにおける高張食塩液の免疫賦活作用に関する研究

－アポトーシスと iNOSの関連について－

出血性ショック後の蘇生に成功しても，その後にARDS（急性呼吸窮迫症候群）やMOF（多臓器不全）

が発生し，死亡する症例がしばしば見られる．これには，出血性ショック後の免疫抑制状態が深く関与

していると考えられ，高張食塩液の抗アポトーシス作用が免疫抑制状態を回復または回避するメカニズ

ムの解明を行い，治療に役立てることを目標とする．

高張食塩液蘇生が免疫担当臓器の胸腺および脾臓のCD4+CD25+制御性T細胞とγδT細胞にどの程度影

響を及ぼし，また iNOSとアポトーシスが関与しているかを検討している．wild typeとしてのC57BL6/Jマ

ウスと iNOSノックアウトマウス（B6.129P2（NOS2））を用いた．全身麻酔下に左大腿動脈にPE10のカ

テーテルを挿入し，ヘパリン100U/Kgを投与後脱血し血圧を40±5mmHgに60分保つ．蘇生液として4ml/

Kgの7.5%NaClとSB（Shed blood：脱血血液）；HS群と脱血血液の２倍量のラクテートリンゲル液と脱血

血液；2LR群を作製し，無処置の Control群と HS群と 2LR群の蘇生後 2h，6h，24h，48hの時点での

CD4+CD25+制御性T細胞とγδT細胞の脾臓及び胸腺での蘇生後の変化をフローサイトメトリーを用いて

検討している．出血性ショックはCD4+CD25+制御性T細胞，γδT細胞を介する免疫抑制に影響を及ぼし，

iNOSが関与していると考えている．
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2）出血性ショックにおける高張食塩液蘇生の臓器障害防御効果をアポトーシスと iNOSとの関連につい

て，肺障害，小腸障害の程度を判定し，それらがどの程度関与しているかを測定する．

臨床研究

1）急性期脊髄損傷に対する培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の検討．第 I－ II相臨床試験

急性期脊髄損傷患者を対象にした培養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生治療の臨床効果および安

全性を評価する．

脊髄損傷重症例では，生涯を対麻痺のために車椅子で，あるいは四肢麻痺のためにベッド上での生活

が強いられる．さらに呼吸筋麻痺のために人工呼吸器すら外せない場合もある．平成13年6月1日に厚生

労働省が行った調査において，18歳以上の脊髄損傷患者は約 10万人で毎年 5,000人の患者が発生してい

る．脊髄損傷患者の多くは介護を必要とするため，その治療法の発展は，当事者のQOLや社会参加を大

きく向上させるだけでなく，介護の社会的コストを大きく削減することに繋がるものと考えられる．

従来，何らかの外傷により損傷を受けた中枢神経組織は再生せず，その機能回復は不可能とされてき

た．急性期にはその損傷の程度をできるだけ小範囲にとどめるためメチルプレドニゾロンが投与されてい

る．また，慢性期にはその残存した神経機能をできるだけ引き出すリハビリテーションが行われている．

新しい治療法の可能性として，最近，骨髄間質細胞を移植することによって中枢神経の損傷部を修復

させようとする試みが報告された．共同で研究を行う京都大学の研究グループもラットから採取した骨

髄から間質細胞を分離培養し，胸髄 Th 8-9レベルに挫滅損傷を加えた別のラットへ移植する実験を行っ

てきた．損傷後急性期に損傷部へ直接移植を行った群で歩行運動の著明な改善を認めた．しかし，ヒト

への応用を考えた場合には，脊髄の実質内に細胞を注入するのは危険性が高く，注入操作そのものによ

り新たな損傷が発生する可能性がある．一つの解決案として，細胞を脳脊髄液中に投与することが考え

られる．ラット骨髄間質細胞を第四脳室内に投与する実験で，移植した群では神経学的な回復が認めら

れており，組織学的にも脊髄損傷の程度が軽く損傷部位の空洞の形成が少ない結果が認められた．この

回復は移植細胞からの活性物質によるものと考えられるが，その詳細は未だ不明である．移植された細

胞は，初期には損傷部位内部に認められるが，1ヵ月以上生存する細胞はごく少数しか存在せず，移植さ

れた細胞が長期間生着することが神経機能の回復にとって必須でないことが示唆される．また，移植さ

れた細胞は初期には脊髄の表面に広く分布していたが，それは時間とともに減少傾向にあったので，ES

細胞移植時に問題となっているような腫瘍化などの危険性もほとんど考えられない．

骨髄間質細胞移植以外の脊髄損傷治療として諸外国においても細胞治療の開発が行われている．脳由

来神経幹細胞を用いた治療法については，動物実験で，移植細胞が神経系の細胞に分化したという報告

がある．臨床的な利用を考えると，本人からの中枢神経由来の幹細胞の採取は現実的には難しい．また

中絶ヒト胎児由来の幹細胞や胚性幹細胞（ES cell）を利用する場合には，倫理的な問題や拒絶反応の問

題は避けられず，免疫抑制薬が必要となれば二次的な副作用も生じうる．またウィルス，プリオン等の

感染の危険性もある．また，患者自身のマクロファージを培養し活性化してから骨髄損傷部へ直接移植

する方法や，鼻粘膜より採取し培養した嗅球の神経細胞を取り巻くグリア細胞（OEG）を骨髄損傷部へ

直接移植する方法が，実際にヒトへの臨床応用として行われている．これらの治療法はまだ実験段階で

あり，有効性および安全性が検証されたものではない．加えて，これらの細胞の移植には，損傷部位の

脊椎の椎弓切除を行って損傷部の脊髄実質内に直接，細胞を注入する方法が不可欠である．

一方，今回われわれが提案する骨髄間質細胞の移植は，“脳脊髄液中への培養細胞の投与が有効であ

る”というこれまで京都大学の研究グループで行ってきた研究結果をふまえて，通常の腰椎穿刺の手技

を使って脳脊髄液中に細胞を投与するため，諸外国で行われている臨床実験と比較しても，患者への侵

襲が少なく，より危険性の少ない優れた方法であると考えている．

臨床応用に向けて，脊損ラットでの効果確認と健常サルでの安全試験は行ったものの，ヒトでの安全

試験や当然ながら効果は未確認であることなどの倫理的な問題などを注意深く検討し，患者団体とも接
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触して膨大な計画書を作成してきた．倫理委員会の承認が2005年7月1日に得られたことから，患者団体

への説明会などを経て，すでに臨床試験を開始している．

本方法による脊髄再生治療の試みは，世界初の方法であるが，これまでに2例に対して実施した．2例

とも，同じ程度の脊髄損傷患者が従来の治療方法を受けた場合の経過と比較すると，極めて良好な経過

を示している．今後も症例を重ねて医療として定着させることを狙っている．
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た逸脱型外傷性環軸椎脱臼の1例．第10回日本

臨床救急医学会，神戸

50.藤原弘佳，村尾佳則，波柴尉充，杉本達哉，梶

本心太郎，前田裕二，岩瀬正顕，中谷壽男

（2007）神経性食思不振症加療中にタコツボ型

心筋症，心室性不整脈を合併し失った一例．第

10回日本臨床救急医学会，神戸

51.波柴尉充，齊藤福樹，杉本達哉，前田裕仁，平

川昭彦，岩瀬正顕，村尾佳則，中谷壽男，河

本圭司（2007）頭部外傷にBrown-Sequard型神

経障害を伴った頸髄損傷の1例．第10回日本臨

床救急医学会，神戸

52.平川昭彦，波柴尉充，梶本心太郎，前田裕二，

岩瀬正顕，小宮山豊，村尾佳則，中谷壽男

（2007）DICに合併し診断に苦慮したHIT3例．

第10回日本臨床救急医学会，神戸

53.鈴木聡史，岸本真房，富野敦稔，藤井弘史，山

本　透，北澤康秀（2007）重篤な水溶性下痢

と腎前性腎不全にて救急外来を受診し診断さ

れた膵VIP産生腫瘍の1例．第10回日本臨床救

急医学会，神戸

54.岩瀬正顕，齊藤福樹，前田裕仁，平川昭彦，中

谷壽男，河本圭司（2007）骨損傷のない脊髄

損傷の現状と問題点．第 21回日本外傷学会，

千葉

55.中谷壽男（2007）急性期脊髄損傷に対する培

養自家骨髄間質細胞移植による脊髄再生臨床

経験．第21回日本外傷学会，千葉

56.藤原弘佳，村尾佳則，宮崎秀行，前田裕仁，岩

瀬正顕，中谷壽男（2007）土砂の生き埋めに

よる心肺停止より完全社会復帰しえた一治験

例．第21回日本外傷学会，千葉

57.武田俊彦，岩瀬正顕，平川昭彦，村尾佳則，中

谷壽男，松村美代，西村哲哉（2007）関西医

科大学滝井病院高度救命救急センターにおけ

る眼科救急の統計学的考案．第 21回日本外傷

学会，千葉

58.平川昭彦，齋藤福樹，梶本心太郎，前田裕二，

岩瀬正顕，村尾佳則，中谷壽男（2007）外傷

性脾損傷の診断と治療戦略．第 21回日本外傷

学会，千葉

59.齊藤福樹，中谷健治，中村誠也，平川昭彦，岩

瀬正顕，村尾佳則，中谷壽男（2007）不安定

骨盤輪骨折に対するM-shaped pelvis plateの使

用経験．第21回日本外傷学会，千葉

60.村尾佳則，平川昭彦，中谷壽男（2007）出血

性ショックにおける臓器障害とアポートシス
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関連蛋白について．第22回日本ショック学会，

大津

61.鈴木義久，岩瀬正顕，中谷壽男，井出千束

（2007）骨髄細胞を用いた脊髄損傷治療．第27

回日本脳神経外科コングレス，仙台

62.富野敦稔，山本　透，北澤康秀（2007）Picco

モニターを用いた集中治療管理症例の検討．

第18回日本臨床モニター学会，名古屋

63.藤井弘史，北澤康秀，山本　透，富野敦稔，鈴

木聡史，岸本真房，大久保遊平，中野誠人

（2007）急性大動脈解離術後早期自宅退院．日

本外科学会定期学術集会，大阪

64.岩瀬正顕，前田裕仁，吉岡正太郎，武田俊彦，

中谷壽男，河本圭司（2007）頭部外傷後に視

野障害と回旋症眼振をきたした1例．第30回日

本神経外傷学会，仙台

65.岩瀬正顕，前田裕仁，吉岡正太郎，中谷壽男，

河本圭司（2007）外傷を契機に発症した奇異

性脳梗塞の2例．第32回日本脳卒中学会，福岡

66.梶本心太郎，波柴尉充，平川昭彦，村尾佳則，

中谷壽男（2007）腐食性食道炎・胃炎に対す

る早期内視鏡検査の有用性について．第 43回

日本腹部救急医学会，東京

67.村尾佳則，平川昭彦，梶本心太郎，波柴尉充，

中谷壽男（2007）エホバ証人の肝損傷例の経

験．第43回日本腹部救急医学会，東京

68.平川昭彦，波柴尉充，梶本心太郎，村尾佳則，

中谷壽男（2007）外傷性脾損傷の検討．第 43

回日本腹部救急医学会，東京

69.国澤亜以，北澤康秀，鈴木聡史，岸本真房，富

野敦稔，藤井弘史，山本　透，龍　尭志，浅

井昭雄（2007）進行性の両下肢脱力を主訴に

救急外来を受診し特発性硬膜外血腫の診断で

手術的に治療しえた1例．第95回近畿救急医学

研究会，京都

70.富野敦稔，藤井弘史，岸本真房，鈴木聡史，廣

岡　智，山本　透，北澤康秀（2007）当施設

における血管疾患救急の実績．第 95回近畿救

急医学研究会，京都

71.鈴木聡史，岸本真房，富野敦稔，藤井弘史，山

本　透，小宮山豊，北澤康秀（2007）敗血症

性DICの経過中にHITを併発した腎孟腎炎の1

例．第95回近畿救急医学研究会，京都

72.岩瀬正顕，齋藤福樹，前田裕仁，吉岡正太郎，

中谷壽男，河本圭司（2007）自家骨髄間質細

胞移植による脊髄再生の開始．第 12回日本脳

神経外科救急学会，東京

73.前田裕仁，岩瀬正顕，齋藤福樹，平川昭彦，村

尾佳則，中谷壽男，河本圭司（2007）経腸栄

養を契機に autonomic dysref I exiaをきたした

脊髄損傷の1例．第12回日本脳神経外科救急学

会，東京

74.梶本心太郎，波柴尉充，宮崎秀行，藤原弘佳，

平川昭彦，村尾佳則，中谷壽男（2007）フッ

化水素による顔面化学熱傷の一例．第 15回日

本熱傷学会近畿地方会，東大阪

75.鈴木聡史，岩井愛子，岸本真房，富野敦稔，藤

井弘史，山本　透，北澤康秀（2007）熱傷後

の経過中敗血症性 DICに至り，Anthithrombin

III/Danaparoid Sodium併用投与が奏功した小児

の一例．第 15回日本熱傷学会近畿地方会，東

大阪

76.鈴木聡史，岸本真房，富野敦稔，藤井弘史，山

本　透，北澤康秀，小宮山豊（2007）敗血症

性DICの経過中にHITを併発した腎孟腎炎の1

例．第4回南大阪DIC研究会，堺

77.村尾佳則，諌山憲司，平川昭彦，中谷壽男

（2007）出血性ショックにおける臓器障害とア

ポトーシス関連蛋白について．第7回大阪侵襲

と主体反応研究会，大阪

78.岸本真房，鈴木聡史，富野敦稔，藤井弘史，山

本　透，北澤康秀（2007）関西医科大学附属

枚方病院救急センターの開院後 1年間のまと

め．第95回近畿救急医学研究会，京都

著　書

1. 中谷壽男（2007）自動車損害賠償保障法．医

療文書の正しい書き方と医療保障の実際（日

野原重明，加我君孝編）234–235頁，金原出版，

東京

2. 中谷壽男（2007）看護のための最新医学講座

第25巻救急「第2版」．看護のための最新医学

講座（中谷壽男編）2，25，1–436頁，中山書

店，東京

3. 中谷壽男（2007）代謝・内分泌系救急病態．看

護のための最新医学講座（中谷壽男編）2，25，

220–228頁，中山書店，東京

4. 中谷壽男（2007）下部尿路・生殖器外傷．看
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護のための最新医学講座（中谷壽男編）2，25，

309–314頁，中山書店，東京

5. 中谷壽男（2007）救急処置．看護のための最

新医学講座（中谷壽男編）2，25，85–107頁，

中山書店，東京

6. 中谷壽男（2007）免疫系．救急救命士標準テ

キスト（標準テキスト編集委員会編）上，103–

105頁，へるす出版，東京

7. 中谷壽男（2007）内分泌系．救急救命士標準

テキスト（標準テキスト編集委員会編）上，

99–102頁，へるす出版，東京

8. 北澤康秀（2007）まむし咬症（agkistrodon

blomhoffi）bites．今日の治療指針（山口徹，北

原光夫，福井次矢編）2007　49，127–128頁，

医学書院，東京

9. 中谷壽男（2007）中毒性疾患の治療の動向．今

日の治療指針　2007　49，107頁，医学書院，

東京

10.山本保博，中谷壽男（2007）急性中毒．今日

の治療指針　2007（山口　徹，北原光夫，福

井次矢編）49，1185–1215頁，医学書院，東京

11.中谷壽男（2007）塩素ガス中毒．今日の治療

指針　2007（山口　徹，北原光夫，福井次矢

編）49，124頁，医学書院，東京

12.平川昭彦（2007）DNAR（Do Not Attempt

Resuscitation）．写真と動画でわかる一次救命

処置（大阪ライフサポート協会編）125–126頁，

学習研究社，東京

13.北澤康秀（2007）ショック離脱後の輸液治療．

熱傷治療マニュアル（木所昭夫編）103–109頁，

中外医学社，東京

滝井輸血部

〈研究業績〉

原　著

1. 野村昌作，石井一慶，松崎龍典，山岡　学，阿

部　操，細川美香，福原資郎（2007）特発性

血小板減少性紫斑病におけるヘリコバク

ター・ピロリ菌除菌療法とHLAクラス IIアリ

ルとの関係．MHC　14(2): 201–207

学会発表

1. 市邉明美，山岡　学，有元美代子，大西修司，

徳永裕彦（2007）低力価のHLA及びHPA抗体

保有症例に対する適合血小板輸血の有効性．

第51回日本輸血・細胞治療学会近畿支部総会，

和歌山

2. 岸本裕司，細川美香，山本茉美，寺嶋由香利，

有元美代子，阿部　操，岡前文子，寺西節子，

福原資郎，山岡　学，市邉明美，大谷哲司，大

西修司，森眞一郎（2007）自己血輸血におけ

る保存前白血球除去の効果．第55回日本輸血・

細胞治療学会，名古屋

3. 山岡　学，大西修司，大谷哲司，市邉明美，森

眞一郎，阿部　操，細川美香，福原資郎，海

堀昌樹（2007）HLA抗体保有患者の生体肝移

植症例．第55回日本輸血・細胞治療学会総会，

名古屋

4. 山岡　学，大西修司，大谷哲司，市邉明美，森

眞一郎，阿部　操，中矢桂子，福原資郎（2007）

抗てんかん剤による薬剤性再生不良性貧血と

同時に温式自己抗体が認められた症例．第 56

回日本医学検査学会，宮崎

5. 徳永裕彦，大西修司，大谷哲司，市邉明美，山

岡　学（2007）人工股関節全置換術に対する

自己血輸血．第 20回日本自己血輸血学会学術

総会，新潟

滝井医療情報部

〈研究業績〉

原　著

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．医療情報学　27: 1251–
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2. 北村　臣，西村泰典，北口　宏，馬庭知弘，里

井壯平，宮崎浩彰，湯浅文雄（2007）病院開

院に伴う電子クリニカルパス導入とその後の

経過について―診療情報管理士の取り組みを

中心に．日本クリニカルパス学会誌　9: 655–660

学会発表

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．第 27回医療情報学連合

大会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

大学情報センター医療情報部

〈研究業績〉

原　著

1. 西山徳人，田中雅幸，打谷和記，鶴見由美子，

廣田育彦，仲野俊成，今村洋二（2007）特別

企画　医療安全1　薬剤マスタ管理1元化で実

現した高次の処方支援システム　―医療安全

確保の視点から―．医療情報学　27: 983–984

2. 西野典宏，仲野俊成，北村　臣，夜野敏明，西

村泰典，今村洋二（2007）電子カルテシステ

ムと物品管理システムの連携によるコスト分

析へのアプローチ．医療情報学　27: 768–771

3. 種村直美，安田照美，谷田由紀子，湯浅文雄，

西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今村洋二

（2007）電子カルテシステムと重症部門システ

ムとの処置連携の構築と課題．医療情報学

27: 434–436

4. 廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2007）新任

看護師に対する電子カルテ教育体系の構築と

その評価．医療情報学　27: 334–336

5. 谷田由紀子，安田照美，種村直美，宮崎浩彰，

仲野俊成，今村洋二（2007）指示簿実施から

の医事課へのコスト連携および薬剤部への消

費情報連携の構築．医療情報学　27: 313–315

6. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．医療情報学　27: 1251–

1254

7. 渡辺　淳，新貝欣久，松本掲典，宮田康央，仲

野俊成（2007）SMTPセッション情報を用いた

spam フィルターの構築．医療情報学　27:

1118–1121

8. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久

（2007）医療機関におけるSMTPセッション情

報を用いた迷惑メール対策．医療情報学　27:

1114–1117

9. 北村　臣，西村泰典，北口　宏，馬庭知弘，里

井壯平，宮崎浩彰，湯浅文雄（2007）病院開

院に伴う電子クリニカルパス導入とその後の

経過について―診療情報管理士の取り組みを

中心に．日本クリニカルパス学会誌　9: 655–660

総　説

1. 廣原淳子，仲野俊成，關　壽人，岡崎和一，大

西三朗（2007）原発性胆汁性肝硬変の全国調

査からみた他臓器疾患との関連．消化器科

45: 652–657

学会発表

1. 廣田美喜子，安田照美，仲野俊成（2007）新

病院開院後における電子カルテ操作の習熟度

調査．第19回大阪府看護研究学会，大阪

2. 種村直美，安田照美，谷田由紀子，湯浅文雄，

西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今村洋二

（2007）電子カルテシステムと重症部門システ

ムとの処置連携の構築と課題．第 27回医療情

報学連合大会（第8回日本医療情報学会学術大

会），神戸

3. 西山徳人，田中雅幸，打谷和記，鶴見由美子，

廣田育彦，仲野俊成，今村洋二（2007）特別

企画ポスター　医療安全 1　薬剤マスタ管理 1

元化で実現した高次の処方支援システム　―

医療安全確保の視点から―．第 27回医療情報

学連合大会（第 8回日本医療情報学会学術大

会），神戸

4. 西野典宏，仲野俊成，北村　臣，夜野敏明，西

村泰典，今村洋二（2007）電子カルテシステ
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ムと物品管理システムの連携によるコスト分

析へのアプローチ．第 27回医療情報学連合大

会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

5. 谷田由紀子，安田照美，種村直美，宮崎浩彰，

仲野俊成，今村洋二（2007）指示簿実施から

の医事課へのコスト連携および薬剤部への消

費情報連携の構築．第 27回医療情報学連合大

会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

6. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．第 27回医療情報学連合

大会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

7. 渡辺　淳，新貝欣久，松本掲典，宮田康央，仲

野俊成（2007）SMTPセッション情報を用いた

spamフィルターの構築．第27回医療情報学連

合大会（第 8回日本医療情報学会学術大会），

神戸

8. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久

（2007）医療機関におけるSMTPセッション情

報を用いた迷惑メール対策．第 27回医療情報

学連合大会（第 8回日本医療情報学会学術大

会），神戸

9. 廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2007）新任

看護師に対する電子カルテ教育体系の構築と

その評価．第27回医療情報学連合大会（第8回

日本医療情報学会学術大会），神戸

10.松岡悦子，川江寛信，東田亜希子，西野典宏，

枡田知妃呂，太田雅恵，奥川　学（2007）電

子カルテシステムを利用した治験の質向上の

検討 1　～医事課を中心とした円滑な被験者

対応の取り組み～．第 28回日本臨床薬理学会

年会，宇都宮

11.松岡悦子，川江寛信，東田亜希子，西野典宏，

枡田知妃呂，太田雅恵，奥川　学（2007）電

子カルテシステムを利用した治験の質向上の

検討 2　～治験薬処方オーダと併用禁止薬

チェック～．第 28回日本臨床薬理学会年会，

宇都宮

12.松岡悦子，西野典宏，枡田知妃呂，太田雅恵，

奥川　学（2007）電子カルテシステムを利用

した治験の質向上の検討 3　～テンプレート

を用いた電子カルテシールの利用～．第 28回

日本臨床薬理学会年会，宇都宮

13.宮﨑浩彰，清水由紀子，西本英充，前田利治，

鶴見由美子，廣田育彦，西村泰典，仲野俊成，

岡崎和一（2007）電子カルテシステムにおけ

る・アレルギーチェックの改善．第8回日本ク

リニカルパス学会学術集会，札幌

14.仲野俊成（2007）医療情報システム 3. 病院情

報システム (設計開発・仕様書契約・運用・問

題点の対応・運用管理規程 )その他システム．

2007年度医療情報技師育成講習会，西宮（関

西地区）

15.種村直美，谷田由紀子，安田照美，仲野俊成，

今村洋二（2007）電子カルテシステムにおけ

る看護業務支援システム連携．第8回日本医療

情報学会看護学術大会，福岡

16.谷田由紀子，種村直美，廣田美喜子，安田照

美，仲野俊成，宮崎浩彰，今村洋二（2007）点

滴・輸血の認証と実施．第8回日本医療情報学

会看護学術大会，福岡

著　書

1. 廣原淳子，仲野俊成，関　寿人，岡崎和一

（2007）原発性胆汁性肝硬変全国調査（第 27

報）．厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患

克服研究事業（難治性の肝・胆道疾患に関す

る調査研究）平成 18年度総括・分担研究報告

書　39–41頁，難治性の肝・胆道疾患に関する

調査研究班，東京

大学情報センター学術部

〈研究業績〉

原　著

1. Takagi K, Matsumura S, Okuda-Ashitaka E,

Okuda K, Watanabe J, Takahashi H, Iwakura Y

and Ito S (2007) Interleukin-1 is not essential for

expression of inducible NOS in hepatocytes

induced by lipopolysaccharide in vivo. Nitric

Oxide 16: 433–441
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2. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．医療情報学　27: 1251–

1254

3. 渡辺　淳，新貝欣久，松本掲典，宮田康央，仲

野俊成（2007）SMTPセッション情報を用いた

spam フィルターの構築．医療情報学　27:

1118–1121

4. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久

（2007）医療機関におけるSMTPセッション情

報を用いた迷惑メール対策．医療情報学　27:

1114–1117

学会発表

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．第 27回医療情報学連合

大会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

2. 渡辺　淳，新貝欣久，松本掲典，宮田康央，仲

野俊成（2007）SMTPセッション情報を用いた

spamフィルターの構築．第27回医療情報学連

合大会（第 8回日本医療情報学会学術大会），

神戸

3. 渡辺　淳，仲野俊成，松本掲典，新貝欣久

（2007）医療機関におけるSMTPセッション情

報を用いた迷惑メール対策．第 27回医療情報

学連合大会（第 8回日本医療情報学会学術大

会），神戸

4. 仁平美果，渡辺　淳，山田久夫（2007）粗面

小胞体の増生を観る―形態計測法を用いた小

胞体膜とリボソームの動態解析．第 48回日本

組織細胞化学会総会，甲府

5. 仁平美果，渡辺　淳，山田久夫（2007）Phe-

nobarbital投与ラット肝細胞における粗面小胞

体の増生．第112回日本解剖学会総会・全国学

術集会，大阪

6. 渡辺　淳，山田久夫（2007）ディジタル組織

画像の利点と欠点．第 112回日本解剖学会総

会・全国学術集会，大阪

医療安全管理センター

〈研究業績〉

原　著

1. 谷田由紀子，安田照美，種村直美，宮崎浩彰，

仲野俊成，今村洋二（2007）指示簿実施から

の医事課へのコスト連携および薬剤部への消

費情報連携の構築．医療情報学　27: 313–315

2. 北村　臣，西村泰典，北口　宏，馬庭知弘，里

井壯平，宮崎浩彰，湯浅文雄（2007）病院開

院に伴う電子クリニカルパス導入とその後の

経過について―診療情報管理士の取り組みを

中心に．日クリニカルパス会誌　9: 655–660

学会発表

1. 小室　元，清水由紀子，宮崎浩彰，中島せい

子（2007）虚弱高齢者の転倒骨折予防の対策

新しいヒッププロテクタの装着感の検討．医

療の質・安全学会，東京

2. 谷田由紀子，安田照美，種村直美，宮崎浩彰，

仲野俊成，今村洋二（2007）指示簿実施から

の医事課へのコスト連携および薬剤部への消

費情報連携の構築．第 27回医療情報学連合大

会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

3. 宮﨑浩彰，清水由紀子，西本英充，前田利治，

鶴見由美子，廣田育彦，西村泰典，仲野俊成，

岡崎和一（2007）電子カルテシステムにおける

アレルギーチェックの改善．第8回日本クリニ

カルパス学会学術集会，札幌

4. 宮崎浩彰，並木みどり，新宮　興（2007）新

旧3病院でのインシデントレポートの比較．日

本医療マネジメント学会，東京

5. 谷田由紀子，種村直美，廣田美喜子，安田照

美，仲野俊成，宮崎浩彰，今村洋二（2007）点

滴・輸血の認証と実施．第8回日本医療情報学

会看護学術大会，福岡
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総合診療科

〈研究業績〉

原　著

1. 高田厚照，西上尚志（2007）【病棟必携！カラー

で診る循環器病の救急診療マニュアル】画像

で解説　検査と診断　心エコー検査．CIRC

Up-to-Date 2: 66–83

2. 田中夏貴，マイク・D・フェターズ，マイク・

チュー，神保真人，西上尚志（2007）家庭医

療学におけるチームアプローチの重要性と日

本における可能性　ミシガン大学家庭医療学

科における実例．家庭医療　13: 22–28

3. 西上尚志（2007）大学病院における総合診療

部の役割．大阪歯医師会誌　16: 229–236

学会発表

1. 成田基良，豊永貴彦，塩見圭佑，鈴木　亮，住

本貴美，井上肇一，池田広記，中橋佳嗣，廣

原淳子，関　寿人，岡崎和一，海堀昌樹，上

山泰男，植村芳子（2007）肝癌と鑑別が困難

であった限局性結節性過形成（FNH）の 1例．

第87回日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

2. 山田晴彦，樋口暁子，城　信雄，和田光正，松

村美代，小崎篤志，岩坂寿二（2007）ACE阻

害薬による増殖糖尿病網膜症への進行阻害効

果．第111回日本眼科学会総会，大阪

3. 深田憲将，森　茂生，井上肇一，岡崎　敬，光

山俊行，田橋賢也，松下光伸，関　寿人， 岡崎

和一，尾崎吉郎，坂井田紀子（2007）好酸球

性胃腸炎により発症したChurg-Strauss症候群

の1例．第78回日本消化器内視鏡学会近畿地方

会，大阪

4. 鈴木　亮，住本貴美，中橋佳嗣，武尾真宏，光

山俊行，岡崎　敬，井上肇一，若松隆宏，松

本隆之，池田広記，宮崎浩彰，廣原淳子，関

寿人，岡崎和一，植村芳子（2007）興味深い

臨床経過を辿ったB型急性肝炎の2例．第86回

日本消化器病学会近畿支部例会，大阪

枚方輸血部

〈研究業績〉

原　著

1. Kaibori M, Uchida Y, Ishizaki M, Saito T, Hiro-

hara J, Kishimoto Y, Uemura Y, Tanaka K and

Kamiyama Y (2007) Living donor liver transplan-

tion for primary biliary cirrhosis with

autoimmune hemolytic anemia: a case report.

Dig Dis Sci 52: 3237–3239

2. Yanada M, Matsushita T, Asou N, Kishimoto Y,

Tsuzuki M, Maeda Y, Horikawa K, Okada M,

Ohtake S, Yagasaki F, Matsumoto T, Kimura Y,

Shinagawa K, Iwanaga M, Miyazaki Y, Ohno R,

Naoe T (2007) Severe hemorrhagic complica-

tions during remission induction therapy for acute

promyelocytic leukemia: incidence, risk factors,

and influence on outcome. Eur J Haematol 78:

213–219

3. Asou N, Kishimoto Y, Kiyoi H, Okada M, Kawai

Y, Tsuzuki M, Horikawa K, Matsuda M, Shina-

gawa K, Kobayashi T, Ohtake S, Nishimura M,

Takahashi M, Yagasaki F, Takeshita A, Kimura

Y, Iwanaga M, Naoe T, Ohno R; Japan Adult

Leukemia Study Group (2007) A randomized

study with or without intensified maintenance

chemotherapy in patients with acute promyelo-

cytic leukemia who have become negative for

PML-PARalpha transcript after consolidation

therapy: the Japan Adult Leukemia Study Group

(JALSG) APL97 study. Blood 110: 59–66

4. 野村昌作，石井一慶，松崎龍典，山岡　学，阿

部　操，細川美香，福原資郎（2007）特発性

血小板減少性紫斑病におけるヘリコバク

ター・ピロリ菌除菌療法とHLAクラス IIアリ

ルとの関係．MHC 14: 201–207

学会発表

1. 岸本裕司，細川美香，山本茉美，寺嶋由香利，

有元美代子，阿部　操，岡前文子，寺西節子，
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福原資郎，山岡　学，市邉明美，大谷哲司，大

西修司，森眞一郎（2007）自己血輸血におけ

る保存前白血球除去の効果．第55回日本輸血・

細胞治療学会，名古屋

2. 寺嶋由香利，寺西節子，山本茉美，有元美代

子，細川美香，阿部　操，岡前文子，市邉明

美，岸本裕司，福原資郎（2007）輸血前後の

感染症検査に対する取り組み．第 55回日本輸

血・細胞治療学会，名古屋

3. 山岡　学，大西修司，大谷哲司，市邉明美，森

眞一郎，阿部　操，細川美香，福原資郎，海

堀昌樹（2007）HLA抗体保有患者の生体肝移

植症例．第55回日本輸血・細胞治療学会総会，

名古屋

4. 山岡　学，大西修司，大谷哲司，市邉明美，森

眞一郎，阿部　操，中矢桂子，福原資郎（2007）

抗てんかん剤による薬剤性再生不良性貧血と

同時に温式自己抗体が認められた症例．第 56

回日本医学検査学会，宮崎

枚方医療情報部

〈研究業績〉

原　著

1. 西山徳人，田中雅幸，打谷和記，鶴見由美子，

廣田育彦，仲野俊成，今村洋二（2007）特別

企画　医療安全1　薬剤マスタ管理1元化で実

現した高次の処方支援システム　―医療安全

確保の視点から―．医療情報学　27: 983–984

2. 西野典宏，仲野俊成，北村　臣，夜野敏明，西

村泰典，今村洋二（2007）電子カルテシステ

ムと物品管理システムの連携によるコスト分

析へのアプローチ．医療情報学　27: 768–771

3. 種村直美，安田照美，谷田由紀子，湯浅文雄，

西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今村洋二

（2007）電子カルテシステムと重症部門システ

ムとの処置連携の構築と課題．医療情報学

27: 434–436

4. 廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2007）新任

看護師に対する電子カルテ教育体系の構築と

その評価．医療情報学　27: 334–336

5. 谷田由紀子，安田照美，種村直美，宮崎浩彰，

仲野俊成，今村洋二（2007）指示簿実施から

の医事課へのコスト連携および薬剤部への消

費情報連携の構築．医療情報学　27: 313–315

6. 北村　臣，西村泰典，北口　宏，馬庭知弘，里

井壯平，宮崎浩彰，湯浅文雄（2007）病院開

院に伴う電子クリニカルパス導入とその後の

経過について―診療情報管理士の取り組みを

中心に．日本クリニカルパス学会誌　9: 655–

660

学会発表

1. 廣田美喜子，安田照美，仲野俊成（2007）新

病院開院後における電子カルテ操作の習熟度

調査．第19回大阪府看護研究学会，大阪

2. 種村直美，安田照美，谷田由紀子，湯浅文雄，

西野典宏，西村泰典，仲野俊成，今村洋二

（2007）電子カルテシステムと重症部門システ

ムとの処置連携の構築と課題．第 27回医療情

報学連合大会（第8回日本医療情報学会学術大

会），神戸

3. 西山徳人，田中雅幸，打谷和記，鶴見由美子，

廣田育彦，仲野俊成，今村洋二（2007）特別

企画ポスター　医療安全 1　薬剤マスタ管理 1

元化で実現した高次の処方支援システム　―

医療安全確保の視点から―．第 27回医療情報

学連合大会（第 8回日本医療情報学会学術大

会），神戸

4. 西野典宏，仲野俊成，北村　臣，夜野敏明，西

村泰典，今村洋二（2007）電子カルテシステ

ムと物品管理システムの連携によるコスト分

析へのアプローチ．第 27回医療情報学連合大

会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

5. 谷田由紀子，安田照美，種村直美，宮崎浩彰，

仲野俊成，今村洋二（2007）指示簿実施から

の医事課へのコスト連携および薬剤部への消

費情報連携の構築．第 27回医療情報学連合大

会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸

6. 廣田美喜子，安田照美，夜野敏明，西野典宏，

西村泰典，仲野俊成，今村洋二（2007）新任

看護師に対する電子カルテ教育体系の構築と
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その評価．第27回医療情報学連合大会（第8回

日本医療情報学会学術大会），神戸

7. 松岡悦子，川江寛信，東田亜希子，西野典宏，

枡田知妃呂，太田雅恵，奥川　学（2007）電

子カルテシステムを利用した治験の質向上の

検討 1　～医事課を中心とした円滑な被験者

対応の取り組み～．第 28回日本臨床薬理学会

年会，宇都宮

8. 松岡悦子，川江寛信，東田亜希子，西野典宏，

枡田知妃呂，太田雅恵，奥川　学（2007）電

子カルテシステムを利用した治験の質向上の

検討 2　～治験薬処方オーダと併用禁止薬

チェック～．第 28回日本臨床薬理学会年会，

宇都宮

9. 松岡悦子，西野典宏，枡田知妃呂，太田雅恵，

奥川　学（2007）電子カルテシステムを利用

した治験の質向上の検討 3　～テンプレート

を用いた電子カルテシールの利用～．第 28回

日本臨床薬理学会年会，宇都宮

10.種村直美，谷田由紀子，安田照美，仲野俊成，

今村洋二（2007）電子カルテシステムにおけ

る看護業務支援システム連携．第8回日本医療

情報学会看護学術大会，福岡

11.谷田由紀子，種村直美，廣田美喜子，安田照

美，仲野俊成，宮崎浩彰，今村洋二（2007）点

滴・輸血の認証と実施．第8回日本医療情報学

会看護学術大会，福岡

枚方健康科学センター

〈研究業績〉

原　著

1. Yanagida Y, Kimura Y，Shichino Y and Sasaki H

(2007) The responses of lymphocyte and

glutamine levels during a 7-day period after

endurance running at various intensities. Adv

Exer Sport Physiol 13: 13–17

2. 木村　穣（2007）AI，PWV/ABI の診療応用

私のやり方　運動療法効果判定における脈波

伝播測度（PWV）評価の有用性．Arte Stiff 12:

118–119

3. 木村　穣（2007）【内科臨床に役立つ心療内科

的アプローチ】生活習慣病の認知行動療法的

介入　一般内科医にもできる介入法　メタボ

リックシンドロームに対する具体的介入方

法．Medicina 44: 2033–2035

4. 木村　穣（2007）【呼吸・循環障害のリハビリ

テーション Update　生命予後・生活機能予後

改善をもたらす「攻めの医療」】循環リハビリ

テーションの最新の動向　医療経済からみた

心臓リハビリテーション．Mod Physician 27:

249–252

5. 木村　穣（2007）【IT でどこまでわかるか？】

在宅での自己管理支援システムとは？　肥満

と糖尿　6: 529–531

6. 高橋美智子，齋藤　瞳，中川明仁，松島典子，

木村　穣，馬場天信，佐藤　豪（2007）肥満

外来における減量効果からみた心理特性の差

異についての検討　ヒューマンサイエンス

（西宮）　10: 39–42

7. 滝川瑠美，南出奈津子，田中ひとみ，春日靖

洋，津田信幸，木村　穣（2007）CT画像によ

る内臓脂肪評価による運動効果の検討．心臓

リハ　12: 122–124

総　説

1. 木村　穣（2007）QOL 向上のための身体活動

―生理学的立場から．臨スポーツ医　24: 11–

14

学会発表

1. 廣原淳子，海堀昌樹，木村　穣（2007）シン

ポジウム肝移植におけるチーム医療：生体部

分肝移植における脂肪肝ドナーに対するチー

ム医療としての取り組み．第 37回日本肝臓学

会西部会，長崎
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男山小児科

〈研究業績〉

原　著

1. 荻野廣太郎（2007）【川崎病40年　研究の最新

動向】診断と治療　川崎病の診断の“コツ”と

免疫グロブリン療法のエビデンス．医のあゆ

み　222: 859–865

症例報告

1. 端　里香，中村彰利，杉本健郎，金子一成

（2007）乳児期に発症した若年性歯状核赤核淡

蒼球ルイ体萎縮症（DRPLA）の姉妹例―経時

的脳波変化の検討．脳と発達　39: 445–449

男山外科

〈研究業績〉

原　著

1. 權　雅憲，小倉徳裕，辻　勝成，北出浩章

（2007）胆道造影CTを用いたMirizzi症候群に

対する腹腔鏡下手術適応の検討．手術　61:

1167–1171

2. 佐藤正人，浜田吉則，高田晃平，棚野晃秀，徳

原克治，畑埜武彦（2007）良性腸疾患におけ

る腹腔鏡下手術の適応と限界　小児腸重積に

対する腹腔鏡下手術の適応と限界．臨外　62:

59–64

男山整形外科

〈研究業績〉

原　著

1. 齋藤貴徳，橋谷　実，松矢浩暉，足立　崇，石

原昌幸，栂野弘毅，飯田寛和（2007）【胸郭出

口症候群（TOS）の診断と治療】体性感覚誘発

電位を用いたTOSの診断．関節外科　26: 891–

896

男山眼科

〈研究業績〉

原　著

1. 今泉正仁，緒方奈保子（2007）【視野】One Point

Advice　血管圧迫性視神経症．眼プラクティス

15: 212–213

男山耳鼻科

〈研究業績〉

原　著

1. 久保伸夫（2007）【好酸球性病変の診断と治療】

好酸球性炎症の wonderingについて．JOHNS

23: 823–828

2. 久保伸夫（2007）花粉症治療とコミュニケー

ション．Prog Med　27: 2931–2936

3. 久保伸夫（2007）【アレルギーの病気で気にな

ること】薬局で買える花粉症の薬の使い方

は？　アレルギー疾患　3: 289–292

4. 植田秀雄，久保伸夫（2007）呼気から全身の

健康を見つめる No. 17からだを巡る毒ガスの

話（4）気道におけるNOと鼻呼吸について．ア

ポロニア21　167: 130–133
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5. 久保伸夫（2007）【NSAIDs過敏症】NSAIDs過

敏喘息における副鼻腔中耳病変．アレルギー

の臨　27: 199–202

6. 久保伸夫（2007）【アレルギー性鼻炎の新しい

治療法（花粉症を中心に）】アレルギー性鼻炎

に対する新しい手術療法．アレルギーの臨

27: 54–58

7. 久保伸夫（2007）花粉症 アレルギー性鼻炎に

対するレーザー治療．日レーザー治療会誌　6:

63–66

著　書

1. 楠本健司，久保伸夫（2007）顔面骨骨折・眼

窩内側壁骨折．外傷形成外科　62–69頁，克誠

堂出版，東京

男山麻酔科

〈研究業績〉

総　説

1. 松本早苗，浅井　隆，新宮　興（2007）トゥ

ルービュー EVO2ビデオ喉頭鏡の紹介．麻酔

56: 213–217

学会発表

1. 松本早苗，浅井　隆，呉本善聡，阪本幸世，新

宮　興（2007）エアウェイスコープが有用で

あった巨大声帯腫瘍の1例．日本臨床麻酔学会

第27回大会，東京

2. 松本早苗，浅井　隆，呉本善聡，新宮　興

（2007）TruviewEVO2喉頭鏡が有用であった気

道確保困難症例の経験．日本臨床麻酔学会第

27回大会，東京

3. 加藤奈穂子，浅井　隆，松本早苗，藤瀬久美

子，新宮　興，榎本善朗，奥田泰久（2007）挿

管困難症例におけるエアウェイスコープ喉頭

鏡の有用性．第 53回日本麻酔科学会関西支部

学術集会，大阪

4. 松井博義，松本早苗，浅井　隆，呉本善聡，谷

陽一，新宮　興（2007）TruViewEVO2喉頭鏡

が有用であった巨大甲状腺腫瘍の1例．第53回

日本麻酔科学会関西支部学術集会，大阪

5. 松本早苗，浅井　隆，呉本善聡，新宮　興

（2007）予想外の気道確保困難症例に対する

TruViewEVO2喉頭鏡の使用経験22症例．日本

麻酔科学会第54回学術集会，北海道

男山医療情報室

〈研究業績〉

原　著

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．医療情報学　27: 1251–

1254

学会発表

1. 仲野俊成，渡辺　淳，西村泰典，北口　宏，田

中裕子，高橋伯夫（2007）診療ネットワーク

の業務継続基盤の整備　―地域基幹 3病院に

おける検証と対策―．第 27回医療情報学連合

大会（第8回日本医療情報学会学術大会），神戸
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原　著
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総　説

1．螺良愛郎，四方伸明，仙﨑英人，植村芳子（2001）乳腺脂質分泌癌．病理と臨　19: 496–499

学会発表

1．Nambu H, Yamada H, Kiuchi K, Matsumura M, Yoshizawa K and Tsubura A (2001) Light inhibition reduces MNU

— induced photoreceptor apoptosis. ARVO, Fort Lauderdale, Florida
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著　書
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Churchill Livingstone, Philadelphia
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115–219，1990．

例　Marty, A. and Neher, E.: Tight-seal whole—

cell recording. Single—Channel Recording

(Sakmann, B. and Neher, E. eds.), Plenum
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容要旨（500語以内）とする．英文は専門的知識
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7．原稿の提出は編集委員宛とし，受付順に掲載す
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